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　人生とは危険の連続だ。安全と思える時期もあるけど、それは危険と危険の間にある緩かん衝しよう地ち帯たい。その次には危険が待っている。どうがんばっても、そこから逃げ出すことはできない。

　だからといって、逃げ出さずにその場で突っ立っているわけにもいかない。

　そうでなければ地面に埋うまることになるから。

「いや―――っ！」

　背中に届く地じ響ひびきから逃のがれようと、私はとにかく走り続けていた。地響きはまっすぐこちらに向かっており、そして私達の周囲に隠れる場所はない。

　振り向くと相手の姿が見えた。細長い足、モッサリした胴どう体たい、長い首に、鋭するどいクチバシ。

　なんでこの日本でダチョウなんかに追われなければならないんだ。仕事とはいえ、日本の住宅地でダチョウはないだろう。というか巨大動物の相手なんて、仕事でもしたくない。

　動物に追われている姿が微笑ほほえましいと思う方は、想像して欲しい。私を軽く見下ろす体長があり、一歩一歩が地響きを起こすほどの重量を持った動物が８エイトビートで後ろから迫ってくる様子を。足の生はえた軽トラックが跳はねながら迫っていると思ってもらってもいい。猛もう獣じゆうが低い姿勢から素す早ばやく狙ねらうのとは違うのだ。

『お、おいテメェ！　とりあえず落ち着け！　オイコラ！』

　私の隣を飛んでいる黒い鳥が、ダチョウに向かって叫ぶ。

　が――

『ぶっ！』

　ハンコでも押されたみたい。大きく振り上げたダチョウの足が鳥を地面に叩たたきつけ、何事もなかったように私に向かってきた。

「ガー助すけ！」

　名前を呼ぶが、救出しに行くヒマすらない。死にはしないと思うが、かなりのダメージを受けていそうだ。またメンテナンスしなきゃならないと思うと憂ゆう鬱うつになる。

「ひかるちゃん！　もうすぐ麻ま酔すい銃じゆうが届くから、それまで時間を稼かせぐんじゃ！」

　大だい邸てい宅たくの窓から、おじいさんが叫んでいる。

　そう、私が逃げ回っているのは大邸宅の庭。住んでいる猪いの崎さき市しからちょっと離れたところにある知り合いの家族の家――私はそこに呼ばれていたのである。

「あー、もう！　いい加減にしてよっ！」

　思い切って足を止め、ダチョウに向かって特とく殊しゆ警けい棒ぼうによく似た武器をつきつける。

　スタンガンくらいの威い力りよくしかないけど、足止めくらいにはなるだろうか。

「ダメじゃひかるちゃん！　オーギュストはそのくらいじゃ止まらん！」

　おじいさんの声がするが、やってみなくちゃわからない。

　にしてもこのダチョウ、オーギュストって名前なのか。仰ぎよう々ぎようしい名前である。

『ひかる！　挟はさみこむぞ！』

　復活した黒い機械の鳥が飛び上がり、ダチョウの後ろに旋せん回かいする。

　その口に光が集まる。光線を撃つつもりなのだ。

「いくわよ、ガー助！」

　私も棒状の武器を構かまえて、ダチョウを迎むかえ撃うつ。

　その時だった。

　ぐー。

　ものの見事に私の腹が鳴り、武器を持つ手に力が入らなくなった。

　あー、そういえば、ここ最近まともなモノ食べてなかったなぁ……。

　などと考えている間に身体からだの横から芸人のツッコミを百倍に圧縮したような衝しよう撃げきが来た。ダチョウのオーギュストが私をはね飛ばしたのだ。さらに攻撃しようとしているガー助に気づいたのか、またターゲットを切り替えて追い始める。

　ガー助の悲鳴を聞きながら倒れる私。土と血の匂においがする。

　だんだんと意識がなくなってくる。

「うう……おなか減った」

　ダチョウの肉って、どんな味がするんだろう。

　そんなことを考えているうちに、どんどん意識が薄れていった。
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　高校を卒業するまで、私の辞書に飢き餓がという単語は存在しなかった。自慢するわけではないが、実家は裕福だ。少なくとも、小腹がすいたらおやつを食べられるくらいには。

　ところが独り立ちして事業を始めた途と端たん、親からの援助がいっさいストップした。タンカをきって家を飛び出したのは私の方なんだから当然だけど、金と親のありがたみというものがこれほど身に染しみるとは思わなかった。

「ん～……」

　秋に比べて空が霞かすんでいる、初冬の朝。

　現在、我が家の冷蔵庫の中にはマヨネーズしかない。炭水化物はないものかと戸と棚だなを探してみると、輪ゴムで縛しばったビニール袋の中に食パンが一枚だけあった。コレいつのパンだ。なんだか黄ばんでいるようにも見える。

　けどほかに食べる物もないので、とりあえずそのマヨネーズをパンに塗ぬってトースターにかけることにする。今け朝さはこれでしのごう。昼になったら誰だれかにたかろう。

　ヤカンに火をかけ、茶ちや葉ばを出す。幸い、お茶にだけは困っていない。私の師匠が大の紅茶好きで、いらないっつってるのに珍しい茶葉を私に送ってよこすのだ。フツーにおいしい紅茶だけならまだしも、中国だかの漢方薬みたいなお茶はカンベンして欲しい。というか、お茶を送るくらいなら食べ物を送って欲しいのだが、それを言うと師匠が心配するから黙だまっておく。

「はぁあ……どっかにオイシイ話は転がってないのかねぇ」

　トーストが焼けるまでの時間、私はソファを席巻せつけんしているアザラシのぬいぐるみを抱きかかえて、新聞を広げながらゴロゴロと転がる。まだ若干眠い。

　雑居ビル――名は逸いつ色しきビルという――の三階をまるまる借り切ったこの部屋の住人は、私のみ。住居兼仕事場なんだけど、どこからが住処すみかでどこからが仕事場なのか境界線を引きにくい。ここを訪れるお客さんはみんな変な顔をするけど、別にいいのだ。身なりを気にするほど切せつ羽ぱ詰つまっていない人は、ここには来ないし。

　私はなんでも屋だ。

　なんでも屋だけど、やれることは限られている。なんでも屋でもできない困難な仕事を請うけ負おうのが、この「鳥屋」の仕事である。

　なんで鳥屋なのかというと、ソファの近くにあるこの大きな鳥とり籠かごだ。

『おい、ひかる』

「ん～」

　上からかかる声を半分聞き流す。

『なんか黒い煙けむりあがってんぞ』

「うそっ!?」

　跳ね起きてトースターに走るが、

「あー……焦こげてる……」

　やっぱり拾ったトースターがマズかったんだろうか。

　今日の食事が台なし――と思ったら大間違い。

「ふんっ！」

　真っ黒になったマヨネーズパンにかじりつく私。ボリボリと不快な音がしたが、我が慢まんして飲みこむ。これを失ったら、もう食べる物がないのだ。

『……ガンになんぞ』

「ふんっ！　ガンごときに私の食欲は止められないわよっ！」

　胸焼けが起きそうになるが、胸をドンドン叩いて我慢する。

　そんな私を見てため息をついているのは、鳥籠の中の鳥。

『ったく。いつになったらまともな食生活になるんだ？』

「よけいなお世話よ。何度も言ってるでしょ。色々と維い持じ費ひがかかるのよ」

『このビルの家賃とかか？』

「あと、あんたの維持費もよ、ガー助」

『ケッ』

　指をさして指摘すると、黒い鳥――ガー助はそっぽを向いてしまう。

　この鳥は、動物ではない。

　錬れん金きん術じゆつで作り出した、私の相棒。

　カラスのように黒い体をしているのに、オウムのような愛あい嬌きようがある。大きさは私の頭くらいだが、翼を広げたら一メートルくらいにはなるだろう。両肩に巻いた紅白の注し連め縄なわが唯ゆい一いつのチャームポイント。

　総合的に見て、デザイン自体は良かったと思う。これは今でも後こう悔かいしていない。

　問題は、性格だ。

『そーやってクソ意地張ってるくらいなら、とっとと誰かに金貸してもらえっつーの。だいたいテメェ、仕事がない仕事がないとかホザいときながら、やってきた仕事蹴けったりするじゃねーか。んだそりゃ、お嬢じよう様さまのプライドってヤツか？』

「うっさいわね、私にだって可能なことと不可能なことがあるのよ！」

『だったらなんでも屋なんて銘めい打うつんじゃねーよ、このイカサマ女が！　食えないくせにケツと背ばっかりデカくしやがって！』

「黙んなさい！」

　鳥籠自体に蹴りをくらわせると、ガー助は翼をはためかせて慌あわてる。

『おぉ、おー、クラクラする！　やめ、ちょ、やめろ尻デカ天パー女！』

「死ねっ！」

　アザラシのぬいぐるみの尻尾しつぽをバットのように持ち、鳥籠を何度も殴おう打だしているうちに気が晴れてきた。ガー助のヤツは完全におとなしくなっている。

「ったく……口だけは減らないんだから」

　この鳥、本名はガーゴイルという。

　なんでもどこかの町にいる最強の門番の名前なのだそうだ。それにあやかって同じ名前をつけているのだが、気がつけば誰からも「ガー助」と呼ばれていた。まぁこっちのほうが愛あい嬌きようのある名前だとは思うが、ガー助自身は不満のようだ。

　そもそもガー助は門番じゃないし。

　同じ錬金術で作られたとはいえ、我が鳥屋にいる以上、門番などという簡単な仕事だけで済ますつもりなど毛もう頭とうない。家賃と借金と私達の生活のために、ありとあらゆる仕事をしてもらうつもりだ。

　そうしているとヤカンの音が変わり始めたので、お茶をカップに注そそいで持ってくる。ガー助は恨うらめしそうな目をして、ずっと私をにらみ続けていた。

「だいたいね、仕事がないのは私達だけのせいじゃないんだから」

　今日のお茶は師匠にもらった中でも、二番目に好きなものだ。個人的には師匠スペシャルが一番好きなのだが、あいにく今は切らしている。ご飯がないときはお茶で我が慢まんしているから、減りが早いのだ。

「古こ科か学がくとやらが、私達に対抗するって言ってたでしょ。気になって仕事もできやしないわよ。また邪じや魔まされるかもしれないし」

『古科学ねぇ……』

　鳥籠の中で首を振っているガー助。

　光あれば影があり、飛雄馬ひゆうまあれば花はな形がたあり。錬金術にも対抗する学問がある。それが古科学だ。私も詳しいことはしらないけど、この日本に古くから伝わる学問だそうだ。

『あいつら、なんでそんなに俺達にちょっかい出してくるんだろうなぁ』

「ちょっかいなんて生やさしいモンじゃないわよ！」

　暢のん気きなガー助に憤いきどおりを感じる。

「あんた、あいつらがしたこと忘れたの!?」

『……忘れるわけねーだろ』

　そう、古科学とやらは、私の大切な人を傷つけた。

　それは絶対に許すことはできないんだけど、だからと言って私が敵のアジトに乗りこんで一族郎党皆殺しというわけにもいかない。だいたい、私達はアジトどころか古科学がなんなのかもよくわかっていない。

『敵さんの正体がわかれば、すぐにでもブッ潰つぶしてやんだがな』

「それは私も同感。でも、何も情報ないよね……」

　最初の事件以来、古科学という名前すら聞かなくなった。こちらである程度調べてはいるのだが、たいした情報は得られないし、向こうからコンタクトを取ることもなかった。

　そんなわけで今の私達は、いつ来るかもわからない古科学の脅きよう威いに備えつつ、時折入ってくる奇妙な事件を解決する日々を続けている。

　ここまで何もないと、古科学なんて忘れちゃっても良さそうだが、それでは私の怒いかりは収まらない。

『ま、用があれば向こうから来るだろ』

「そーいうこと。今の私達には、古科学なんかにかまってる時間とお金はないのよ」

『金のほうが本ほん音ねだろ……』

「そーよ！　何するにもお金がいるのよ！　ついでにカロリーも！」

『ん……』

　ふと、ガー助が周囲を見回す。

『ひかる、静かにしろ。来るぞ』

　神妙な声でつぶやくガー助。

「千ち秋あきちゃん？」

『だったら苦労はしねぇ』

　ガー助の真剣な声に、私も目を細める。

　そうしてアザラシのぬいぐるみを抱えながら音を殺してソファの後ろに避ひ難なんする。

　ぬいぐるみをぎゅっと抱きしめながら、外の階段を上る足音を聞いた。それはこの鳥屋の事務所の手前で止まる。













　トントン。

　小さなノックの音。

　――来た。

　私はガー助と目を合わせ、うなずき合う。

「鳥屋さん？　いないんですか？」

　その優やさしい声に体中から震ふるえが来る。そして私は、この恐怖に抗あらがうすべを持っていないのだ。なすすべもなく震えるしかできない自分が恨うらめしかった。どんな悪漢が襲おそいかかってきても軽くあしらうことができるのに、この声を聞くと全身の力が抜けるのだ。

「鳥屋さん？　ひかるちゃーん！」

　やがて声の主ぬしはあきらめたのか、足音が遠ざかっていった。

　しばらく耳をそばだてて足音が完全に聞こえなくなるのを確認してから、私は立ち上がる。

「ふぅ……行ったわね」

『バカ、ひかる！　ワナだ！』

「えっ？」

　ガー助の指摘は正しかった。

「やっぱり居い留る守す使ってたね！　ひかるちゃん！」

　すぐに扉のドアがノックされる。

「きゃーっ！　大家さん、ごめんなさーい！」

　その場で足踏みしてたのか。なんというこすっからい手を。

「居留守使うってことは、また払えないの!?」

　ドアの向こうから怒った声がする。

「うう……ごめんなさい。また、今度に……」

「はぁ。しょうがないな」

　大家さんには申し訳ないが、ない袖そでは振ふれないのだ。

　それであきらめる大家さんも大家さんだが。

「ひかるちゃん、払ってくれるときはドーンと払ってくれるのにねぇ」

「私の仕事、高額だけどなかなか依頼が来ないんです……」

　我われながら泣ける事情だ。その高額の報ほう酬しゆうが、生活費にドカンと消えるために家賃を払うのも遅れてしまう。だったら先に家賃を払えと言いたいだろうが、腹が減っている時にお金を渡されたら、誰だって同じ行動を取るはずだ。

「わかったよ。その言葉を信じるよ、僕は」

「あ、ありがとうございますぅぅぅぅぅぅ……」

　ドアにすがりつく私。今の私には大家さんが神様に思える。

　そして今度こそ大家さんがドアから離れると、確認のためにドアを開けて狭い階段の上下を見回す。本当に大家さんは去ったようだ。

　安あん堵どの息を漏もらすと、

「おう、ひかるちゃん！　ちょうど良かったぜ！」

　上から野太い声がかかった。

「あ、伊い藤とうさん。おはようございます」

「おう」

　彼は上の四階の住人だ。

　その風ふう貌ぼうは完全にアレ。パンチパーマに紫のシャツに金色の指輪。今日は真っ白なスーツを着ているものだから、もうどこからどう見てもアレ。小太りだから強そうには見えないけど、雰ふん囲い気きはやっぱり怖こわい。

　というか、本業の方なのだ。伊藤さんはこのあたりを仕切っている奥おく村むら組ぐみ系列の組織、天てん成せい会かいの幹かん部ぶである。この雑居ビルの四階を借り切って、主おもに上からの依頼に従って様々な業務をこなしている。そのうち大家さんに雇やとわれて、私の家賃の取り立てに来るかもしれない。

　でも、基本的にいい人達ばかりなので不安はない。少なくとも私に対しては。

「ちょうど良かったって……また、仕事ですか？」

　天成会にはいろいろと仕事を斡あつ旋せんしてもらっている。といっても危険な仕事ではない。もっと危険な仕事だ。自殺しようとしている負債者を止めたり、ほかの組が殴なぐりこみに来るのを阻そ止ししたり。

　報酬はいいのだけれど、もっと命に関かかわらない仕事が欲しいとも思う。

「おう、安心しろぃ！　今度は安全な仕事だ！」

「……本当でしょうね？」

「本当だって！　俺がウソ言ったことあるか？」

「こう見えて伊藤さんはインテリヤクザですからね……いつも微妙にホントのこと言わないんですよね」

「ダッハッハ！　ひかるちゃんも俺達がわかってきたねぇ！」

　一本取られた、と言わんばかりに頭を叩く伊藤さん。

「でも、ひかるちゃんに依頼する仕事ってのは、俺達じゃどうにもならないことばかりだからな。鳥屋ってのはそういう時のための商売なんだろ？」

「まぁ天成会とトラブルは切っても切れない仲ですしねー。悪いことじゃなければなんでもやりますよ」

　言うなれば、私じゃないと解決できない事件を持ってきてくれるお得意さんなのだ。そして私は、危険な仕事を解決できる能力を持っている。

　危険な仕事は嫌いなんだけどなぁ……危険だから。

　でも、おいしいごはんのためだ。ここは一つ、気張りますか！

「で、伊藤さん。今度はなんですか？」

「おう、単なるペットの相手だよ。大親分の家のペットでな――」

　やっぱり伊藤さんはウソは言わない。

　その結果、私とガー助は単なるペットに頭を踏まれることになったのだから。
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　燃える花畑。

　その中にたたずんでいる、一人の男性。

「現代の医学で治らないのなら、神秘の力に頼るしかなかったんだ――」

　そう語る彼は、とても悲しそうな目をしていて――

「だけど、私は昔から不器用でね。こんな生き方しかできなかったんだ」

　もう、どうしようもないという気持ちが切せつ々せつと伝わってくる。

　そんな彼に、私にできることは、たった一つだけだった。

「ふざ――」

　拳こぶしを握にぎりしめ、全力で走り――







　初冬の青空が澄すんでいる。憎らしいほどに。

「あいたたた……」

　変な夢を見た。古科学に初めて触れた時の夢だ。

　思い出したら怒りが募つのり、だけど後頭部がじくじくと痛むので思考が停止してしまう。

　いや、まさか頭を踏まれるとは思わなかった。

　後頭部をさすると、なんかハゲのようなモノができている。よくよく調べれば傷じゃないか。うわっ、血が出てる。頭から出血ってヤバイんじゃないのか。

『おい、ひかる！　生きてるか！』

　上空から相棒の声がした。あっちもなんとか生きてるようだ。

　もう邸宅の庭はダチョウの足跡だらけだ。もともとグラウンドのような場所ではない。花か壇だんがあって柵さくがあって、綺き麗れいな噴ふん水すいまであった。ヤクザの大親分だというのに、洋風の邸宅というのはミスマッチである。

　その邸宅で暴れだしたダチョウのオーギュスト。理由もなく暴れる動物を止めるには、警察などの公的機関のしかるべき人と道具に頼るべきだと思うのだけど……オーギュストもきっと、正規のルートで輸入された子じゃないんだろうなぁ。

「オーギュスト……どっち？」

　頭を振って、ガー助に尋たずねる。頭からちょっと血が流れ始める。気持ち悪い。

　手が腰の鞄かばんに伸びた。足音が聞こえないということは、遠くにいるはず。

「ひ、ひえええっ！」

　大親分の声がした。見れば邸宅の窓にオーギュストが蹴りを入れているではないか。積年の恨みだろうか、それともエサが欲しいのだろうか。

　どっちにしろ、チャンスだ。

「ガー助、オーギュストの足お願い」

『おうよ！』

　正直、ムカついた。

　あのダチョウには一撃くらい食らわせないと気が済まない。

　何かが鼻を伝って唇くちびるに乗る。反射的になめると、やっぱり血だった。女の子になんてマネするんだ。

「そういうヤラレ役は全部ガー助が引き受ける役目なのに……」

『フザケたことつぶやいてんじゃねぇっ！　俺だってゴメンだ！』

　私は鞄からロープのようなものを取り出す。

　もちろんただのロープじゃない。私が錬金術で作った特殊な縄なわだ。

『オラァ、こっちこいや足長！』

　ガー助の目が赤く輝いた。

　その声と光に反応したのか、オーギュストの首がグルリとガー助の方を向く。

　――グェェェェ！

　喉のどから絞り出すような声を出して、オーギュストが突進してきた。

『死ねっ！』

　ガー助の口が光った。

　そこから発せられる一条の光線は、オーギュストの目の前の地面を焼き焦がす。狂ったように走り続けていたオーギュストは光線につまずいて体勢を崩す。ただの熱光線じゃない。ロープのように弾力もあるのだ。

　ちなみにガー助の叫び声は本心だろう。私だって仕事じゃなければ殺意を抱いている。

「ナイス、ガー助！」

　私の手からロープが飛んだ。それはまるで生きているかのようにオーギュストにからみつき、巻きつき、締めつける。道具をケチらずに、最初からこうすれば良かった。

「グェェェェェェッッ!!」

　ロープを巻きつけられても、オーギュストは動き出す。ロープを引きちぎりそうな勢いだ。なんでそんなに興こう奮ふんしているのだ。発情期なのか。

「死――もとい、止まりなさいっ！」

　私の手にあるスイッチを起動させると、オーギュストの体が爆発した。火柱が上がり、周りの草が円形に焦げてゆく。

　これぞ私の新発明、「エクスプロープ」である。

『素直に爆発ロープでいいじゃねぇかよ……』

「うっさいわね！　人のネーミングセンスにいちいち口ださない！」

　簡単に言えばダイナマイトで編んだロープのようなものだ。大きな岩を爆破するのにちょうどいいのだが、火力を押さえれば動物を無力化させることもできる。

「うわああっ！　オーギュスト！」

　邸宅の方で大親分が悲鳴を上げているが、この程度であのダチョウは死なないだろう。そういうふうに調節したし。半分ブチ殺すつもりだったし。

「おなか減ったなー……」

　燃えているダチョウを見て、いいニオイだと思ってしまった。

　火柱が収まると、黒焦げになって倒れているダチョウが現れた。

『よーやくおとなしくなりやがったな、オーギュスト』

　ガー助がオーギュストに近づく。

　その間に私はヘッドホンを取り出して、耳につける。これはガー助の聞いた言葉を翻ほん訳やくする装置である。つまり動物と意い思し疎そ通つうできるガー助を通じて、動物の声を聞くのだ。

『オゥ、ノォ……来る……我が元に……！』

　ハスキーな声のダチョウだった。

『あん？　何が来るって？』

『君にはわからないのか!?　このバラの刺とげのように恐ろしい……ああ……』

　言いかけて、気を失うオーギュスト。

『おい、起きやがれ！』

「起きなさい！」

　ガー助が白い光線を吐はくと、オーギュストの頭が凍こおったようにカチカチになってゆく。その頭をゲンコツで殴りつける私。

『アウチ！　君達、少しは手加減したまえ！　これだから身分の低い鳥は……』

『誰の身分が低いだとコラァ！』

「はいはい、意識があるなら、ちょっと落ち着きなさいっての」

　ガー助の尾羽を引っ張り、オーギュストに近づけないようにする。気持ちはわかるが、今は仕事優先。

『そもそもヒト（？）のこと踏んづけといて言えた口かっ！　んで？　何が来るんだって!?』

『わ、わからない……だけど、暗雲のように我が胸を締めつけるサムシングがこの近くにいるのだ！　君は同じ鳥のくせに感じないのか!?』

『いや、別に』

『あぁ、嘆なげかわしい……そんなに鈍どん感かんだなんて。やはりこれは高貴な私にしか感じられない、ノーブルセンス？』

『何がノーブルセンスだ！　てめぇの気のせいじゃねーのか!?』

　何やらガー助がバカにされている。

『そもそもなんでテメェなんかに鈍感なんて言われなきゃならねぇんだよ！　スタンガンでも倒れねーくせに！』

『むむ、そう言われるとこの美しい身体が痺しびれるような……』

『おせぇよ！』

　目を光らせて口を開くガー助。

　ガー助には悪いが、傍はた目めにはとても楽しそうに見える。

「とにかく、何かヘンテコなものが近くにいるわけね」

　オーギュストの意見を簡潔にまとめてみる。

「ガー助、何も感じない？」

『何も感じねぇよ。鈍感で悪かったな』

「うーん、じゃあなんでオーギュストはわかったのかなぁ？」

　考えようとして、空を見る。次の瞬間、クラッと来た。

『ひかる！』

　そういえば頭から血を流してたんだっけ。

　あ、やばい。倒れる。

　そう思った時にはすでに視界は暗くなり、やがてブラックアウトした。







　目覚めると大親分の邸宅のベッドだった。頭にグルグルと包帯を巻かれており、あの捕物とりものの痛々しさが垣かい間ま見えるが、大親分が呼んだ医者曰いわく、倒れたのは主に貧血と栄養失調だそうだ。頑丈な身体を喜ぶべきか、貧相な食生活を嘆なげくべきか。

　謝礼も兼ねて大親分のところで豪勢なお昼をごちそうになり、さらに余ったものはタッパーに入れて持って帰ってもいいと言われた時には、もう頭の痛みなど飛んでいた。リスのように口に食べ物を押しこむ私を見て、ガー助は苦笑するばかりだった。

　そのガー助は、私が倒れている間に周辺を飛び回ってくれたようだ。不審者はいなかったという報告は、大親分は安心させたがオーギュストの不安を駆り立てる要因にもなった。

　また暴れ出すのではないかと、私も不安だったが、今度は鉄のオリに入れて厳重に管理すると大親分は約束してくれた。そもそも最初からそうしろと言いたい。

「でもさ、結局オーギュストが何に怯おびえてたのかわからずじまいだったよね」

　仕事を終えた帰り道。

　線路の脇わきの道路を歩きながら、私は頭の上のガー助に尋ねた。

『半径五キロほど飛び回ったけどよ。なーんもなかったぜ。逆にあの邸宅のほうが物騒だ。どんだけヤバイモン隠してんだか』

　なぜかガー助は私の頭がお気に入りで、羽を休めるときは必ずここに来る。重くはないのだが、見た目が気になる。

「それが原因じゃないの？」

『だったら最初っから暴れるはずだろ。見た感じ、なんの前まえ触ぶれもなく突然暴れたみたいだからな。オーギュストに変な薬打ったわけでもなし、本当に変な気配がしたんだろうな』

「でも、何もいなかったんでしょ？」

『いなかったんだよなぁ……』

「あんた、本当に鈍感なのねぇ」

『俺の感覚器作ったの、誰だと思ってやがる！』

「そーなのよねぇ。私も自分で確かめてみたもん、レーダー使って。だけどヘンテコな存在はなかったわねぇ。天てん井じよう裏うらのネズミとか、地面の下のミミズとか、そんなのしか発見できなかったもん」

　まさかそんなものにオーギュストが怯えていたわけではないだろう。あのダチョウ、なんだかんだで強いのに。怯えるほど凶悪な動物なんてそれほどいないはずなのに。

　と、いきなり地面が揺れた。

　何事かと思ったが、すぐ後ろから電車が通り過ぎていっただけだった。

「ねー、ガー助。今、ウチのビルの前に誰かいる？」

　私が尋ねると、ガー助は事務所の方に首を向け、

『千秋がいるな。足の訓練してる』

「そっか。感覚器はまともに動いてるのね」

『つっても、この時間はいつもあそこにいるぞ、千秋』

「まー、謎の生物の件はオーギュストの勘違いってこともあるしね」

　ガー助の言葉はスルーして、勝手に結論づけてみる。ムリヤリ怪しんでも仕方ない。

『どっちにしろ、迷惑な話だぜ』

「いいのよ。報酬に変わりはないんだから」

　もともとはオーギュストを無傷で捕まえる約束だったが、報酬は全額どころか、色をつけて払ってくれるそうだ。金にうるさい大親分と聞いていたが、どうして払ってくれる気になったのだろうか。

『ひかるの食べっぷりを見てからだよな、親分が報酬の話したの』

「あらやだ、そんなに景気のいい食べっぷりだった？」

『残りモンをタッパーに詰めてるひかるを見て涙ぐんでたぜ。完全に同情されてたな、ありゃ』













　そんなに意地汚かったのだろうか。

　少し泣けてきた。
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　田舎いなかといえば田舎なのだ、ここ猪崎市は。

　周囲の山に工場が多いせいだろうか、各駅停車がやっと停とまる位の駅のほかは目立つ施し設せつもない。ゴミゴミしてて、いまだに五年前くらいのファッションをしているヤンキーとかが普通にいたりする。引っ越してきた当初は、カルチャーショックを受けたものだ。

　しかし住んでみると意外と快適だったりする。足りない物は電車で四駅くらいの所にあるデパートで買えばいいし、探せば図書館も美術館もある。ものすごく目をこらして探さないと見つからなかったけど。

　治ち安あんが悪いことだけは認めるが、私の住む雑居ビルの治安が一番悪いので、外が天国に見える。ちょうどいいバランスなのだろうか。

　実際、雑居という言葉が持つイメージとはかけ離れたビルだと思う。外から見ても壁や窓が汚れていることはないし、一階の花屋さん「フラワーイタガキ」のおかげで華もある。それなのにゴミゴミした印象を受けるのは、そこに住んでいる者の主観だからなのか、それとも立地条件か。

　駅前の繁はん華か街がいから二つほど道がズレているためか、この通りはスナックや食堂や小さなゲーセンが多い。そんな中にぽつんと花屋があるのだから、初めてこの道を通る人はみんな足を止めて、珍しい花に顔をほころばせる。

　私もこの花たちの匂いをかぐと、家に帰ってきた実感がわくようになった。

「あ、ひかるちゃん。おかえり！」

　その一階フラワーイタガキの奥から、松まつ葉ば杖づえをついた女の子が出てきた。年齢では中学生なのだが、学校へ通う回数は少ない。今まで病院通いを繰り返していたからだ。

『おう千秋！　いい子にしてたか！』

　ガー助が彼女――千秋ちゃんの頭の上に飛び移る。

「ちょっ、ガー助！」

　慌ててガー助を止めるが、遅かった。

　不意に頭に異物を乗せられた千秋ちゃんは、体のバランスを崩して転びそうになるが、すんでの所で松葉杖を使って踏ん張った。

「ぬー……！」

「ち、千秋ちゃん！」

「へいき……だいじょぶ……よっ、と」

　慣れない足を使い、なんとかバランスを保つ千秋ちゃん。

　私が伸ばした手をひっこめられずに左右にワタワタさせているうちに、千秋ちゃんは元通りの体勢に戻ることができた。

「どう、ひかるちゃん？　わたし、ここまでできるんだよ」

「千秋ちゃん……！」

　頭にガー助を乗せたまま、満面の笑みを浮かべる千秋ちゃんを、私は思わず抱きしめてしまった。だってあまりにもうれしくて。

「すごいっ！　よくがんばったね！」

『この野郎っ！　ちゃんと立てるようになりやがったな！』

　この子は神経の病気だった。

　小学校高学年から足が徐々に動かなくなり、やがて車椅子の生活を余よ儀ぎなくされた。そんな彼女を治すために、この子の父親は八方手を尽くしたのだ。

　そこに――古科学がつけこんだのだ。

「ヒッシャムさんの薬、すごいんだねー。本当に足が軽くなったもん！」

　うれしそうに笑っている千秋ちゃんを見ていると、本当に古科学が憎にくらしく思えてくる。それと同時に、古科学の脅きよう威いに晒さらされつつも千秋ちゃんを守り続けようとした人達にエールを送りたい。まぁその中には私も入ってるんだけど。

　ちなみにヒッシャムさんというのは、私と同じ錬金術師。なんでも師匠とも知り合いらしい。世間は狭いものである。彼の作った薬は、私でも驚くほどの早さで千秋ちゃんを治している。

　同じ錬金術師でも、得意分野に差があるのだろう。私の師匠は薬は苦手だったはず。どちらかと言えばレーダーとか、探索とか調査とか、そういう目に関することが得意だった。

　ちなみに私の得意分野は――ない。まだまだ修行中の身ですからして。

「あれ、ひかるちゃん。それどうしたの？」

　千秋ちゃんが指さすのは、私のリュックサック。

「へへーん、今日の戦利品よ」

　いつもは七つ道具のような物が入っているのだが、今はそれに加えてタッパーが大量に入っている。今日と明日と明後日あさつてくらいは保もつだろう。

「どこ行ってたの？　コックさんのおうち？」

『伊藤のダンナの紹介でな。踏まれてきた』

「またワニに？」

『ちげぇよ！』

　千秋ちゃんの頭の上で吠えるガー助。

　そういえば以前も伊藤さんの紹介で行った依頼先で、ワニに食われかかってたっけ。次はどんな動物にどんな目に遭あわされるのだろうか。

「今日はダチョウだったのよ。なーんか知らないけど、暴れちゃって。苦労したんだから」

「ふーん」

　あの苦労を無表情で流す千秋ちゃん。まぁダチョウに踏まれる痛みなんて、誰も想像できないだろうけど。

「あ、でも」

　思い出したように手を叩く千秋ちゃん。

「なんか、今日は動物がヘンだったよ」

「ヘン？」

「野良猫とかカラスとか、妙に騒がしかったよ。歩く練習しながら、うるさいなぁってずっと思ってた」

「……だってさ、ガー助」

『うるせぇな。わかんねーモンは仕方ねーだろ』

　感じていたのはオーギュストだけじゃなかったのだ。

　ウチのガー助だけが感じられないのは、やっぱり本当の動物じゃないからだろうか。制作者としては少し寂しい。それでもバカにするけどね。

　でも――

　動物達は、いったい何に怯えていたんだろう？

　そんじょそこらの猛獣ならば、オーギュストが怯える前に人間に見つかるだろうし。私やガー助の探査でも何も見つけられなかった。地上に怪しい動物などいない。

　そんなに怪しい動物――

「ハーイ、ミナサン、コニチワ！」

　気の抜けるような声に振り返ると、ターバンを巻いた外国人の男の人がいた。何やらスーパーの袋を提さげている。

「あ、ヒッシャムさん！」

『よう、ヒッシャムのダンナ！』

　頭にガー助を乗せたまま、千秋ちゃんがヒッシャムさんにゆっくりと近づく。そんな千秋ちゃんを危なっかしそうに抱き留めるヒッシャムさん。薬を調合してあげているせいか、ここ最近で私達における彼の株が急上昇していた。

　昔は花好きのヘンなエジプト人としか思ってなかったのに。

「どーデスカ千秋サン、足の具合ハ？」

「うん、転ばなくなったよ！」

「オーウ、それはグッドね！　次に来るときは走れるようになってマスヨ！」

　親指を立てて笑うヒッシャムさん。たしかに、こうしてみると錬金術師に見えなくもない。見た目がメチャクチャ怪しいし。まさか動物達は彼に怯えてるんじゃ――いや、いくらなんでもそれはないか。

「ヒッシャムさん。その袋、どうしたんです？」

　彼の袋は、近所のスーパーのものだ。中には様々な食材が。ヒッシャムさんの家はここから車で三時間ほどと聞いていたが……。

「今日はヒッシャムさんに花の育成について色々講義してもらうつもりだったんだよ。だからそのついでに、夕食でもどうかってね」

　ヒッシャムさんの後ろから、同じくスーパーの袋を持ったおじさんが姿を見せた。ヒッシャムさんよりは背が低いが、こっちはモデルのように整った長身だ。短く刈られた頭と口ひげが似合いすぎている。ナイスミドルとは彼のためにある言葉だ。

「お父さん、お帰り！」

　千秋ちゃんが手を振る。

　彼――板いた垣がきさんは男手一つで千秋ちゃんを育ててきた。足が不自由な千秋ちゃんのために、それこそどんなこともしてきた。その結果、私達は板垣さんの意外な一面を知ることになったのだ。

　だけど私にとって、板垣さんの隠された一面などに興味はない。

「ひかるちゃんも、よかったら今晩どうだい？　今日は鍋なべだよ」

「是非!!」

　板垣さんのこの一言があれば、私はもう一生ついて行く。

「ハッハッハ、相変わらず食事の誘いは一秒以内に返事をするねぇ」

　笑った板垣さん。歯がキラリと光っている。

　もうこの人には頭が上がらない。

　まぶしすぎて視線も合わせられないくらいだ。

「オーゥ、鍋デスか！　ひかるサンの食欲には負けられマセンよー！」

「お言葉ですが、この勝負だけは負けるわけにはいきません！」

　目を光らせるヒッシャムさんに、つい絡からんでしまった。

「ワタシもビンボーなんデスよー……」

「だったらどうして花なんか買ってるんですか!?」

「それハ……」

　人差し指をつつき合わせてモジモジしているヒッシャムさん。正直、キモイ。

「植物の研究、オカネ使いマスから……食べ物はジキュージソクデース」

「意外と苦労してるんですねー」

　だからといって私の箸はしのスピードは緩ゆるみはしないが。

「あとここだけの話デスが」

　耳に顔を近づけるヒッシャムさん。

「――古科学の使い手が、マダマダ現れそうなのデース」

「っ!?」

　目を開いてヒッシャムさんを見る。

「ワタシのオトモダチが、古科学の使い手に襲われたそうなのデース」

「それって、ヒッシャムさんが住んでるっていう？」

「ハイ……ワタシの町デス」

　うろ覚えだが、私の師匠も近くに住んでいたっけ。

　何か危険なことがあれば師匠からも連絡が来るだろう。しかし師匠といいヒッシャムさんといい、錬金術師は近くに集まる習性でもあるのだろうか。私も何度か師匠の家にお邪魔したことあるし。

「まぁ、ワタシのトモダチ、みんなストロングですからヘーキです！　それよりも、今はひかるサンです！」

「それって、私が頼りないってことですか……？」

「まだまだデース！　ひかるサンはパゥワーはありマスが、モットモット知識や経験を入れられマース！　ワタシも色々教えたいンデスヨ！」

「はぁ……」

　これでも師匠から免めん許きよ皆かい伝でんはもらってるんだけどな。

　でも、まだまだ足りないモノはいっぱいあるに決まってる。

　ヒッシャムさんからもいっぱい教えてもらって、板垣さんや千秋ちゃんを守れるようにならなきゃ。

「というわけで、ひかるサンはワタシの弟で子しでもありマース！」

「たとえ師匠でも鍋のお肉は譲ゆずりませんよ」

「ノ―――――ッ！」

　頭を抱えて絶叫するヒッシャムさんを残して、私はビルの階段を上った。

　それでも私に錬金術を教えてくれるという、ヒッシャムさんの気持ちはとてもうれしかった。ビンボー仲間というところが、また共感を覚える。
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　今晩の食卓ではヒッシャムさんによる錬金術講座その一が開講された。雑居ビルから道二つ超えたところにある板垣さんの自宅で、鍋をつつきながら物騒な話を聞く私達。

「最近、動物が騒がシイということデスガ……」

　板垣さんも千秋ちゃんも、私達が錬金術師だということは知っている。そうでなければガー助の存在が説明できない。

　だけど錬金術そのものについてはよく知らないので、たまにこうして簡単なことを教えたりしている。

「アレはひょっとして、合キ成メ獣ラではないデスカネェ……」

「キメラ？」

　千秋ちゃんが何かを思い出そうとしている。さもありなん、ゲームなどでよく使われる名前である。

「動物と動物を合成させて、別の動物を作ることよ」

「ソレによって作られたモノは、フツーの動物よりも強く、賢かしこく、勘かんが鋭するどいと聞きマース。サイキョーの動物作ル、ソレ、錬金術師のテーマの一つデシタ」

「なんか気持ち悪いね……」

　千秋ちゃんの頭にはどんな獣が想像されているのだろうか。

「クローンとは違うのかい？」

　板垣さんが真ま面じ目めな顔で質問する。

「チョット似てマース。遺伝子などにも作用する技術デスから。でも、植物なら今でもフツーに研究されてマース。ポマトってご存じデスカー？」

「あ、それわたし知ってる！」

　得意げに千秋ちゃんが手を上げる。

「木にはトマトがなって、根っこにはジャガイモが生えるのよね！」

「ジャストミート！　そのトーリデース！」

　大げさなアクションで千秋ちゃんを指さすヒッシャムさん。

「ワタシもその研究をしてマース。植物のツヨイ部分とツヨイ部分を掛け合わせて、モットツヨイ植物を作ってマース」

「それの動物版ってこと？」

「そのトーリです！」

「じゃあ、ヒッシャムさんも同じことやってるんだ」

　千秋ちゃんの指摘は鋭い。

　ところがヒッシャムさんはムキになって反論する。

「チッガイマース！　ワタシは皆がシアワセに暮らすために、砂さ漠ばくでも生きられる花を作っているのデス！　合成獣は錬金術師のジコマンゾクにしかナリマセン！」

「それに、今じゃ廃すたれちゃった技術だしね」

　ヒッシャムさんの言葉を私が補足する。

「どうして廃れちゃったの？　強い動物作りたい人、多そうだけど」

「獣を合成するのって、ほとんどが強さを求めるためだったのよね」

「ははーん、読めたぞ」

　板垣さんが不敵なスマイルで答えた。

「御ぎよしがたい野生の力より、機械で制御された力の方が使いやすいってことだね。多少力は落ちても確実に命令を実行する現代兵器の方がいいってことか。それに現代兵器には寿じゆ命みようも食事もないから」

「その通り！　板垣さん大正解！」

　賞品といわんばかりに、板垣さんの小皿に肉を取ってあげる私とヒッシャムさん。

　ちなみにこの話をしているときでも、私とヒッシャムさんの箸は水面下で熾し烈れつなバトルを繰り広げていた。この人、いつもニコニコ笑っているくせに箸を持つとかなりデキる。













「だけど、それは錬金術での話だね」

　肉を食べ終えたあと、板垣さんは言う。

「古科学ではあり得る話だ。僕が命令されて古科学用の植物を栽さい培ばいしていたとき、様々な植物との交配もやらされた。段階的に植物と動物を融ゆう合ごうするなんてこともやるつもりだったらしい」

　板垣さんは千秋ちゃんの足を治す方法と引き替えに、古科学の力を使わされていた。変な植物を栽培して、あるとき私に対抗してきたのだ。もちろん今ではすっかり改心しているけど。

　今になって思うと、あれは古科学そのものではなく、古科学に使う触しよく媒ばいか何かを作っていたのだろうか。

「オーゥ……時代遅れデスね」

　バカにしたような口調でつぶやくヒッシャムさん。

「いや、そうとも言い切れない。さっき言っていたヒッシャムさんの話。あれは動物が制御しきれないっていう前提から来るものだろう」

「古科学では、動物を制御できるっていうんですか？」

「僕もそこまでは聞かされていなかった。けど、彼らならやるかもしれない」

「そういえば、鵺ぬえなんて妖よう怪かいいましたね」

　古科学というのは、日本や中国に古くから伝わる学問らしい。アニミズムなどに基づいた土地神信仰を理論化し、体系づけたもの。だとするならば、妖怪変へん化げも古科学で説明づけていたのではなかろうか。

　鵺というのは、頭が猿さるで尻尾が蛇へび、そして体が虎とらという妖怪だ。まさに合成獣である。もしもこれが古科学によって作られたものだとしたら――

「でも、そんなにヘンテコな動物なんて作ったら、すぐに通報されない？」

　また鋭いところをついてくる千秋ちゃん。私とヒッシャムさんとでお肉贈呈。

　その通り、強い力を持つ動物なら、虎やライオンなどの猛獣を使うだろう。そんなのがいたらオーギュストより早く人間が気づく。

　そうでないとしたら――

「動物じゃないのかもね。植物とか」

　板垣さんがうどんの乗っている皿を手に取った。いつのまにか鍋の中がすっかりなくなっていた。その中にドボドボとうどんが入ると、また私とヒッシャムさんの間に火花が散る。それを千秋ちゃんが面白そうに見ている。

「植物はありえまセーン」

　うどんが煮えるのを待ちながらヒッシャムさんが断言する。

「ワタシ、植物のニオイわかりマース。この猪崎市の植物、みんな元気イッパイ。ストレンジな植物、雑草に至るまで存在シマセーン」

　さすがというか、植物に関することだけはヒッシャムさんは自信満々だ。

『だけどよぉ、動物でも植物でもなかったらどーすんだよ？』

　遠くから聞こえるガー助の声。

　モノを食べる必要のないガー助は、板垣さん家ちのソファで両羽を広げながらＤＶＤなんぞを観ている。すっごい偉そうなのだが、楽しい食卓に混ざれないことを考えると許してあげたくなる。

「どーいうことよ？」

『たとえばよぉ、微生物とかロボットとか、俺みたいなヤツとか』

「あ……」

　たまにあるのだ。錬金術を使った犯罪も。

　そのほとんどは、今か昔か、偶然に錬金術で作られた道具を手にしてしまった人が引き起こすモノなのだ。私も何度かその手の事件を解決したことがある。その話はまた今度に。

「ヒッシャムさん、その辺の可能性はどうですか？」

　箸をマイクに見立ててヒッシャムさんに近づけてみる。

「フーム、ナイ話でもナイデース。デスガ……」

　と、ヒッシャムさんが言いかけたとき、

『あ、悪わりィ。今のやっぱナシ』

　ガー助がソファから飛び上がって私の袖をくわえる。

『ひかる、出ろ！』

「ちょっと、何、何よガー助？」

　まだうどん食べてないのに！

『向こうから来やがった！　今、事務所の近くにいるぜ！』

「だから何がよ!?」

『んー……なんだろな、ありゃ。動物か？　いや、植物でもねーし……』

　首をかしげるガー助。

　ようやく探知できたと思ったら、どういうつもりだ。このポンコツレーダー。

　いや、作ったのは私なんだけど。

「ひかるちゃん、これを使いなさい」

　板垣さんが私に差し出したのは、黒いグローブ。

「こないだ君が使っていたのを改良したんだ。威い力りよくの調節がしやすくなっていると思う」

「板垣さん……」

　古科学の使い手が板垣さんにちょっかいをだした理由の一つが、これだろう。海外で暮らしていた頃に覚えた銃工ガンスミスの腕は、千秋ちゃんが生まれて引退した今でも衰おとろえていない。

　そんな板垣さんは、古科学の力に魅みせられて悪の道に進みそうになった償つぐないとして、私の錬金術に協力してくれるようになったのだ。彼の気持ちに応こたえるためにも、私とガー助は錬金術を正しい道のために使わなくては。

「板垣さん、私がこのビルに住み始めた時に言ってくれたこと、まだ覚えてますよ」

「あれ、僕、何か言ったっけ？」

　とぼけているんだか、本当に忘れているんだか、板垣さんは微笑むだけだ。

「ね、ガー助」

『……ん、まぁな』

　私が話題を振ると、そっぽを向いて照れているガー助。

　板垣さんは手を振って見送ってくれた。

「行ってらっしゃい。それから、うどんはまた今度食べようね」

　優しい笑顔で言われると、もう引き下がるしかない。

　あーあ、食べたかったなぁ、うどん……。
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　しかし現場に着いてみれば、うどんなんて言っているヒマはないのであって。

　もう夜の九時を回っており、雑居ビルに残っていたのは天成会の方々のみだったのだが、その彼らが物騒なものを持ち出してビルの周りをうろついているのを見かけたときには、正体不明の敵よりも怖くなった。

「おう、ひかるちゃん！」

　私に気づいた伊藤さんがドスのきいた声を張り上げる。

『伊藤のダンナ！　無事か！』

　頭の上のガー助が心配そうな声を上げるが、

「おう、てめぇに心配されるほどヤワじゃねぇってんだ！　だけどこいつはオメェら向きの事件だな。若い衆が集まって足止めしてるから、なんとかしてやってくれ」

　と、ビルの裏手を親指で指す伊藤さん。

　なるほど、彼らは周辺を警戒していたのか。一般人を寄せつけないために。

『オイひかる、ビビッてんのか？』

「ビビるも何も、まだ敵の正体すら知らないの！」

　懐に忍ばせた武器を確認しながら、ガー助にいつもの悪態。

　板垣さんの家でごはんを食べてくるだけのつもりだったから、本気装備は事務所の中だ。取りに行っている暇なんかないので、普段から携帯している武器でなんとかするしかない。

　さっそく板垣さんにもらったグローブをはめる。

「名づけて……」

『名前なんていいから、行くぞボケ！』

「いたたたっ！」

　今まで様々なツッコミを食らったが、頭をつつかれたのは初めてだった。

「いったいな、もう～」

　生はえ際ぎわあたりをさすりながら、私達はビルの裏手に向かう。

　そこはゴミ捨て場に使われている場所で、繁華街と住宅街のちょうど中間地点にあたる。私達のビルのほかにも、ラーメン屋や飲み屋のゴミが散乱しており、空調の排気口もあるので常に生臭いニオイがする。

　その上、一方通行なんだけど大した近道にもならない。

　だから人通りがとても少ない。

　人に隠れて何かをするには最適なのだ。

　動物も車も来ないその路地で、繁華街から漏れる光に照らされているのは――たしかに説明しづらい何かだった。

「ガー助。あんたの言ってること、なんとなくわかった……」

『だろ？　こりゃ説明できねっつの』

　これが古科学の力か。

　初めて目の当たりにするが――

　なんだろう、これは。なんと呼べばいいのか。

　大きさは二メートル以上。デカイ。踏まれたら死にそう。

　あと、首が長い。恐竜のような……そう、爬は虫ちゆう類るいのような頭。それで四本の足で立っているのはいいのだが、爪つめが異様な長さ。これは動物を捕ほ捉そくするためだろうか。

　そして一番気になるのが、色。

　爬虫類だか両生類だか、ぬめりとした光こう沢たくがあるのはいいが、なんだか向こう側が透すけて見える。しかし透明というには汚すぎる。下水で汚れた透明とでも言えばいいのか。

　下水――

「そういうこと、か」

　なんで地下まで探さなかったのか。自分の無能ぶりにあきれてしまう。

『イヤー、失敗したぜー。まさか地下とは思わなかった』

「こういうとこで似るのよね、アンタと私の思考回路……」

　すごーくイヤだった。

「あ、ひかるちゃ～ん！　やっほー！」

　現場でコレの足止めをしてくれたのだろう、天成会の若者が手を振った。この子は私と同い年なのにこの道に入っている。欠けた歯を見せながら笑っている彼は、ほかの人達同様、地べたに這はいつくばっていた。

「みんな、ごめんね！　その子、私に用があるみたい」

　倒れた組員に謝あやまりながら、さらに一歩踏み出す。

「よし、ひかるちゃんが来たぞ！　撤てつ収しゆうだ！」

「ウス！」

　組員達は各自でなんとか立ち上がり、私に全部任せてさっさと逃げてしまう。誰も死んでいないので一安心だ。しかし、私は用心棒か何かか。実際に用心棒のような仕事も受けたことがあるけどね。

　そうして、狭い路地に私とガー助と何かが残る。

「あんた、喋しやべれる？」

　私は巨大な生物を指さした。

　しかし返事はない。

　うつろな目でこちらを睨にらんでいるだけ。なんて呼んだらいいのかわからないので、名前くらいは知りたかったんだけど。

「今日はダチョウに踏まれたり、動物に縁がある日ね。ねぇ、これって超過勤務かな」

『給料もらってるわけじゃねーだろ』

「だったら誰に請求するのよー！」

『そりゃ、コイツを使し役えきしてるヤツだろ』

　そっか。この子の親玉も近くにいるんだ。

　だったら思いっきり慰謝料ふんだくってやる。

　食べ物の恨みは怖いのだ。

『ひかる、殺しちまっていいのか!?』

　私の頭からガー助が飛び立ち、私を守るように超低空で旋せん回かいし始める。

「ダメ！　捕まえて！」

『オーギュストより厳しそうだな……！』

　私もグローブをはめ直す。

　手首のあたりについているスイッチをオンにすると、軽く振動が来た。正常に作動しているようだ。

　…………。

　謎の巨大生物はじっとこちらを見ている。

　だけど口から涎よだれが出ており、爪も地面に食いこんでいる。どう見てもこちらに好意を持っているようには見えない。

　と、いきなり巨大生物の口から何かが吐き出された。

「わっ！」

『うおっ！』

　咄とつ嗟さに上着を脱いでそれを防ぐ。何かドロッとしたものがついた。

「わー、気持ち悪い……」

　粘ねん液えきのようなモノだ。酸ではないみたい。だけど上着がドロドロで、クリーニングに出しても着られそうにない。たぶん、動きを封じる類たぐいの液体だ。

　そしてガー助は、粘液を避けると同時に巨大生物に肉薄していた。

『オメーが何モンだか知らねーが、ちっとおとなしくしてな！』

　ガー助の口が開かれ、体全体が白く光った。

　口から吐き出された光線は「見えざる水銀」という錬金術の秘宝だ。ありとあらゆる形に変化し、ガー助の武器になってくれる。

　だけど――

『うおおおっ！』

　白い光線は巨大生物の体で反射して、ガー助にそのままそっくり返っていった。

　ビックリしながらも体をよじって自分の光線を避けるガー助。きりもみ状に回転しながら、上空まで避難する。

「ガー助！」

『なんだありゃ！　いきなり非常識なヤローだな！』

　光線を吐く鳥が何を言うかと思ったが、今はそれどころではない。

　ただ透き通ってるだけじゃないのか、あの爬虫類。全身が鏡みたいだ。

「なら……！」

　私も巨大生物に近づき、拳でボディを思いっきりぶん殴る。

　じん、と手の奥が痺れる感覚。

　――――ッッ!!

　声にならない悲鳴を上げて、巨大生物の首が持ち上がった。

　この特製グローブ、対象の「やる気」を殺そぐという意味ではスタンガンに近いが、こっちはもっと直接的だ。相手の脳神経に直接作用して、「攻撃衝動」にダメージを与えるように作ってある。

　名付けて――

『ひかる、油断すんじゃねぇ！』

「っと！」

　巨大生物の首が伸びて、私をなぎ倒そうとする。ガー助が光線で牽けん制せいしてくれている間に、引けた腰で慌てて逃げる。やっぱり大して効果がなかったか。人間の脳に合わせて作ってあるし。

　しかし、首まで伸びるとは。まるで亀かめだ。

　そして私もガー助も初撃を与えて――

「ガー助、なんとかできそう？」

『……わかんね』

　対処方法が全まったく思いつかなかった。

　あの変な生き物、どうみても最強を夢見た誰かが作り出した、異い形ぎようの者だ。突然変異なんかで生まれたわけじゃない。

　それがわざわざ私達の住むビルまでやってきたのだ。狙いは私かガー助に決まっている。

　となると、結論は一つ。

『見つけたぜ！』

　私が命令するより早く、ガー助の光線が地面に当たる。

　ポン、と間抜けな音を立てながらマンホールのフタが舞い上がった。そこへガー助の二撃目が打ちこまれる。

「ぎゃあああっ！」

　マンホールの中から男の声が聞こえた。

　さらにガー助が三発目を食らわせようとしたとき、ものすごい勢いでマンホールから誰かが出てきた。

「くそっ！」

　四つん這いの姿勢でマンホールから逃げ出しているのは、背広姿の男だった。不ふ惑わくにはまだ早い、三十代後半といった面持ち。オールバックの髪の毛にタレ目のイヤらしそうな顔。マンホールの中にいたのだ、通りすがりではないだろう。

「あんた！　この変な生き物の飼い主ね！」

　私が指を突きつけると、男は足を止めてこちらに向き直った。

　ただし私とガー助、どちらからも巨大生物の陰に隠れるように立ち位置に気をつけている。私の質問には答えるまでもなさそうだ。

「は、初めまして……錬金術師のお嬢さん」

　オドオドした口調でしゃべる男。

『てめぇが古科学の使い手ってヤツか！』

「そ、そうです……私、古科学者をやっておりまして……」

　なるほど。古科学の使い手だから古科学者。そう呼ぶんだ。

　しかしなんだか頼りなさそうなオジサンである。

『その古科学者が、なんの用だよ!!』

　ガー助が語調を強めると、男はさらにビビッて一歩下がってしまう。なんで襲撃する方が弱気なんだろうか。

「あ、あの……命令でして」

『誰のだよ？』

「いえ、それに答えるわけにはいかないんです……」

『はぁ!?』

「ス、スミマセン……！」

　居住まいを正して丁てい寧ねいに頭を下げる男。

「ですが、その、命令自体はとても簡単でして、ハイ。あなた方の力を確かめてこいというお達しで……そのぅ……」

「確かめる？」

　私の眉が持ち上がる。

「板垣さんを騙したのも、私達を試すため？」

「いえ、それは、私達の目的というか、その、私達に必要なことでして……」

「うん、もう結構」

　なんとなく目的はわかった。

　つまりは後ろにいる真の敵の駒なのだろう。あの巨大生物も、彼も。

　私はグローブのスイッチを切り替える。電流が両手を包んだ。今度こそグローブはスタンガンになる。数万ボルトの電流を直じかに浴あびせてやる。

「ひ、ひぃっ……」

　後じさる男を、私もガー助もじっと睨んでいる。

「私に会うためだけに、天成会の人も巻きこんで……」

『板垣のダンナにちょっかいかけやがって……』

　ガー助が大きく羽ばたく。

　同時に、私も一歩足を出す。

「覚悟は――」

『できてんだろうなコラァ!!』

　ガー助の口から螺ら旋せんを描く光線が二本、放射される。それはまっすぐには飛ばずに、巨大生物を避けるようにして男に誘導されている。

「うああああっ！」

　同時に駆けこんだ私は、男の顔面めがけて拳を繰り出した。































　許さない。

　古こ科か学がく者しやめ。よくもよくも板いた垣がきさん達を弄もてあそんでくれたな。

　繰くり出だした私の拳こぶしは男の顔面にめりこみ、男はフィギュアスケートの選手のように回転しながら宙を舞っていった。そこにガー助すけの光線が命中する。手加減はしているのだろう、男は小さく痙けい攣れんして地面に大の字になった。

「板垣さんの恨うらみッ！」

　倒れた男に追い打ちをかけようと、私は右足を思いっきり振り上げた。

　錬れん金きん術じゆつで強化されたブーツを振り下ろすが――

「わわっ！」

　すんでの所で男が身体からだをねじって避よけた。

　惜おしい。もうちょっとだったのに。

「ちょ、ちょっと、今どこ狙ねらってたんですかっ!?」

　青ざめた顔で立ち上がる男に、私はあえて返事をしない。

　このまま捕とらえてやろうと思ったのだけど、巨大生物が反応した。長い首で私の身体を突き飛ばし、それに反応したガー助の光線を大きな身体で受け止める。

『ちっ！』

　反射された光線を避けるガー助。光線はビルの壁に当たると霧む散さんした。

　やっぱりそうそううまくはいかない。

「や、やってしまえ、彦ひこ左ざ衛え門もん！」

　顔面から脂あぶら汗あせを垂らしながら、男が命令する。

　あの生き物、彦左衛門って名前なんだ。

「ガー助、彦左衛門の注意を引きつけて！」

『てめぇ、俺が死なないと思ってムチャクチャ言いやがるな！』

「か弱い女の子に化ばけ物もの退たい治じさせない！」

　ガー助の返事も待たずに、また男の方へ走る。

　彦左衛門が反応して私の邪じや魔まをしようとするが、ガー助の目が強烈に光った。ストロボのようなものだ。一瞬の光に彦左衛門が苦しんでいるうちに、私はその脇わきをすり抜ける。

「わ、わわわっ！」

　怯おびえながらも、男は懐ふところから武器を取り出した。

　――紙？

　その武器の正体に気づいたのは、私が男に殴りかかった時だった。私の手がその紙に包まれてしまうと、急に手が重くなる。

「うわっ、何これ！」

　石をコーティングされたようだった。手を開こうとしてもビクともしないし、左手で殴なぐってみても紙なので何も変化がない。さながらパーでグーを絡からめ取とられたような感じ。

「彦左衛門！」

　男の声に反応したのか、彦左衛門が動き出す。

「しまった！」

『ひかる！』

　咄とつ嗟さに振り向くと、顔面に何かを吐はきかけられた。

　さっきの粘ねん液えきだ。

　上着は脱ぎ捨てていたので、顔からシャツにベットリとかかった。すごく気持ち悪い。その上、関節がネトネトして動きにくい。

「……あのさ、これ、毒か何か？」

　男に向き直って確かめる。

「い、いえ……死にはしませんが、ベトつくので動きにくくなるかと……」

　丁てい寧ねいに効果を説明してくれる男。

「死なないならいいか……」

　ちょっと安あん堵どしていると、

『よくねぇよ！』

「っ！」

　彦左衛門の手が私に降り下ろされていた。その爪つめは猛獣のように鋭い。粘液は痛くないが、この爪は――

　避けようと思ったけど、ほんとだ、身体が動きにくい。

「くっ！」

　ズボンのベルトをはずし、ムチの要領で彦左衛門の爪に叩たたきつける。

　バチッ、と音がして彦左衛門の短い腕が下がった。

　代わりに私の特製ベルトも消し炭のようになっちゃったけど。今朝の「爆発ロープ」の携帯版である。

『てめぇ、ひかるに何しやがる！』

　ガー助の光線が立て続けに発射されるが、やっぱり彦左衛門のボディに全部跳ね返されてしまう。だけど彦左衛門の注意は完全にガー助に行ってる。私よりも危険だと判断したのだろう。

　その間に、私は親玉を――

「わっ！」

　ベルトをはずしたせいで、ズボンがずり落ちた。さらに、それに足を取られて顔面から転んでしまった。手をズボンにかけていたせいで、受け身も取れなかった。

「いったたた……」

『ボケ！　死ね！　カス！』

「うっさい！」

　なんでこんなに簡単にズボンが落ちるんだ。大親分と板垣さんのところでちゃんと食べてきたのに。そんなに痩やせてきたのだろうか。

　粘液だ。あれのヌルヌルでズボンが落ちたんだ。

「うぅ……」

　だけど、こんな時にポカをするなんて。致ち命めい的てきだ。ズボンが足に絡からまって、うまく動けない。スキどころじゃない。敗北したも同然だ。

　男が何かやってこないか、すぐに視線を上げる。またさっきの紙みたいなので動きを封じられたら、もう終わりだ。

　だけど、彼は攻撃しなかった。

「ひっ……」

　ビルのある繁はん華か街がいとは逆の、住宅街側を見ている。

「何……？」

　そこの電柱の上に、誰だれかが立っていた。

　何者だろう。

　そもそも電柱の上に立つなんて非常識だ。

　ＴＶで見た怪かい盗とう百ひやく色しきならやっていそうだけれど、まさか怪盗がこんな所に来るはずがない。

　だけど、月を背にして立っているその影からは、マントのようにたなびく何かが見える。

「お、おまえは……こんな所まで……！」

　そして私よりもあきらかに動どう揺ようしている男。

　どうみてもあっちの方を恐れている様子。

　と――その影が消失した。

　どこへ行ったのか、左右を見回すがどこにも見えない。

「大丈夫か」

　後ろから声をかけられ、飛び上がった。

　左手のグローブのスイッチを入れ、内蔵されているライトを照らす。

　マントのようなものがなびいていた。

　ライトに照らされているのは、私と同い年くらいの男の人。学生服のようなものを着ているということは、まだ高校生なのか。

「こんなところまで、わ、私を追ってきたのか……！」

　男がうろたえながら学生服の彼を見る。

　どちらも私など眼中にないといった感じだ。会話から察するに、この学生服の子はオッサンと彦左衛門の敵なのだろう。

　と、思ったら、学生服の子が私に手を伸ばしてきた。

「下がっていろ。一般人に危害は加えさせない」

　どうやら私のことを一般人だと思っているようだ。

　と、差し出した彼の手が止まった。

　そして頰ほおを赤らめながらそっぽを向いてしまう。

「あ――」

　今の自分の格好を思い出した。下はズボンが脱げている上、上半身は彦左衛門の粘液でシャツの内側が透すけている。

　ということは――

「どこ見てんのよぉっ!!」













　思わず拳が出た。左手のグローブで学生服の顔面を思いっきり殴ってしまった。彼も本当に動揺していたようで、かなりの使い手っぽい雰ふん囲い気きなのに私のパンチをモロにくらって吹き飛んでいた。

「す、すまん！　これを着ろ！」

　殴られて吹っ飛んだのに、律りち儀ぎに何かを放ほうってくる学生服の彼。それは彼のマントだった。町まち中なかでどうしてマントなんか着ているのかずっと疑問だったのだが、受け取ってわかった。

「これ……軍服？」

　カーキ色のそれは、旧日本軍の制服だった。歴史が苦手だった私でも、このくらい知っている。

「おのれ高たか原はら！　彦左衛門！　やれ！」

　――――ッッッ！

　彦左衛門が足を振り上げて、こちらに向かってきた。ガー助が目を光らせてストロボを焚たくが、光に慣れたのか彦左衛門の動きは止まらない。

「下がれ」

　学生服の男――高原と呼ばれていた――が私を押しのけて前に出た。

　人のこと覗のぞき見みした上に、なんて不ふ遜そんな態度。

「ちょっと、あんたねぇ！」

　抗こう議ぎしてやろうと思ったその時、彦左衛門が口から粘液を吐いてきた。あの粘液で絡め取って、長い爪で切きり裂さこうというのか。

「――悪く思うな」

　学生さんが腰に手をかける。まるで刀を抜くみたいに。だけど腰には何もない。

　と思ったのに、次の瞬間、彼の手には一振りの刀が。手て品じなみたいだ。

　その刀が彦左衛門の粘液を斬きり裂いていた。――まるで弾だん丸がん――いや、滝を斬るみたいに。

　斬られた粘液は、まっぷたつに割れて道路に飛び散る。私にもかかっていない。

　その間にズボンをはき直し、マントのように大きな軍服を羽は織おる。

『おい、ひかる。アイツ……』

　私のそばにガー助が戻ってくる。

「うん、古科学者だ……」

　あんな刀、錬金術で説明できない。古科学者が古科学者を追ってきたのだ。

「た、高原……わ、私を殺しに来たのか！」

「そうだ。おまえらを処分するのも俺の仕事だ」

　背広のオッサンに刀を向け、冷然と言いい放はなつ学生さん。

　粘液を斬られたことで冷静さを欠いたのか、彦左衛門が巨体をふるわせて学生さんに襲いかかってきた。しかし彼は彦左衛門の爪を避けようともせず、そのまま足に刀を突き刺した。

　――ッ!!

　どしん、と地面をふるわせて彦左衛門が倒れる。そっか、光線も打撃も効きかないなら、刃物を使えば良かったんだ。

「彦左衛門！」

　男が慌てながら彦左衛門に駆け寄る。

　もう、私とガー助のことはほったらかしだ。完全に学生さんとの対決にすり替わっている。だったらどうかよそでやってくれと思うのだが。

「おい、おまえ」

　唐突に学生さんに呼ばれた。

「……何よ」

　反射的に軍服で身体を隠してしまう。

「さっきの手袋。おまえも古科学者なのか？」

「違うわよ！　あんな奴らと一緒にしないでよ！」

「ほう……？」

　眉まゆをひそめる学生さん。

「れんきんじゅつし！　あんたらが目の敵かたきにしてる錬金術師よ！　悪い!?」

「錬金術師だと？」

　学生さんの表情が険悪になった。今まで疑問符？だったものが、感嘆符！に変わったくらい急激な変化だった。

　その彼がわずかに動く。

『テメェッ！』

　私の目の前にガー助が現れた。

『ひかるに手ェ出したらただじゃ済まさねぇぞ……！』

　翼つばさをはためかせながら、学生さんと睨にらみ合あう。

「……この町にもいるのか」

『あん？』

「名前はなんと言う？」

『――たいした名前じゃねぇよ』

「ガーゴイルのガー助。ブサイクでしょ？」

　言いにくそうなガー助に代わって私が答えてやる。

「ガーゴイル……こいつが？」

　その名前を聞いた学生さんの表情がまた変わる。

　最初に現れた時は無表情な子だと思ったのに、よくもまぁコロコロと顔が変わるもんだ。ポーカーフェイスがしにくい性格なのだろう。

「おまえ――」

　さらに何か言いかけた学生さんだったが、

『うおおっ！』

　ガー助が私の顔面に体当たりしてきた。その勢いで吹き飛ばされ、ビルの壁面に叩きつけられる。

　怒ど鳴なりつけてやろうと口を開くと、さっきまで私が立っていた場所を彦左衛門の巨体がぬるりと通り過ぎていった。身体と地面がこすれるとニュルニュルと音がして、非常に気持ち悪い。

　そしてそんな彦左衛門を追いかけるように、背広の男が。

「待ちなさい！」

　咄嗟に羽織っていたマントを投げつけると、見事に男の顔面にかかった。するとマントが収縮し、男の鼻と口をふさいだ。マスクを被かぶっているようにも見える。

「モ、モガガ……！」

　もがきながら足をすべらせて倒れる男を無視し、彦左衛門はビルの隙すき間まから繁華街の方向へ逃げようとする。

「まずいな。人ひと目めに触れると……」

　学生さんも私と同意見のようだ。

「ガー助！」

『おうよ！』

　顔面にタックルしたことはひとまず置いといて、ガー助に彦左衛門を追わせる。私と学生さんもそれを追って走るが、彦左衛門は早かった。というかあのトカゲとスライムの中間みたいな姿でまともに歩けることが意外だった。

「う、おおおっ！　なんじゃこりゃっ！」

　繁華街の方から天てん成せい会かいの方々の悲ひ鳴めいが聞こえる。

　同時に、パーンという破は裂れつ音おんが。

　誰か撃ったな。警察にバレたらどうするつもりだ。

「……ピストルか？　なんで……」

　首をかしげる学生さん。

「今は気にしない！　それより彦左衛門！」

「あ、ああ……」

　強ごう引いんに話をはぐらかしつつビルの前面に戻ると、繁華街から漏もれる光が強くなり、周囲が一気に明るくなった。

　そこでは天成会の人達がチャカを構えて彦左衛門を取り囲んでいた。天成会の人達だけじゃない。近くに住んでいるビルの住民達が、騒ぎを聞きつけて集まってきている。それ以外の人は、奇跡的にいなかった。

　だけど、そこでは恐ろしい現実が待っていた。

「あいつ――！」

　彦左衛門がヌルリと身体を動かして、マンホールのフタを開けている。あそこに逃げこもうというのか。

　その彦左衛門の前足が、あるものを摑つかんでいた。

「ひかるちゃん！」

　小さな女の子――千ち秋あきちゃんだった。

　どうして千秋ちゃんが。

　その姿を確認する間もなく、周囲が光った。ガー助がストロボを撃ちつつ、口から炎ほのおを吐はいて彦左衛門の身体を焼こうとする。

「くそっ！」

　学生さんも刀を抜いて彦左衛門に斬りかかるが、身体の一部を削けずり取とっただけで、たいしたダメージを与えられているように見えない。

　そうして虎を二回りも大きくしたような彦左衛門の身体が、スライム状になってマンホールに吸いこまれていく。

「ひかるちゃ――」

　千秋ちゃんの身体も一緒に、マンホールに吸いこまれる。完全にスライム状の身体に取りこまれた形だ。

「ガー助！」

　呼んだときには、もうガー助の姿もなかった。彦左衛門達を追ってマンホールに飛びこんでいた。

　ガン！　と大きな音がする。

　マンホールの中で何かがぶつかった音だ。

　それっきり、周囲が静かになった。

「頼んだわよ……千秋ちゃんに何かあったら、焼き鳥にしてやる！」

　気がつけば痛いほどに拳を握にぎっていた。

　ビルの方を振り向く。幸さいわい、建物には傷一つなかった。

　きっと千秋ちゃんはフラワーイタガキのお店が気になったのだろう。板垣さんがマンホールを懐中電灯で照らしている。天成会の人達がロープなどを持って地下に潜もぐろうか相談している。

「ちょっと誰か。裏手にオッサンがいるから、捕つかまえてきてくれる？」

「へい、姐ねえさん！」

　天成会の人に頼むと、若い衆が五人ほど走っていった。別に私は姐さんじゃないんだが。

　周囲を見回すと、人が増え始めていた。赤いテールランプが見え隠れしている。騒ぎを聞きつけた警察が今頃やってきたのだ。

「またアンタらか！　いったいどういうつもりだ！」

　数台のパトカーがビルの前に停とまると、担当の刑事さんが伊い藤とうさんを捕まえている。が、伊藤さんはいつものように薄ら笑いを浮かべてごまかしている。

　よく見れば、警察じゃない一般の方々もそれほど驚いているように見えない。むしろ見せ物を見ているような雰囲気。

　――ひょっとして私達、慣れるほど問題起こしているのかな？

「おい、錬金術師」

　肩を叩かれて振り返ると、さっきの学生さんだった。いつ回収したのだろうか、肩に軍服をかけている。

「すまない。一般人を巻きこむつもりはなかったんだ」

　真しん摯しな目で謝られると、こっちも責めにくい。

　というか、彼は悪人ではないように見える。古科学者だと名乗ったくせに。

「……高原くんだっけ？」

「高原喜き一いち郎ろうという。古科学者だ」

　帽子のつばに手をかけながら、軽くお辞じ儀ぎをする。

　高原という名前、どこかで聞いた気もするが……。

　とりあえず、私も彼にならって自己紹介。

「東ひがし宮みやひかる。錬金術師よ」

「東宮……？」

　彼も私の名みよう字じに眉をひそめる。

　事情は知らないが、お互い因いん縁ねんのある家のようだ。

「まあいい。それよりあんたは追いかけなくていいのか？　あの少女を」

「準備したら追いかけるわよ。それにガー助もいるから安心」

　すると高原喜一郎と名乗った学生さんは、鼻で笑うかのように、

「よっぽど信頼してるんだな、あのポンコツを」

「ポンコツ……？」

　初対面で言われる言葉じゃないだろう。

　ムッときて、言い返す。

「少なくともあんたみたいなエロ軍人よりは頼りになるわよ」

「エっ……おまえなぁ！」

「あんたみたいな古科学者にガー助の何がわかるのよ？」

　軍帽をデコピンで弾はじくと、喜一郎くんも一歩下がって私を睨む。

「俺はっ、本当のガーゴイルを知っている……！」

　彼としては、それは大きなアドバンテージのつもりなのだろう。

「だから何よ？」

「なんだと？」

「オリジナルのガーゴイルがどうだか知らないけど、あのガー助は私が作った、私だけのガーゴイルよ。本物とか偽にせ物ものとか言うのやめて」

　指を突きつけて言い返す。

「ガーゴイルって別に世界に一つしかないワケじゃないでしょ？　あんたが知ってるガーゴイルと、鳥屋のガーゴイルは別物なの。本物とか偽物とかないの」

「……それもそうだな。ガーゴイルとは元々、雨あま水みずを溜ためる樋といのことだからな」

　納得したのかしていないのか、微妙な表情の喜一郎くん。

「ところで、鳥屋とは？」

「うちの屋号よ。業務内容は人助け。ま、人じゃないのも助けるけどね」

　腕を組んで、私は端たん的てきに説明した。

「それで？　千秋ちゃんを助けるの、手伝ってくれるの？」

「手伝うつもりはない。これは俺の事件だ。俺一人で解決する」

「あっそ。んじゃ邪魔させてもらうわよ」

「勝手にしろ」

　吐き捨てるように言うと、喜一郎くんは彦左衛門が入っていったマンホールとは別の方向へ歩き出してしまった。別のマンホールから入るつもりなのか、それとも何か準備を整ととのえてから来るのか。

　準備といえば、私もいろいろ支し度たくしなきゃ。

「…………」

　ふと気づいて、周りを見る。

　みんな意い図と的てきに私の方を向かないようにしていた。

「そういえば、マント投げつけちゃったんだっけ……」

　自分の格好を再確認。

　とりあえずシャワーを浴あびて着替えてこよう。話はそれからだ。

「そのあとは……」

　さっきの裏路地から、天成会の人達が背広のオッサンを連行しているところが見えた。こいつが彦左衛門をけしかけなければ、今頃は板垣さん家ちでうどんを食べていたのだ。

「拷ごう問もんタイムね」

　ちょうど拷問に適した人と目が合ったので、私は大声で彼の名を呼んだ。
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　自由に姿を変え、温度も輝き度ども思いのまま。現代錬金術の基き礎そにして、これが使えるかどうかで錬金術師としての資質がわかると言われる材質、見えざる水銀。

　見えざる水銀の力を制せい御ぎよできるようになった錬金術師は、触れざる硫黄というものに行き当たる。そして大抵の人間はそれの正体もわからずに挫ざ折せつする。

　触ふれざる硫い黄おうは物質としてよりも、概がい念ねんとしての意味合いが強い。物体を固定しようとする力、集合を外へ広げようとする力。速度や重力やベクトルなど、位置情報に関与する力が触れざる硫黄と呼ばれている。

　自動車にたとえるならば、見えざる水銀はボディ。触れざる硫黄は運転手。

　しかしどんなに優すぐれた車でも、燃料がないと動かない。人体にたとえるならば心しん臓ぞうを動かす動力、電化製品にたとえるならば電力、もっと簡単に言えば命そのもの。

　その錬金術の秘宝は、魂の塩と呼ばれる。

　それがなければ、どんなに優れた道具も自立稼か働どうできないのである。

「別に自立稼働しなくてもいいんじゃないのかい？」

「ダメッ！　自分で動かなきゃダメなの！」

　肩を叩く師し匠しようにガンを飛ばす私。

　声に反応したのか、一部の機械が青白い光を放った。

　薄暗い室内に所せましと置かれた機械。その中央に、仰ぎよう々ぎようしい台座。地下なので、壁かべに窓はない。

「心配して来たっていうのに、その言いぐさはないだろう」

　肩かたをすくめる師匠。眼鏡の優やさ男おとこといった外見だが、これでも会社の社長だ。それでいて文武両道、錬金術もできるというスーパーマン。それなのにどういうわけか三枚目になってしまう。ボケよりもツッコミが似合う性格のせいだろう。

「兄さんも心配してたぞ。もう何日、ここに籠こもってるんだ？」

「……一週間」

「高校は？」

「いいの、出席日数は足りてるし――ゴホッ」

　中学の終わりくらいから、師匠の家の地下室を借りて錬金術の研究を進めてきた。我われながらお馬鹿な青春だと思うが、一番のめりこめるモノがこれだったのだから仕方ない。師匠も師匠で私が高校二年の中頃から別荘へ引っ越しちゃったので、実質この地下室は私専用となっている。ちなみに母おも屋やはほとんど無人。たまにハウスキーパーの人が来るくらいだ。

　そんな廃はい墟きよ同然の師匠の家で、私は最後の仕上げに取りかかっている。

　――のだけれど、その最後の仕上げに二ヶ月もかかるとはどういうことだ。

　素体は完全に作り上げた。金とミスリル（これも師匠の家にあった）を使った駆く動どう系けいは完かん璧ぺきだし、それを動かすに十分すぎるほどの見えざる水銀と触れざる硫黄を使った。それなのに起動しないのである。

　この鳥が。

　台座に恭うやうやしく乗せられた王様のようにも見える。何本ものチューブに接続されて、実験台の上に立たされている、黒い鳥の自動人形オートマタ。

「あとちょっとなのに、なんで今頃そんな話するのよ……」

　師匠が恨めしい。

　今までずっと魂の塩とやらの概がい念ねんを話してくれなかった。見えざる水銀と触れざる硫黄があればオーケーみたいなことを言っていたのに。

「こればっかりは、僕も見つけられなかったからね。君ならなんとかできると思ったんだが……」

「できるわけないでしょ、知らないのに！　ゴホッ、ゴホッ」

　久しぶりに大きな声を出したせいか、喉のどの奥が痛む。

　そんな私を見て苦笑しながら、師匠は肩をすくめて黒い鳥に触れた。

「正直、ここまでやるとは思わなかったよ。初めて兄さんの家から飛び出してきたときは、君の退たい屈くつしのぎ程度にはなると思ってたんだけどね。ホント計算外だったよ。まさかここまで覚おぼえちゃうなんて」

「好きこそものの上手なれってね」

「いや、それは違う」

　眼鏡を指でなおしながら、師匠が真ま面じ目めくさって語り始める。

　こうなると長いんだよなぁ。

「もともとこんなマイナーな学問、本当の物好きじゃないとやらないからね。一般のイメージから神秘の力に魅みせられるミーハーも少なくはないが、本当の錬金術に触れる前にみんな飽あきてしまう。だけどひかるは最後まで飽きないどころか、今や僕も気づかないほどの理論を構築している。本当に――生まれたときから錬金術を学ぶことが運命づけられているような……」

「はいはい、お兄ちゃんの言いたいことはわかったわよ。つまり私がすっごい物好きだってことでしょ？」

「ん、まぁ、簡単に言えばそうだね」

「その天才っぷりに感かん服ぷくしたと」

「いや、僕はもっとすごい天才を知ってるからね……アイツに比べたらひかるはまだまだだよ」

　そのアイツとはどんな錬金術師なのだろうか。

　それに私から見れば、師匠だって十分すぎるほど天才だと思うけど。だって、師匠は魂の塩とやらを見つけて、自分の自動石像を作ったんだし。

「ところでひかる。この鳥が完成したら、君はどうするつもりなんだい？」

　鳥から手を離して、師匠は計器を見始める。

「そうね……正直、よくわかんない」

「わからないのに作ったのか!?」

「というかね、なんでもできるように作ったつもり」

「ほう……？」

「そしたら、私――」

　続きを話そうとして、急に喉の奥がつっかえた。

「…………」

　――あれ？

「どうしたんだ、ひかる？」

　なんだろう、喉の奥が痺しびれて動かない。

　喉だけじゃない。

「ウッ……！」

　胸の奥がじーんとする。

　地下室にずっと籠もっていたからだろうか。身体からだの調子が――

「ひかる？」

　異変に気づいた師匠が、私の元に近寄る。

「……！」

　声すら出せなくなって、同時に頭の奥が真っ白になる。

　倒れたときに痛みで意識を取り戻し、そしてもう一度意識を失った。

「ひかる！」

　後に師匠から教えてもらったのだが、私は水銀中毒になっていたそうだ。それも水銀の何倍も毒性の強い、見えざる水銀中毒に。見えざる水銀とは人体には無害ということも知られていたのだが、熱や毒に形を変えて直接人体に入りこめば話は別だ。

　つまり私は、それだけ見えざる水銀に触れ続けたということ。

　まともに研究していれば決してならないはずのその病気は、寝食も忘れて魂の塩を探し続けた私にふさわしい――

　死亡理由だったと言えよう。
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「ひかるちゃん、起きてるか？」

　野太い声に起こされ、事務所のソファから身体を起こす。

　死んだときの夢なんて、見るもんじゃない。オーギュストに踏ふまれたせいか、また死に近づいているのだろうか。

「村むら上かみさん……どうでした？」

　白いジャケットにワインレッドのシャツを着た、角刈りのおじさんが仏ぶつ頂ちよう面づらで立っている。彼もやっぱり天成会の方だ。

「大たい抵ていのことは吐いたぜ。さすが設楽したらのダンナだ」

「そですか。んじゃ私も聞きに行きます」

　立ち上がると、身体の節ふし々ぶしがメキメキと音を立てた。さっきの戦闘の名残なごりだ。年を取ると一日遅れで痛みが来るそうだけど、それを考えればまだ若い証しよう拠こである。

「無理すんな。まだ寝てていいんだぞ」

「そうも行きませんよ」

　時計を見ると、深夜零れい時じ。

　千秋ちゃんが彦左衛門にさらわれてから一時間とちょっと。

「とりあえず先に教えとく。あの化けモン、人間を食べる趣味はないそうだ」

「よかった……」

　安あん堵どした。少なくとも千秋ちゃんが生きている可能性はグンと上がる。

　それにガー助が一緒だ。信じていいだろう。

「あと、警察の方はテキトーにごまかしておいた。ウチの若い衆が窓の外に火のついたタバコを投げ捨てたら、外に置いてあった灯油のポリタンクに引いん火かしたことにしといた」

「それはありがたいんですが、あの、別に火災は起きてないんじゃ……？」

「あの化け物の体液か何かで、ビルの裏手がビショビショになってたからな」

　その言い訳で警察が納得してくれるのだろうか。まぁ誰かに迷惑をかけたわけじゃないから、おとなしく引き下がったのだろう。

「ぎゃああああああああ!!」

　下の階から、ものすごい絶叫が聞こえた。何か猛獣の鳴き真似でもしてるんじゃないかと思えるくらいに人外の叫びであった。

「野郎、まだ声出せるのか」

「すごい拷問受けてますねー」

　人ごとなので、アッサリ言える。

「ったりめーだ。千秋ちゃんに手ェ出したんだからな」

　普段、感情をあまり出さない村上さんまでが、怒りをあらわにしていた。

「本当なら俺が指の一本でもたたっ切ってやりてぇんだが……」

「設楽さんの方が、もっとすごい苦痛を与えられますもんね」

「そういうこった。このビルの人間を狙ねらったらどうなるか、身体にみっちり叩きこんでやらねーとな」

　私と村上さんは、顔を見合わせて笑った。

　でも、疑問が一つ。

「ねぇ村上さん。もしも千秋ちゃんの代わりに私がさらわれたら、あんな風に怒ってくれます？」

「少なくとも、生せい還かんしたときにウマイもん食わせる用意はするぜ」

　複雑だった。







「あああぁ、おああああああっっ!!」

　雑居ビルの二階は、一面畳たたみ張ばりの道場になっている。ドアを開けたらすぐに靴を脱ぎ、四字熟語が書かれた額がく縁ぶちを眺めつつ、壁かべ際ぎわに並んだ習字の作品に触れないように、適当な場所に座る。

「うあああっ、うあああああ、痛い痛い痛いっっ！　やめ、やめて！」

　壁際には天成会の方々がだらしなく座っており、だけど皆、拷問の凄すごさに口をつぐんでいる。伊藤さんなどのベテランでも、その恐ろしさに言葉が出ないようだ。

「やぁ、ひかるちゃん。起きたんだね」

　その道場の中央にいるのは、道着姿のお兄さん。まだ三十になっていないのではないだろうか。それくらい声も顔も若々しい。

「設楽さん、何かわかりました？」

「うん、それじゃ、もういっぺん喋しやべらせてみようね」

「ちょ、知ってることは、最初に……ぎゃあああああっ！」

　設楽さんに組くみ敷しかれているのは、彦左衛門の上司である男。

「わかっ！　わかっ、りました！　喋ります！　しゃべ、おあああああっ!!」

　畳を何度もタップしているが、設楽さんの指は動かないまま。

　なんでも剣道柔道合氣道華道書道エトセトラ……全部合わせたら三十段は行くそうな。器用貧乏とはこの人のことを指すのかもしれない。しかし一番秀ひいでた才能は「教えること」だったので、こうして道場を開いている。

　曜日と時間で教える項目が変化するので、毎日いろんな人達が二階を訪れる。英会話やピアノなんかも教えているのだそうな。「人間カルチャースクール」と人は呼ぶ。

　そんな設楽さんのクンダリーニヨーガは、一度受けたら忘れられない。身体の悪いところが全部治る代わりに、魂のような何かが抜ける気がするほど痛いのだ。

「うん。君は薬の飲み過ぎだね。色々な悪い箇か所しよを薬でごまかす傾向にあるね。医者の不ふ養よう生じようってヤツだね」

　冷静に分ぶん析せきしながら、男の両足をグッと伸ばす。ただの屈くつ伸しんなのに、どうしてこんなに痛がるのか。それは喰らった人しかわからない。

　それから五分ほど設楽さんの治ち療りようは続き、やがて男は何度も喋ったであろうことを、私のためにもう一度話してくれた。

　貴重な情報なので、いちいちメモをとる。

「名前は、杉すぎ田た……玄げん一いち。ふんふん、職業は医者と。だから薬とかやってるのね」

「ひかるちゃん、そのセリフは誤解を招まねくねぇ」

　設楽さんが穏おだやかに笑う。

「で、あの彦左衛門ってのはなんなの？」

　ペンで杉田を指すと、彼は観念したようにうなだれる。

「……彦左衛門は、わ、私が強化した動物です……古科学の秘法で……」

「何を強化したら、あんなスライムができるの？」

「はぁ……元はミドリガメでして……」

「ミッ……！」

　ミドリガメって、縁日とかで売ってる小さい亀のことじゃなかったっけ。いったいどこをどうすればあんな風に……って、そこをなんとかするのが古科学なのか。彼の言い方からするに、別に合キ成メ獣ラってわけでもなさそうだし。

「んで、なんでわざわざこのビルにまで来たわけ？　最初は板垣さんにちょっかいだして、その次にいきなり夜や襲しゆうなんて予想外もいいところなんだけど」

「そ、それは……」

　口ごもる杉田を見て、私が何か言うよりも早く設楽さんの手が動く。

「ひぃっ！　わ、わかりました！　言います！」

「それでいいよ。怒ってるのはひかるちゃんだけじゃないからね」

　よほどもてなされたのだろう。設楽さんの手が背中に触れるだけで観念してしまう。

「た、頼まれたんです！　錬金術師、東宮ひかるの実力を見てこいって……！」

「誰に頼まれたの？」

「じ、上司です！」

「ふーん、やっぱり古科学にも上下関係みたいなモノなんてあるんだ」

　特に上司の名前とかは興味がない。

　黙っていても喋りそうだし、喋ってもらっても古科学者の名前なんて一人も知らない。

　いや。一人だけいた。

「……あの、高原喜一郎くんっていうのは誰？」

「高原は……我々の、敵です」

「古科学者なのに？」

「まぁ、そこはいろいろありまして……一枚岩というわけではないのです、はい……」

　昨夜の口ぶりからするに、喜一郎くんは暗殺者っぽかった。

　要するに古科学にいくつかの派は閥ばつがあり、それが争っているということか。しかしまた、そんなマイナーな学問同士でケンカしてどうするんだろう。

　まぁその件は後でじっくりと聞くことにしよう。

　それよりも大切なことがある。

「どうして千秋ちゃんをさらったの？」

「そ、それは、私の知らないことでして……ほ、本当です！」

「彦左衛門の独断ってこと？　なんのために？」

「それは私にもわかりません！　あの子、何かほかの人と違うところなどは……？」

「違うところ……？」

　千秋ちゃんは足が不自由だ。

　だけど、足と彦左衛門とどういう関係があるのだろう。

「薬じゃないかな」

　道場の隅に座っていた板垣さん。

　こんな状況でも、彼の目は生きている。自分の娘がさらわれたというのに、まったく悲しい顔をしていない。私とガー助を信じてくれているからだ。

「千秋はホラ、食後にヒッシャムさんの調合した薬を飲んでいたからね。その薬のニオイに惹ひかれたんじゃないかな？」

「そ、そうかもしれません……」

　オドオドしながら肯定する杉田。

「彦左衛門の強化も、基本は薬でやっていましたから……」

「錬れん丹たん術じゆつみたいなものね」

　簡単に言ってしまうと、錬金術で薬を作ることを錬丹術と呼ぶ。古科学にも薬に関する分野があったとしても全まったく不思議じゃない。

「彦左衛門、傷ついてたもんね。薬が欲しかったのかな」

　あのミドリガメの立場になって考えれば、そんなところだろう。

　てことは、待てよ。

　あのエロ軍人が彦左衛門を斬らなければ、もうちょっと穏おん便びんに片づいていたってことじゃないのか？　いや、相手も仕事なんだし、あの謝りっぷりからするにワザとじゃないんだろうけど……。

「ひかるちゃん、もういいかい？」

「ええ。ありがとう設楽さん」

「それじゃ、彼は縛しばって天成会の方々に引き渡すね」

「おうっ！　俺達に任しとけ！」

　ガラの悪い連中が一斉に立ち上がり、ビルに連れこんだ時と同じように杉田を連れて行こうとする。

「今日はライフセービングの特別講習だね。絶対にほどけない縛り方をね……」

「ひ、ひぃぃぃぃっ！」

　設楽さんがロープを取り出して、天成会の方々に教授しているのを尻しり目めに、私は事務所に戻ることにする。すぐに装備を整えて、マンホールに潜るのだ。

　報酬は出ないけど、今日いちばん大事な仕事だ。

「――ぐっ！」

　そうして階段を上っている最中、いきなり胸の奥が痛んだ。

　しかも立っていられないくらいの激痛だ。つい、膝ひざをついてしまった。

「ひかるちゃん!?」

　しかも、間の悪いことに板垣さんに見られた。

「どうした！　大丈夫かい!?」

「へ、平気です……」

　本当は平気じゃない。ものすごく痛い。

　だけどこの痛みは、危険のサインでもある。

「ガー助のやつ、ピンチみたい……」

「なんだって？」

　あのバカ鳥。

　私が行くまで、壊こわれるんじゃないわよ。
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　なんだかすげー侮ぶ辱じよくされつつ、応援された気がする。

『っとおっ！』

　振り下ろされる大きな頭を旋せん回かいして避ける。スライム野郎の頭は下水に叩きつけられ、水みず飛沫しぶきが上がる。

　その水飛沫にかからないよう、這はって逃げる千秋の上に移動する俺。

　すごく動きにくかった。そもそも天井まで二メートルもないチューブ状の下水道で、鳥の俺が自由に動き回れるはずもない。あげくあの彦左衛門とかいうスライム野郎、ベトベトする液まで吐きやがる。完全に向こうの縄張りにハマリこんでしまった。

『くたばれぇっ！』

　両方の翼を広げ、スライム野郎に突進する。俺の両翼に黄色い光がまとわりつくと、俺自身のスピードも上がる。原理は知らないが、翼の鋭さを上げる機能だとひかるが言っていた。

　それに気づいた彦左衛門が、身体を震わせた。

　また水が跳ね、下水道全体が震える。

『ぬんっ！』

　初めて彦左衛門の声を聞いた。なんつーか、シブイおっさんの声だった。

　その叫び声と一緒に、前足が持ち上がった。短いと思っていた前足が、俺の前でいきなり伸びた。スライムなだけに伸縮自在か。そのうち火でも吐くんじゃないか。

『ちっ！』

　避けようとしたが、肩の注し連め縄なわに爪が引っかかった。

　そのまま殴るような動きで前足が振られ、俺は壁に叩きつけられた。

「ガー助！」

　立ち上がろうとする千秋。

　最初から彦左衛門に取りこまれ、なおかつ下水の中を通ってきたので全身ヘドロでびしょ濡れだ。だけどそんなことで千秋は泣いたりしない。あいつは足も不自由だし、服装も派手じゃないのに、肝心なときにはそんじょそこらの男よりも根性が据わってるからな。

　俺はすぐに壁から飛び立ち、叫ぶ。

『千秋！　オメーは座ってろ、邪魔だ！』

「うっ……」

　ムッとした顔で言葉を失う千秋。

　このくらい言っておかねーと、後で何するかわかんねーからな。

　すると、

『ぬし、そこまで悪あし様ざまに少女を貶おとすか』

　重い声がどこから聞こえたのかわからなかった。

　あんにゃろ、水の中に隠れやがったな。ただでさえ暗いのに、透明の身体して泥水の中に入られたら区別がつかねえ。

『少女に迷惑がかからぬように決着をつけたいものぞ』

　やっぱり、喋ってるのは彦左衛門だった。

『だったらテメー、なんで千秋をさらったりしたんだよ！』

『その事については、千秋殿といったか、彼女に謝罪申し上げる』

　水の中から恥ずかしそうな声。

『んだと？』

『某それがし、薬にてこの身体を得ん。その少女の身体から某によく似た匂においを感じた故ゆえ、斬られた身体が勝手に動いたのだ』

　そーいうことか。薬によって強化された動物は、同じ薬をエサか何かだと思っちまったんだな。

　動物としての本能というか、身体が必要なものを反射で捕ほ獲かくしたんだ。

『オイ千秋。この彦左衛門がスイマセンデシタってよ』

「……そうなの？」

『ヒッシャムのダンナに言っとけ。次は違う匂いの薬を作れってな』

「……？？」

　別に伝える義理はないが、言った方が千秋も安心するだろう。

「ねぇ、ガー助」

　彦左衛門の謝罪の言葉を聞いた千秋は、首をかしげて手を上げる。

『なんだよ、今忙しいんだよ！』

　なんだかんだで戦闘中なのだ。水の中のどこにあの野郎が潜ひそんでいるのか探してるのだ。どうやらセンサーにひっかかりにくい特性まで持ってやがる。そりゃ地上からじゃ見つからねーっつの。

「だったら、別に戦う必要ないんじゃないの？」

『あん？』

　何を言っているのだこの娘は。

　目の前にいるのは、にっくき古科学の――

『待てよ。たしかにそうだな』

　このスライムを操っているのは、すでに捕まった人間だ。

　そして千秋に危害を加える気もない。

　ということは、俺が戦う理由もないわけだ。もともと千秋を助け出すために下水道に来たわけだし。

『おい、彦左衛門とかいうの』

『何用だ』

『千秋も言ってたように、俺達戦う必要なさそうだぜ』

『たしかにそうだ。主人の命令は、貴殿の主人の実力を計はかるというもの。その目的は達した。貴殿が某に敵かなわぬ事も含ふくめて、な』

『んだとテメェ……！』

　前言撤てつ回かいだコノヤロウ。

　ブッ壊れるまでやってやろうじゃねーか。

『貴殿が某に勝てぬのは、さながら炎が水に勝てぬが如ごとし。あきらめよ。某にも勝てぬ存在はあるが、貴殿にはそやつを倒せるかもしれぬ』

『ジャンケンみてーなもんだって言いたいのか……』

　悔しいが、こいつの言うことにも一理あるのだ。俺が口から吐く光線は、俺の知る限り熱光線と、それにオプションをつけたものくらいだ。ほかにも武装はあるが、光線が効かないんじゃ勝ち目は薄い。

『だからっつって、コケにされたまま退ひくかよっ！』

　怒りをエネルギーに変え、光線を吐いた。

　光線が水に達すると、辺りが一瞬だけ発光する。

『ぐぉぉぉっ！』

　彦左衛門の顔が水面に出た。俺の真下だ。

　そこへ熱光線をもう一度お見舞いするが、それより早く彦左衛門が口から粘液を吐き、光線を相そう殺さいする。

　最初に撃ったのは電撃光線だ。案の定、てきめんに効きやがった。いい気味だ。

「ガー助！　やめて！」

『うるせぇ！　ここまできてやめられっか！』

　と、叫んでみたはいいものの。

「…………」

　泣きそうな顔の千秋に、思わず我に返る。

『少女を泣かせる者は容よう赦しやせぬぞ』

　水中から彦左衛門の怒った声。

　ちょっと待て。これじゃ俺が悪役じゃねーか。

『ち、千秋。俺が悪かった。一緒に帰ろう、な？』

「…………」

　千秋は俺のことをキッと睨みつける。やべぇ、かなり怒ってる。どうしたら機嫌が直るだろうか……。

「…………あ……！」

　そんな千秋の口が開いた。

　俺の後ろを見て、何か叫ぼうとしているが、言葉になっていないようだ。

『ん？』

　俺の後ろには誰もいないはずだ。俺の体内にあるセンサーは何も反応して――

「ガー助、後ろ！　人が！」

　明らかに見えている目で千秋が俺の背後を指さし、そこで俺はようやく振り向いて背後のそれを確認した。

　一瞬、何かが光ったと思ったら、その光が水中の彦左衛門の身体を斬りつけていた。誰かが何かを投とう擲てきしたのだ。光る刃物――弓矢の類たぐいじゃない、あれは刃物だ。

　それを投擲した人間は、何もない空間からワープしたように出現した。いや、何かを脱ぎ捨てていた。忍者の隠かくれ蓑みのみたいな感じで、俺も彦左衛門も気づかないうちに接近していたのだ。

『こやつ！』

　斬られていない腕で彦左衛門が反撃するが、人間はその腕を跳躍してかわす。下水道の床から天井まで跳び、そして天井を蹴って彦左衛門をまた斬る。人間の姿だが、動きは人間じゃない。

　軍服をマントにした男――

　ひかるにエロいことしようとした、あの軍人だ。

『あいつ――！』

　俺は千秋のそばに飛び、いつでも障壁を展開できるように構える。

　もしもあいつがこの場にいる者を皆殺しにしようとしているのなら、千秋だけでも逃がさなければ。

　しかし――なんで気づかなかったんだ。

　あの隠れ蓑は俺のセンサーにひっかからないのか。もしそうだとするなら、ひかるに新しいセンサーを作ってもらわないとこの先ヤバいぞ。

『ぐああああっ！』

　彦左衛門の悲鳴が聞こえた。

　位置を確認するが、水飛沫が俺から遠ざかっていく。どうもあの軍人ヤローから逃げているようだ。

「彦左衛門！」

　千秋が悲痛な叫びを上げた。

　気持ちはわからないでもない。俺も彦左衛門の応援をしたいくらいだ。

　やがて水飛沫の音すら聞こえなくなった。死んだのか――いや、逃げ切ったようだ。彦左衛門の命の鼓こ動どうが聞こえる。焦って身を潜めるのも忘れてやがる。

『千秋、平気か？』

　とりあえず、千秋の安あん否ぴだ。あの野郎が千秋に何かする前に、逃げ出した方がいいだろう。

「松まつ葉ば杖づえ、置いて来ちゃった……」

　へたりこんだまま、まだ泣きそうな千秋に、俺はなんと声をかければいいのか。こういう時の対処は、俺よりもひかるの方が得意なんだ。

　――さて、どうやって千秋の身体を運ぶか。気合いを入れればなんとか持てるか。

　そんなことを考えていると、

「無事か」

　本当にいきなり、千秋の横に軍人ヤローが出現した。

「きゃあああああっ!!」

　悲鳴を上げ、千秋が俺にしがみついてくる。

『てめぇっ！』

　口を開け、光線を充じゆう嗔てんする。千秋をかばいながらだが、アイツが何かする前に光線を発射すれば――

「待て。なぜ武器を向ける」

　軍人ヤローは両手を見せて困こん惑わくしている。自分の立場がわかっていないのか。

『決まってんだろ！　テメーが古科学者だからだよ！』

「古科学者――！」

　俺を摑つかむ千秋の手に力がこもる。

　そりゃそうだ。古科学者は千秋の親父を利用して、ひかるを狙った卑ひ劣れつな奴らだからな。俺だって許せねぇ。

　なんで彦左衛門を狙うのか――そんなことは俺の知ったこっちゃない。目の前の古科学者は全すべて敵だ。そうに決まっている。

「違う。俺は古科学者だが、おまえ達の敵じゃない」

『んだと……？』

「……少女は無事なようだな」

　そいつは千秋の無事を確認すると、カッコつけて軍服を翻ひるがえし、そのまま下水道の奥に去ろうとする。

『おい、ちょっと待てコラ！』

　何がしたいんだアイツは。

　そうして呼び止めたあの野郎、足を止めると俺の方を見て、

「なんだ、鳥屋のガーゴイル」

　などとよそよそしい名前で俺を呼びやがった。

『んだぁ……？』

「いや、ガーゴイルなんて名乗っておいて、あの程度の敵にも勝てないようじゃな。名前を変えたらどうだ？」

『んだとコラ……ケンカ売りにきたのかよ!?』

　千秋を引きはがし、俺は翼を広げて浮ふ遊ゆうする。

　口にはまだ光線が溜まっている。俺がその気になれば、あんな人間ごとき一瞬で消し炭だ。もちろんあいつはただの人間じゃない。全力で撃っても良心の呵か責しやくなんてない。

「なら、はっきり言ってやろうか――」

　そいつは懐ふところから何かを取り出し、いきなり投げつけてきた。さっきと同じ、光る刃物だった。反射的に旋せん回かいしてかわすが、刃物の射線に千秋がいた。

『千秋！』

　すぐに振り向き、口から光線を吐いて武器を叩き落とす。

　その武器の正体もわからぬまま、一瞬で軍人ヤローが俺に肉薄していた。

『くっ……！』

　距離を取ろうとするが、遅かった。

　浅知恵で高度を上げるが、そんなものあの超人にとっては意味がなかった。床を蹴り、下水道の壁に足をつけて走る。まるで重力を無視しているかのようだった。

「ガー助！」

　気がつけば、軍人ヤローの刀が俺の頭上スレスレで止まっていた。もしもアイツが本気だったなら、きっと俺は真っ二つにされていたんだろう。

　こういう時、人間なら冷や汗を出すんだろうな……。

　そして軍人ヤローは、俺に顔を近づけてこうささやいた。




「おまえは、ガーゴイルの代替品にすらなれない」




　その言葉は、何か経験に裏付けされた自信を感じた。

　きっとこの軍人ヤローは、あっちのガーゴイルを知っているのだ。その上で、俺と比べてやがる。

　クソ、腹が立つ。言い返してやりたい。

『てめぇ……！』

　だがこいつに完全に手玉に取られているのは事実。俺がどうあがいても、いや、俺とひかるがタッグになってもこいつにはかなわないだろう。こっちにはそんな自信しかない。

「だいたい、その感覚器はなんだ？」

『あん？』

　いきなり、変なことを聞いて来るヤツだった。

「まるで人間じゃないか。思考回路や行動の優先順位、それに神経の伝達速度まで、人間のままだ。俺の太た刀ち筋すじすら目で追えていない」

『だったら……なんだってんだよ』

　軍人ヤローは刀をひき、見えない鞘さやにそれを納めた。壁から足を離すと、元通りの重力になって床に着地する。

　一瞬だけ千秋を見て、怯える千秋にばつの悪そうな顔をした。

「中に人が入ってるんじゃないだろうな？」

『一いつ寸すん法ぼう師しかよ……』

「だったら、なぜそんなに鈍にぶい？」

『鈍っ……！』

　今日は散々だ。なんで周りのヤツら全員、俺のことを鈍どん感かん扱いするんだ？

『鈍いがどーした！　鈍くちゃ悪いのかよ！』

「違う。悪いのではなく、おかしいんだ」

　おかしいのはテメーの頭だろうが。

　そう言い返そうとしたが、そいつは妙なことを口走った。

「自動人形の感覚器にしては、鈍すぎるんだ。まともな錬金術師だったら、現代の最高の演算装置ＣＰＵより早い信号伝達が可能なはず。神経回路の見えざる水銀がうまく流れてないんじゃないのか？」

　その口く調ちようは、まるで俺を本気で心配しているかのようだった。

　なんで古科学者が俺のことを気にするんだ。それも、まるで錬金術を知っているかのような口ぶりで。

『オイ、ちょっと待てよ……なんでおまえにそんなこと』

「俺は古科学者だが、錬金術だって少しはかじっている。敵のことも調べておかないといけないだろう？」

　ハッキリと言いやがった。敵と。だが敵にしては親切すぎないか。

「ひょっとして、力を制御しているのか？」

『いや……別に』

　そんな話聞いたこともない。というか、俺は自分の性能をほかと比べたこともなかった。

　俺のような自動人形がほかにいるとも思わなかったし、ひかるの師匠が作った自動石像は特別なモンだとばかり思っていた。

「たとえば、この注連縄が制御装置とか――」

　そいつの手が、俺の肩に伸びる。

『触さわんな！』

　反射的に俺の目と口と翼が光った。いつでも光線を発射できる体勢で、睨にらみつける。

『……それに触んな。これは俺の大切なものだ』

「そうか――すまない」

　こいつが妙に素直に謝ったことも、この時の俺は気づかなかった。

　――鈍いのか、俺は。

　こいつの言葉は、さっきの刃よりも俺の中に刺さっていた。しかもかえしがついているようで、どんなにがんばっても抜けやしねえ。
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　一応仕事用に買った机は、主に文房具ではなく錬金術の道具を並べるスペースになる。商売道具を置くのだから、間違った使い方はしていないと思う。

　板垣さんに改良してもらったグローブをはじめ、伸縮する棒に薬の瓶びんが三つ、銃のようなものから哺ほ乳にゆう瓶に似たものまで。何も知らない人が見れば、劇団の小道具箱のような雰ふん囲い気きだ。

「えーと、あと足りないものは……」

　ひとつひとつ指さし確認。

　それぞれが私の命を救う道具だ。おろそかにはできない。

　心臓はまだ痛む。

　ガー助が彦左衛門にブッ壊される前に助けにいかないと。

　プルルルルルルル……。

　珍しいことに、電話が鳴った。しかも今は深夜一時。

「はい、鳥屋です」

　電話に出ると、よく知ってる師匠の声がした。

『ひかるかい？　僕だ』

「あれ、お兄ちゃん。どうしたのこんな時間に？」

『いや……ヒッシャムさんから電話があって、君のことを聞いたんだ』

「ヒッシャムさんから？」

　そういえば、近くに住んでいるという話だっけ。

「お兄ちゃん、ヒッシャムさんとどういう関係なの？」

『なんなんだその聞き方は……？　別に変な関係じゃないよ。ただの錬金術仲間だ』

「それもあまり健全じゃない仲よねぇ……」

　同じ錬金術師の私が言えた義理じゃないけれど。

『そんなことはどうでもいい。ひかる、無事なのか？』

「うん、私は無事。でもガー助がちょっとね」

『ガー助？』

「ガーゴイルのガー助。ようやく名前つけたんだよ」

『ガーゴイルだって!?』

　師匠まで変な反応をする。あの喜一郎って子みたいに。

「別にどんな名前だっていいでしょ。有名人だか有名像だか知らないけど、強かったりカッコイイものにあやかって名付けるのって、誰でもやるでしょ？」

『い、いや、たしかにそうだが……そうか、ガーゴイルか……それで、そのガー助くんはどうしたんだ？　なんだか大変ってことしか聞いていないんだが』

「うん、今ちょっとミドリガメと追いかけっこしてる。私もこれから混ざるつもり」

『は？』

　たしかに今のじゃ伝わらなかっただろう。

「使い魔みたいなものよ。ガー助だけじゃ厳きびしそうだから、私もすぐに応援に行かなきゃ」

『ちょ、ちょっと待てひかる！　使い魔って――』

　電話を切られると思ったのか、師匠はまくし立てるように私に言った。

『忘れるなよ。君はとても不安定な身体なんだ。君の命はジグソーパズルのようにバラバラで、しかもガー助くんと違って生身の人間だ。くれぐれも無茶だけはするんじゃないよ。いいね？』

　いつもの説教だった。

　だけど今日は何度も死ぬ目に遭あってきたし、これからまた死地に行こうとしている。そんな私にとって、命という言葉を思い出させてくれる説教でもあった。

「はいはい。死ななきゃいいんでしょ」

『簡単に言わないでくれ。あのね、僕が兄さん――ひかるの父さんに隠し事をするのは、これが初めてなんだ。それも大事な一人娘のことを』

「別に大事になんてされなかったわよ」

『はぁ……まだ仲が悪いのか』

「鳥屋始めてから、一度も連絡取ってないし。いいのよ、お兄ちゃんも知ってるでしょ？　ウチの両親はそーいうところドライだから。お兄ちゃんと違って」

　師匠が私のことを心配してくれているのはわかる。だけど私だって自分の命を軽かろんじているわけではない。誰だって死にたくはない。まだ家賃も払ってないのに死ねないし。

　それに師匠には悪いが、私は鳥屋としての仕事ができるなら、命なんて惜おしくない。プライドと言えばそれまでだが、そのプライドをも捨ててまで得たいものが、今の私達の仕事にあるのだ。

「じゃ、そろそろ切るね」

『あ、最後にひかる』

「何？」

『ちゃんと食べてるかい？　一人暮らしだから栄養が偏かたよらないといいんだけど』

「も、もちろんよ！　ちゃんと食べてるわよ！　オホホホホホホ！」

　まさか偏るほどの栄養も摂せつ取しゆできないとは、口が裂さけても言えない。バレたら私の身体を心配した師匠が飛んできて、私を実家に連れ帰るだろうから。

『それじゃ、またお茶送るから』

「う、うん。ありがとね、お兄ちゃん」

　テキトーにごまかしつつ、通話を切った。

　たぶん電話の向こうでは苦笑してため息をついている師匠がいるはず。お茶じゃあんまりお腹膨なかふくらまないんだけどなぁ……。

　近い将来届くであろう美味を想像して、腹より先に胸を膨らませていると、胸の痛みが止まっていることに気づいた。
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　そもそも俺が作られた時から、何か怪あやしいとは思ってた。どうして鳥形なのかはひかるに聞いたが、身体の中の細かい説明はそんなにしてもらえなかった。俺も俺で、不自由なく動くから気にしなかった。

「おまえ、よくそれで疑問に思わなかったな……」

　高原喜一郎と名乗った古科学者が、俺を見てため息をついた。バカにされているのは明白だが、怒る気はない。なんだか――そう、本気で俺を心配している感じだからだ。

　メチャクチャ腹は立つが、こいつの話を聞いてみたい俺もいる。彦左衛門を斬ったことといい、古科学者にもいろんなヤツがいる。

「古科学者……お父さんを……」

　俺の後ろで、千秋が喜一郎を睨みつけていた。そう、板垣のダンナは千秋のために古科学に手を染めようとしたのだ。

『千秋、落ち着け。こいつは古科学者だが、オメーにゃまだ何もしてねぇ』

「……うん」

　言葉では落ち着いているが、千秋の気持ちはわかる。自分の父親が、自分のために悪の道に進みそうになったなら、そりゃ普通じゃいられねぇ。

　そんな千秋の視線に気づいていないのか、喜一郎は話を続ける。

「生まれた時から、ずっとこんな感じなのか？　何か、力が制御されているという気分もないのか？」

『ねぇよ。ずっとこうだよ』

「おかしいな……そんなはずはないんだが……」

　真剣に考えこむ喜一郎を見て、俺も思い出す。

　よくよく考えてみれば、本気で古科学者と戦ったのはこれが初めてじゃないのか。今までひかると一緒にたくさんの事件を解決してきたが、犯人はあくまで一般人だ。常識はずれの敵と戦ったことはない。

　なんてこった。俺は今まで弱いモノいじめをして、強いと思いこんでいたのか。

　自分と同等の相手だと、こんなにも弱かったのか。

『なぁ、オメー、ダチョウと一対一で遭そう遇ぐうしたらどうする？』

　今日の失しつ態たいを思い出して、聞いてみる。

「ダチョウ？　そんな馬鹿なことあるのか？」

　あったんだよコンチクショウ。

「そうだな……まぁ、ダチョウ一匹くらいならなんとかなるかもしれないな。手こずるとは思うが。動物は侮あなどると怖こわいからな。俺もよく狩りをするときにひどい目に遭った」

『狩りって……おまえ』

「昔は海外で自活していた。野生の動物を捕って食べることもあった」

　古科学者ってそんなにビンボーなのか。ひかるといい勝負じゃねーか。

　しかし、やっぱりコイツの手にかかればダチョウくらいお手の物か。俺はひかると一緒で死にものぐるいでようやく捕獲できたっていうのに。

『はぁ～あ……』

　ため息が出た。自動人形なのに。なんで機械の身体のくせにこんなに悲しいんだ。機械の身体なら涙も出ないっつったのはどこのどいつだ。俺は今にも泣きそうだ。

「わたし、別にガー助が弱いなんて思ってないよ！」

　下水道に大きな声がキーンと響いた。

　そんなことを言うのは、千秋しかいない。

「ガー助、すごいんだよ。火事になってもビューッて飛んでいって、中で人助けしたりしたし、川の中に落ちた指輪とかも拾えるんだよ!?」

　泣きそうな顔の千秋を見ていると、ふと、思い出す。

　仕事の話をするひかるのことだ。

　そういえば――そうだった。




　俺は別に弱くたっていいんだ。




『千秋、もういいから』

「それにガー助の光線は、燃やすだけじゃなくて、凍こおらせたりすることもできるし、それに――」

「そうだな」

　どういうつもりか、千秋の言うことを肯こう定ていする喜一郎。

「ガー助。問題はおまえの存在意義だ」

『あん……？』

「おまえがなんのために生まれたのか。それがわからなければ話にならない。オリジナルのガーゴイルは、門番型自動石像だ。泥どろ棒ぼうから家庭を守るために造られた。だから守ることにかけては世界一と言われている」

　それはヒッシャムの旦だん那なからも聞いた。なんでも核兵器でも傷つかないほど固いらしい。俺はたぶん、ライフルの弾丸くらいまでしか跳はね返かえせないだろう。

「ほかにも、拠点制圧用の突撃力に特化した自動人形なんてのもいる。全部、錬金術で作られたモノだ」

『なんで錬金術ばっか……古科学にはそういうモンはねーのかよ』

「ない。古科学はあくまで道具だ。それを使用する人間の強さが、すなわち古科学者の強さだ。自分が弱いのを刀のせいにする武士はいないだろう？」

『そーかよ』

「だから……千秋といったか」

　話を振られて戸と惑まどう千秋に、喜一郎は努めて優しい声で言った。

「古科学者がおまえの父を誑たぶらかしたことは、同じ古科学者として謝る。だが、それは俺達とは違う、古科学を悪いことに使う邪じや道どうの輩やからがやったことだ。古科学者の全てがこうだとは思って欲しくない」

　千秋は喜一郎の言葉を聞いた後、口をへの字に曲げて、さらに目を細めて睨む。

「何よ……だったら、なんでガー助や彦左衛門をいじめるのよ！」

「いや、それは、この鳥やあの生き物が襲ってくるから……」

「彦左衛門はあなたに何もしてないじゃない！　ただ主人の命令で動いてたって言ってたよ！　わたしをさらったことも謝ってくれた！」

「そうなのか……？」

　質問というより、救いを求める目で俺を見る喜一郎。

　俺が肯定すると、さらに喜一郎は戸惑う。

「だがこれは俺の仕事なんだ。彦左衛門といったか、あの生き物も、古科学の邪道で作られた――」

「邪道でもなんでも、彦左衛門はいじめないで！　あとガー助も！」

「む……」

　なんで俺はモノのついでみたいに言われるんだ。そして喜一郎も言いくるめられるなよ。

　しばらく重苦しい沈黙が下水道に流れた。水が滴したたる音がよく響く。

　そして、喜一郎は俺達に背を向けた。いたたまれなくなったのか。

「また会うだろう。その時は俺も、今度こそおまえの敵になっているかもな」

『ケッ』

　帽子のつばに手をあてる喜一郎に舌を見せる千秋。

「おまえが刀なのか銃なのか、盾たてなのか鎧よろいなのか、毒なのか薬なのか――それはおまえの主人に聞いてみるほかないな」

『別に主人じゃねーっての。あんなケツデカ女』

「……」

　ケツデカという言葉に反応したのか、喜一郎の頰ほおが少し赤くなったように見えた。

『俺がなんなのかだと？　ケッ、そんなもの、最初からわかってらぁ』

「……ほう」

『俺は鳥屋のガーゴイルだ。それ以外の何者でもねぇよ』

「その鳥屋を大切にするんだな。俺は知らないが、おまえ達にとっては大切な店なのだろう」

　足音を響かせて去っていく喜一郎。それに合わせて周りがどんどん暗くなってゆく。そういえば周りが明るかったと思ったが、喜一郎が懐中電灯のようなものを照らしていたからなのか。

「ガー助……」

　しがみついてくる千秋のために、俺も目から光源を出す。喜一郎の持っていた道具よりも若干明るい光が下水道を照らし始める。

　周囲をグルリと照らしてみるが、もう喜一郎の姿はなかった。

『くそっ……』

「なんかガー助、今日はついてないね」

　俺の言いたいことを千秋が代弁してくれた。

　ダチョウに踏まれて、スライムに攻撃を跳ね返され、下水道まで千秋を助けに来たらワケのわからない軍人に罵ば倒とうされまくり。ホントなんなんだ今日は。

「ガー助、弱くないのにね」

　慰めるつもりなのか、千秋は俺の身体を叩く。

『……いや、アイツの言うことにも一理あるんだ。だからムカつくんだ』

「そうなの？　でも、ガー助はわたしを助けに来てくれたじゃない。ガー助いなかったら、きっと暗くて怖くて泣いてたよ」

『そりゃまぁ、当然だろ』

　千秋は俺にとって家族も同然だ。助けなけりゃ鳥屋の名が廃すたるってもんだ。そのおかげで彦左衛門にも喜一郎にもやりこめられたのだが。

「わたしにとっては、それで充分なんだけどな」

『そうかい。そいつぁうれしいね』

「ありがとね、ガー助」

　そうだ。

　俺は、この言葉のために生きている。

　今日の敵が異常だったと考えてもいい。いままであんな反則級の敵はいなかった。しかし古科学を相手にする以上、これからはそれが普通の戦いになるのだ。

　ひかるに言って、改造してもらうか。アイツならできるだろう。

　そうでないと、この言葉を聞けなくなる。それは俺もイヤだ。

『とりあえず、帰るか千秋』

「どうやって？」

　千秋は松葉杖を持ってきていない。立つこともままならないが、さほど問題でもない。

「ガー助、運んでくれるの？」

『疲れるな、そりゃ』

「じゃあ、どうするの？　わたし、ここがどこかもわからないよ？」

『発想の転換ってやつだ』

「？」

『行くことができねーなら、迎えに来てもらうんだよ』

　俺の顔に光が当たった。

　ようやく来やがったか。遅おせーんだよ。

「千秋ちゃん!!」

　ひかるの声が響く。

　戦闘用の装備を全て揃そろえてここまで来たひかるを見た途と端たん、千秋は大声で泣き出してしまった。これでも我慢してたんだな。

　鳥屋は、人助けが仕事だ。

　だが、この先、俺は人を助けられるんだろうか。

　少し心配になった。

　俺はひかると違ってナイーブだし――最強の武器も持ってねぇ。







　泣き疲れた千秋ちゃんをおぶって下水道を出る頃には、空が明るくなっていた。千秋ちゃんは私の背中でグーグー寝ているし、その千秋ちゃんの頭の上で座っているガー助はずっと不機嫌だ。

　マンホールから地上に出ると、ビルの人達が眠そうな顔で大喜びしてくれた。のぼりかけた太陽を見ていると、苦労が報われた気になる。

　そして板垣さんの家でお風呂を借りて、私もガー助も千秋ちゃんも身体の汚れを落とした。一度目を覚ました千秋ちゃんは、お風呂でおぼれそうになった。そうして身体の汚れを完璧に落とし、キレイさっぱりしたところで事務所に帰る。

『なー、ひかる』

「何？」

　まだ湯ゆ気げが立ってる私の頭に、ガー助がちょこんと乗ってくる。注連縄もずいぶん汚れてしまった。今度新しいのにつけ直さないと。

『眠るってどういう気持ちだ？』

「何、寝てみたい？」

『ああ。俺も今日は疲れた気がする』

「いいよー。ちょっと待っててね」

　私はソファから起きあがり、ガー助を机の上に置く。起きるだけでも労力が必要になるほど疲れていた。道具箱から持ってきたビンの水を、ガー助に少しだけ振りかける。

「これ、ナルコ水っていうの。師匠からもらった」

『ナルコ……過眠障害ナルコレプシーか？』

「そ。そういう眠りの流れを作る水なの」

『……なぁ、ひかる』

「ん？」

『俺って自動人形だよな？　それでも眠れるのか？』

「さーねー。モノは試ためしだし」

『テキトーかよ！』

「眠れたらラッキーでしょ？」

『んな簡単に……』

　ガー助の声が聞こえなくなった。あっさり眠ってしまったらしい。

　本当に気持ちよさそうに、いびきまでかいて寝こけているガー助を鳥とり籠かごに放ほうりこんで、私もソファで寝ることにしよう。













「おやすみ、ガー助」

　電気を消して、目を閉じる。まったく世話を焼かせる鳥だ。

　ただの自動人形が眠れるわけないでしょうが。































　目が覚めると、もう昼だった。

　杉すぎ田たと彦ひこ左ざ衛え門もんのせいで貴重な夜をつぶされたビルのみんなも、似たような目覚めだった。

　天てん成せい会かいの方々はそのまま徹てつマンに突入してしまったからいいとして、板いた垣がきさんと千ち秋あきちゃんは店を臨時休業にして休んでいるし、設楽したらさんもヨーガ講座の予習ができて喜んでいたし、あれ、こうしてみると板垣さん一家と私くらいしか損していない？

　それはともかく、起き抜けに昨日の大親分の家の残り物を処分すると、私とガー助すけは天成会の事務所に顔を見せた。まだ後始末が残っているのだ。

「うわああああっ！　く、来る！　あいつが来る！」

　両手両足を縛しばられながら、天成会の事務所でゴロゴロ転がっている杉田に、昨日の下水道でのガー助の事情を教えた結果がこれ。

　縛られているのにジタバタ動くから、机の脚に頭をぶつけて、またもがき苦しんでいる。立場ある医者でもここまで取り乱せるのかと、ちょっと感心してしまった。

「た、高たか原はらは始末屋だ！　わ、私を抹まつ殺さつするんだ！」

　なんだか昨日もこんなヤツを相手にした気がする。

　でも本当に抹殺する気ならば、今頃すでに殺されていても不ふ思し議ぎじゃないのに。殺さずに捕らえて連行するとか、喜き一いち郎ろうくんはそういう使命を帯おびているのだろうか。

　まぁいい。そんなことは私の知ったことじゃない。

「伊い藤とうさん、コレありがとうございました。あとはウチでひきとりますんで」

　丁てい寧ねいに礼を言うと、私とガー助の二人がかりで杉田を持ち上げ、一階下の鳥屋の事務所に荷物のように運ぶ。

　ソファに放ほうり投げた杉田の顔面を両手で固定すると、私は彼の目を見て告げた。

「全部教えなさい。そうすれば逃がしてあげる」

　喜一郎くんの追跡能力がどれくらいか知らないが、私の道具だって人を隠れさせることくらいできる。そう保証すると杉田はようやくおとなしくなった。

「は、はい……」

「まず、あなた達の目的は？」

「で、ですから、それは、き、昨日も話したように、あなたの力を知るためで……」

『力を知ってどーするってんだよ？』

　よからぬことをたくらんだ場合、私の頭の上にいるガー助が即座に光線を吐はく仕組みになっている。

「そ、それは……」

「あのね杉田さん。拷ごう問もんのできる人が設楽さんだけだと思わない方がいいわよ。私も錬れん金きん術じゆつ師しの端はしくれだから」

　頭の上のガー助をそっとなでると、ガー助も目を光らせて杉田を威い嚇かくする。その光で何かされると思ったのか、杉田は予想よりアッサリと吐いてくれた。

「…………か……」

「か？」

　どういうことか聞き返そうとすると、

『あっ！』

　いきなりガー助が振り向いて、開いた窓の外から飛び出した。

「ちょっ、どしたのガー助!?」

　追いかけて窓の外を見ると、地面に松まつ葉ば杖づえを置いた千秋ちゃんが、しゃがみこんでいた。何をやっているのかと思えば――昨日落ちたマンホールのフタを開けているではないか。

『千秋！　オメーどこ行こうとしてるんだ!?』

「下に決まってるでしょ」

　さも当然のように言いい放はなつ千秋ちゃん。

『下って……また下水行くのかよ！』

「うん」

　千秋ちゃんはレインコートに長靴を履き、背中には大きなリュックを背負っている。ものすごい重装備だ。あれで松葉杖をついていたのか。よく見れば松葉杖もビニールでコーティングされている。

「何か忘れ物でもしたの!?」

　私の質問に首を振る千秋ちゃん。

「彦左衛門、まだケガしてるかもしれないでしょ。ヒッシャムさんに聞いたら、この薬って動物にも効果があるって言うから」

『だからって一人で行くこたねーだろ！』

　彦左衛門はまだ下水にいるのだろう。

　あそこは巨大生物が出られるスキなんてなさそうだし、ミドリガメがゆっくり休むのに適した場所っぽいし。

　考えてみれば彦左衛門も杉田の実験の犠牲者みたいなもんだしね。

「ガー助。ついてってあげて」

『そう言うと思ったぜ……』

　ガー助は千秋の周りを一度旋せん回かいして、マンホールのフタを光線で撃った。跳はねたフタは穴に被かぶさる。

「あ……」

『だがな千秋。まだ早いぜ。彦左衛門がどこにいるか調べないうちに地下に潜もぐるのは危険だ。まずはヤツの居所を調べてからだ』

「どうやって調べるの？」

『おう、俺についてきな。専門家を紹介してやる』

　千秋の頭の上に乗るガー助。千秋ちゃんは最初とまどったが、ガー助が羽根で指し示す方向に歩いていった。

　――どうやって調べるつもりなんだろう。

　ガー助にしかわからない方法があるのだろうが、少しくらいは教えてほしかった。

　ビルの前が静かになると、私は事務所の中の騒がしい男に向き直る。

「良かったですね。彦左衛門、助けてくれるって」

「う、うう……」

　その卑屈なまでに怯おびえきった態度が、私の苛いら立だちをさらに高める。

「杉田さん。あなた、さっきから彦左衛門の安あん否ぴには無関心でしたね。自分で改造したミドリガメなのに」

「し、心配してないわけじゃ……」

「パートナーじゃないんですか？」

「パートナー？」

　まるで、そんな言葉を初めて聞いたような態度。

　杉田は私を怪け訝げんな顔で見つめ、こう言った。

「い、いくら私でも、実験材料を自分と同等と思う気はない……」

「あんた！」

　拳こぶしを握ると、杉田は後ずさりながらも反論する。

「だ、だけど！　動物を使い捨てなんてできるわけないだろう！　私だって医者だ！　しかし、い、今は、私の命の方が危険なんだ！」

　自分の命とペットの命を天てん秤びんにかければ、ほとんどの人は前者を取る。それは、たしかに納得できる。だけど杉田の場合、彦左衛門をあんな姿にした責任を取るべきじゃないのか。

「そ、それに、私から見れば君の方だって……」

「私？」

「あの自動人形と、ほとんど同等の立場じゃないか。まるで主従関係とか、仕事での上下関係もないかのようだ……どういう関係なんだ？」

　唐とう突とつな質問をされ、私の頭の中が真っ白になった。

「……え？　フツーじゃないの？」

　てっきり、どこの錬金術師もそうだと思っていたのに。

　やっぱり生い立ちが違うと、接し方も違うものなのか。そう考えると、ガー助の性能を批判されたことといい、私が錬金術師として本当に一人前になれたのか怪あやしくなってきた。師し匠しようからはお墨すみ付つきをもらったのに。

　沈んできた気持ちをどうにかしようと顔を叩くと、外で大きな音がした。

「また外？」

　ガー助と千秋ちゃんが帰ってきたのだろうかと窓から顔を出すと、また変な光景が視界に入ってきた。

「てめぇ、誰だれだ！」

「またひかるちゃんに手ェ出そうとしたナントカって奴らか！」

　いつも交代で外の見張りをしている天成会の若い衆が、ひとりの人間を囲んでいた。

　昨日は深夜だったから無理もない。ましてやあんなに怪しい格好をしていれば、誰だって不審に思う。

「…………」

　ガラの悪い男に取り囲まれた軍服姿の子――高原喜一郎くんは、まっすぐに私の事務所を見ており、天成会の方々など一いち瞥べつもしなかった。

「なんとか言えやオラァ！」

　しびれを切らしたパンチパーマの人が、喜一郎くんに殴りかかった。

「待って！」

　窓から私が叫ぶが、遅かった。

　喜一郎くんはこちらを見たままパンチパーマの拳を片手で受け止め、そのまま捻ひねり上あげてしまう。

　鈍い音がして、パンチパーマの肩が外はずれた。

「ぎゃあああっ！」

「お、おい！」

「てめぇ！」

　倒れるパンチパーマを一人が介かい抱ほうしている間、もう一人が懐ふところからナイフを抜いて喜一郎に近づこうとする。いくらヤクザとはいえ、さすがに昔の侍さむらいじゃないので、いきなり斬きりかかるという真ま似ねはしない。

　その間に上の階から仲間がぞくぞくと現れる。総勢六人くらいの組織だったが、伊藤さんと村むら上かみさんをはじめとする幹部の方まで姿を現した。想像だけど、幹部の人達は銃を持っている。

　そこでようやく、喜一郎くんが天成会の方達を見た。

「ウラァ！」

　ケンカ慣れしている。首を曲げた喜一郎くんの視界の、ちょうど真後ろにいた金髪の子がすぐに殴りかかった。

　だけど喜一郎くんは真後ろから襲ってきた金髪の子の拳こぶしを、合あい氣き道どうのようにいなし、地面に投げ飛ばした。

　さらにその腹を軍ぐん靴かで踏みつける。

「ぐぇっ！」

　嘔おう吐として気絶する金髪の子。

　もう見ていられない。

　――昨日はもっと冷静な人だと思っていたのに。

「やめなさい！」

　ポケットから紐ひものついたボールを取り出し、紐の先をしっかり握る。そしてボールを喜一郎くんに向かって投げつけた。

「っ！」

　喜一郎くんが反射的にのばした腕に絡みついたボールを確認すると、私は紐を思いっきり引っ張った。

　ボールの中に内蔵されている装置が元いた場所を思い出して、喜一郎くんを持ち上げ、三階の事務所まで引っ張り上げる。

　窓ガラスを割って、喜一郎くんが事務所に入りこんだ。

「一本釣りぃ！」

　喜一郎くんが机の向こうで転がっている間に、昨日から調整していないグローブをはめる。同時に背中のサイドボードから、目についた道具を全部摑つかんでエプロンのポケットに入れた。

「東ひがし宮みや……ひかる」

　五メートルほど離れた場所で起きあがった喜一郎くんは、冷静に私の名を呼んだ。

　その顔面に、私は拳を叩きつける。

「……!!」

「あんた、天成会の人達に何やってんのよ!!」

　電気ショックと精神ショックを混ぜた拳を喰らった喜一郎くん、派手にすっ転んでソファをなぎ倒していった。

「い、一瞬であんな距離を――！」

　近くで杉田の声が聞こえる。あやうく存在を忘れるところだった。

　説明するのも面倒くさいが、種明かしをしてしまえばさっきの紐つきボールのおかげだ。ボールが位置情報を記憶して、元の場所に戻ろうとする。その力を加減すると、紐の先のモノを元いた場所に戻そうとする。そういうボールだ。

　私が作った、名付けて「リターンボール」。この名前をガー助に提案したら、『戻り玉でいいだろ』と言われてしまった。ほかのことならいざ知らず、ネーミングセンスだけは絶対に嚙かみ合わないのである。

「くっ……！」

　倒れたソファの向こうで苦く悶もんの表情を浮かべている喜一郎くん。もう一発殴ろうとボールを操そう作さしようとするが、いきなり何かを投げつけられた。キラキラ光るそれは、くらったらヤバイものだと勘かんが告げていた。

　勘のお告げを聞く前に身体からだが動いていた。

「このっ！」

　香水のビンの中身をぶちまけると、広がった水が空中で静止する。その水は飛来する発光物体を盾たてのように防いでくれた。

　水に完全に突き刺さっている。刃物だ。しかも忍者が使っている苦く無ないという武器だ。あの子、軍人なのに忍者の技も持っているのか。そういえば古こ科か学がくは忍者も使っていたんだっけ。

　固まった水が床に落ちると、喜一郎くんは懐に手を入れる。

「いきなり、手ひどい仕打ちだな」

「どっちがよ！」

　息を切らせながらも、彼の動向を探る。今度は一体何を投げてくるのか。

「天成会の人達に、なんてことすんのよ！」

「あれは向こうからやってきたんだ。俺は何もしていないというのに」

「そのカッコでうろつかれたんじゃ、不審に思われてもしょうがないじゃない」

「そうなの……か？」

　今気づいたかのように自分の服を見る喜一郎くん。

　まさか趣味で着ていたんじゃないのか。

「彼らには悪いことをした。だが今は仕事が優先だ」

「今度はなんの仕事よ？」

「そこの男を連れて行く」

　喜一郎くんが指さしたのは、案あんの定じよう、杉田だった。

「ひっ……！」

　さっきの騒動で縄が切れたのか、杉田は立ち上がっていた。その手にはさっきの苦無。なるほど、あれで縄を切ったのだ。

「杉田玄げん一いち。おまえを連行する。おまえらの親玉の企たくらみも聞かせてもらう」

　どこから抜いたのか、日本刀を向ける喜一郎くん。

　杉田はさらに後ろに下がりながらも、負けじと言い返す。

「わ、私は捕まらないぞ……！　捕まったら、捕まったら……！」

　喜一郎くんが一歩踏み出すと、杉田は髪の毛の中から何かを取り出した。

「私は……逃げ切ってみせる！」

　杉田の手の中にあるのは、細い針だった。

「くっ！」

　喜一郎くんが苦無を投げるが、杉田がそれを自分の首に刺す方が早かった。小さく杉田の身体が震えると、いきなりその場に倒れてしまう。倒れる前、杉田の顔面があった場所を、苦無が通り過ぎていった。

　いや、倒れたのではなかった。動物のように四つん這いになっているのだ。

　一体、どんな変化が表れたのか。

「杉田！」

　喜一郎くんがためらわずに斬りかかった。

　そう思った次の瞬間には、喜一郎くんの身体は事務所の隅まで移動しており、さっきまで杉田がいた場所にその姿はなかった。

「えっ!?」

　目にもとまらぬ早さで喜一郎くんが杉田を斬りつけ、そしてその刀を上回る速度で杉田が移動したのだ。それを理解したのは、真後ろで杉田が私の首に手を回していると気づいたときだった。

「危ない！」

　喜一郎くんが叫びながら苦無を私の方に投げつけた。

　私の方はというと、杉田の姿が消えたと思った瞬間に行動に移っていた。机の上に置いておいた棒を取り出し、スイッチを入れただけだ。

　それだけで杉田はバナナの皮に滑ったように転んでしまった。

「なっ、い、いま、何に……！」

　ものすごい早さで移動しながら転んだのだろう。事務所の壁に思いっきり頭をぶつけて、悶もん絶ぜつしている。喜一郎くんの投げた苦無は、そのまま窓ガラスをブチ破って外に飛んでいった。

　師匠からもらった月面体感機のおかげである。これがあれば周りの重力は思いのまま。何も知らない人がくらえば、身体の動きに違和感を覚えて確実に転ぶ。この棒の正体を知っている人でも、まず耐えられない。

「く、くそっ！」

　立ち上がり、窓ガラスから杉田が飛び出そうとする。

「待ちなさい！」

　追いかけようとするが、杉田はものすごい早さで窓からジャンプし、近くのビルの窓に張りついた。しがみついた窓ガラスにヒビが入る。握力のみで窓ガラスにしがみついているのだ。

　あの針がどういうものかよく理解した。つまり身体能力を大幅に上げるものだ。

「それって、ズルじゃない！」

「いや、あの針のサイズなら効果は一時的なものだろう。ツボから薬を流しこみ、体中の竜脈――気の流れを活性化させると聞いた」

　私の後ろで喜一郎くんが悔しそうな顔をしていた。

　天成会の人達が驚いているのを尻しり目めに、杉田はそのままどこかへ走り去ってしまった。あの早さならば、オリンピックで金メダルが取れるだろう。

「くそっ、取り逃がしたか……」

　窓から身を乗り出す喜一郎くん。

「何、あいつあんなに早く動けるの!?」

「動物を改良するのも、人間を改良するのも同じってことだ」

「だったら最初からやればいいのに……」

　言ってから思い出したが、そういえば杉田はずっと拘こう束そくされていたんだった。それにもしかしたらとてもリスクが高い方法だったのかもしれない。

「追うわよ！　私もまだ聞きたいことあるし！」

「……あの、ガー助という鳥は？」

「今、出で張ばってる！　だから私が追うの！」

　昨日使うつもりだった装備を点検していると、喜一郎くんがおかしな目で私を見ていた。

「……何よ」

「いや……おまえが追うのか？」

「？　何か変？」

「錬金術師なんだから、作った自動人形に追わせればいいじゃないか？」

「だってガー助いまいないし。それにガー助だけじゃ大変じゃない。私だって働いてるんだから、私にできることは私がしないと」

　それって、当たり前のことじゃないのか。

　まさかとは思うけど……。

「普通はそうしない。自動人形や自動石像のほうが能力が上だからだ。制作者ができるのは調整や……せいぜい作戦の立案くらいだろう」

「そ、そうなの？」

　初めて知った。だから杉田も変な顔をしていたのか。

　私とガー助は同等じゃいけなかった。そう考えるとちょっとショックだ。

「それに、錬金術師が武器を取って戦うなんてのも前ぜん代だい未み聞もんだ。それはまるで古科学者の戦い方だぞ」

　その指し摘てきはもっとショックだった。

　さらに指摘した男が馬鹿にしたように笑ったので、ショックを通り越してハラが立った。

　思わず彼のことをブン殴ってしまったが、私はきっと悪くない。

　そもそもガー助とコンビを組んでることだって、必要なことなのだ。

　――喜一郎くんに惑まどわされるな。彼の言っていることは、一般論だ。

　自分の頰ほおを叩いて思い出す。鳥屋の仕事は、人助け。

　あっちのガーゴイルの仕事が防衛だとしたら、私達は守ること以外でも人を助けてみせる。人を助けるためだったら、どんな手段だって使うわよ、私は。

　人間ってのは、なんでもできるように作られているんだから。




　　　　　[image: ]




　けして俺の性能の問題じゃないが、彦左衛門の位置は相変わらず不明だ。

　ひかるに聞いたことがあるが、対象から自分の存在感を消す心理ステルスという機能があるらしい。

　だから彦左衛門が自分の存在を気け取どられないように努力したら、俺だろうが世界最高のレーダーだろうが絶対に探せない。意識に作用するステルスだからだ。

　もっともこれは錬金術の話だ。別の分野ならまだ違ってくる。

　たとえば、俺にはない感覚――野生のカンみたいなものだったら。

『だからといって、私をそういうことに使うのはいかがなものかっ！』

　クチバシでロープに繋つながれた首輪をぐいっと引くと、生きたレーダーは全力で足を踏ん張った。こんな図体ずうたいして、よほど彦左衛門が怖こわいのだろう。

　だが、それが役に立つ。

　怖ければ怖いほど、彦左衛門の位置が探知しやすいってもんだ。こいつが恐怖で悶死しそうな地点にアイツはいる。

『てめぇ、ちったぁ人の役に立てや！　俺のこと鈍どん感かんだとかバカにするくれーだったら、そのノーブルセンスとやらを見せやがれ！』

『無茶を言うな！　高貴な私が君のようなバカに構かまっていられるか！』

　奥おく村むら組ぐみの大親分の家の前で、俺達の罵ののしり合あいを見物している人多数。その中には大親分の部下達も混じっていた。黒いスーツなのですぐわかる。

　いや、無理を言って頼んだのは俺なんだが、大親分もこうもアッサリ貸してくれるとは思わなかった。

「ひかるちゃんの役に立てるなら！」と膝ひざをたたいてオーギュストのオリを開いたのはうれしいが、問題はコイツの引けた腰だ。

「ガー助、みんな見てるよ……」

　俺達から距離を置いて、千秋が困った顔をしている。

　あ、そうだ。

『おい、オーギュスト。こいつは俺の頼みじゃねぇんだ』

『……な、なんだと？』

『あっちのレディがおまえの力を必要としてるんだよ』

『な……、なんと。あの足を引きずった、華か麗れいなレディか！』

『そうだよ。あんな格好で、彦左衛門を捜さがしているんだ。健けな気げじゃねーか』

『むぅっ、あのモンスターに縁えんがあるとは――。あのレディもたいへん苦労しているのだな……』

『そーだよそーだよ。あいつはあのモンスターにどうしても会わなくちゃならねーんだよ。その気持ち、ジェントルマンなら汲くんでやれるよな？』

『くっ……』

　悩み始めたオーギュスト。

　よし、あと一押しだ。

「オイ千秋。オメーもこのダチョウにお願いしろ！」

　俺がそう言うと、千秋も困った顔でダチョウのボディを触る。

「お願い……します。彦左衛門を捜すの手伝ってください……」

『ぬおおおおっ！　レディ！』

　いきなりロープを引っ張られ、バランスを崩くずした。よろけながら低空を飛ぶ俺の身体を、オーギュストの足が踏みつける。

『ごぶっ！』

『お任まかせくださいレディ！　このオーギュスト、貴女あなたのためにたとえ火の中水の中！　モンスターなど屁へでもありませんぞ！　いざゆかん、天てん竺じくへ！』

　俺の頭に足を乗っけたまま、フザケた見み得えを切るオーギュスト。絶対に翻ほん訳やくなんてしてやらねーぞ。

　――いや、待てよ。

　足から抜け出た後に思い直して、俺はヤツが言ったことを一いち言ごん一いつ句く漏もらさずに千秋に伝えてやった。

　そしたら千秋の喜ぶこと喜ぶこと。あんまりうれしそうだから、オーギュストも後に引けなくなりやがった。

　最初は千秋を背中に乗せて意い気き揚よう々ようと駆けだしていったはいいが、恐怖が増して来るにつれて徐々に足取りが重くなってきやがる。最終的には一歩も動けなくなり、ワケのわからないことを叫びだした。

　しまいには俺をまた踏みつぶしそうになり、周りの見物人にも襲いかかろうとしたところで黒スーツの奴らが麻ま酔すい銃じゆうを撃っておしまい。

　奴ら、オーギュストを回収する時に「我々は保健所の者です」と見物人に吹ふい聴ちようしていたが、誰が信じるんだか。

　そうしてオーギュストを乗せたトラックが走り去り、危険な動物がいなくなったことに安心した一般人達もワラワラと去っていく。

　後に残ったのは、マンホールだった。発狂しそうになったオーギュストから推察するに、この下に彦左衛門がいるのだろう。







　昨晩は彦左衛門と殴り合いながら潜ったので気づかなかったが、マンホールの中には人じん為い的てきな通り穴がいくつかあった。しかも普通の人間には見えないように細さい工くしてある。自動人形の俺の目はごまかせないけどな。

　古科学者の奴ら、いろんな場所のマンホールに自分達専用の抜け穴を作っていたんだな。

　そういや板垣のダンナが操あやつられてたときも、似たような道具を使ってたな。そうでもしないと、この細い道から歩いて来られないんだろうな。鳥の俺なら普通にくぐれるが、人間の千秋や杉田は無理だ。

　そして杉田が開けた穴に入れば、歩きやすい下水道に出る。俺が常に千秋のそばにいるし、襲われる心配もない。千秋も松葉杖をついて一生懸命歩いている。

　ただ、どうしてもこの狭くて暗いのは慣れない。明かりは俺が目から光を出すからいいとして、高さはキツイ。

　これでも広いのだろうが、高さにして二メートルもない。鳥の俺としては、もっと自由に羽ばたきたいのだ。

「彦左衛門？　どこー？」

　そんな狭い下水道だから、千秋の声がよく響く。

　彦左衛門にもこの声は聞こえているのだろうか。聞こえていても、姿を見せてくれるのだろうか。

　と、道が急に広くなった。

「わー」

　川と同じで、下水にも本流と支流がある。ここは高さが五メートルくらいにもなる、巨大な空間だった。大きな町の本流に合流したのだろう。これなら人間でも工事がしやすい。そこかしこに最近工事された跡があった。

　そこに、彦左衛門がいた。

　下水に完全に溶けこんでいるように見える。濁った水面からツルツルの頭が生えているようだった。

「彦左衛門！」

　水みず飛沫しぶきを上げて、千秋が走る。

『なんと……昨日の娘ではないか。なぜ某それがしの場所が』

　声を聞いてここまで泳いできたのだろう。彦左衛門の声は驚きと喜びが合わさったように聞こえた。

『臆おく病びようなナイトに連れてきてもらったんだよ』

　翼を上げて挨あい拶さつすると、彦左衛門は訝いぶかしげな目で俺を見る。

『手段はわからぬが、ぬしが一緒ならば平気か。だがここは下水道だ。汚れた者達が住む場所だ。人が踏み入っていい場所ではない』

『そいつぁ下水道工事の人に失礼だろ……それに千秋だって、オメーのためにここまで来たんだぜ』

『某それがしのために？』

「あの、これ……」

　千秋が差し出したのは、カプセル状の薬だった。ヒッシャムのダンナが調合した、千秋用の薬だ。昨夜、こいつのおかげで千秋も俺も散々な目にあったのだ。

『これを……某に、か……』

「ヒッシャムさんの薬なら、ケガも治るかもしれないと思って」

『その気持ち、うれしく思う』

　彦左衛門は千秋に頭を近づけた。一瞬だけ身構える千秋だが、すぐに思い直して彦左衛門の頭をなでた。たぶん汚れまくった頭だが、千秋は気にせずなで、薬を彦左衛門の口に入れた。













『む、苦い……』

　彦左衛門は正直だった。

　それでもちゃんと薬を飲んでくれたことを千秋に告げると、とても喜んだ。これで治ってくれれば御おんの字だ。

　もうあの杉田とかいう野郎にも使われることはねーし、このまま下水の主ぬしとして君くん臨りんするのもいいかもしれない。あの野郎はひかるの事務所に捕まったままだし。

　そう思っていたんだが――

「ひ、彦左衛門！」

　男の声が下水道に響き渡った。

　連続した水音を上げて走ってくるのは、クタクタになった背広の男。

　杉田だった。

『なっ……てめぇ！　どうやって！』

　俺がそんな風に驚いている間に、杉田は彦左衛門まで一瞬で近づいてきた。最初に視界に入ったときは、数十メートルは距離があったのに。

　古科学の技を使ったのか。

　だが水面には足跡のような波は紋もんがいくつもある。猛スピードで走ってきたとしか思えないが、だがどうやって走ったんだ。

『主人よ……肉体強化をしたのか』

　沈みそうな声でつぶやく彦左衛門。

『肉体強化ってことは、オメーと同じ原理か』

　外見的にはほとんど変化がない。神経とかその辺を強化したのだろうか。そんな俺の考えをよそに、杉田は彦左衛門と俺達の間に立ちはだかる。

「おっ、おまえ達、どうしてこんな所に!?」

『そりゃこっちのセリフだ！』

「わ、私は、来た道を戻ってきただけだ！　おまえ達、どうやってこの場所が……！」

　そうか。彦左衛門は下水から来たんだし、杉田もマンホールに隠れていた。こいつ下水道マニアか、医者になる前は配管工でもやっていたのか。

「ここなら気づかれずに合流できると思ったのに……！」

『残念だな。彦左衛門と先に合流したのは、俺らだぜ』

　今なら彦左衛門を説得して、杉田の言いなりにならないようにできるかもしれない。彦左衛門は話せばわかるヤツだし。

　だが杉田は眉まゆをひそめると、

「彦左衛門と？　そうじゃない、私は――」

「はいはい、そこまでにしなさいな」

　手を叩く音に、俺も千秋も杉田も彦左衛門も振り向く。

　下水道に人間がいるという時点で、普通は怪あやしいのだ。水道工事ならともかく、中学生と医者と、鳥の自動人形とミドリガメの変種だ。誰かに発見されたら、確実に通報される。

　だが唐突に現れたそいつは、そんな俺達とは桁けたはずれに場違いだった。

　ババアだ。米べい寿じゆも超えてるかもしれない、ヨボヨボのバーサンが、杖をついて下水道にいるのだ。

『おめぇ……！』

　喉の奥に光線をため、腰の曲がったそのババアを凝ぎよう視しする。まともな人間なら警けい戒かいどころか電車で席を譲ゆずらずにはいられないくらいに枯れたババアだが、こんなところに気配もなく現れたってだけで怪しさ全開だ。

「玄一ちゃん。よく逃げてこられたわね」

　杉田にニッコリと笑いかけるババアに、杉田本人も後じさりする。それだけでこの二人の上下関係が見て取れた。

「そして、あなたがガー助ちゃんね」

『馴なれ馴れしく呼ぶんじゃねーよ！　どこで俺の名前調べやがった!?』

「おばあちゃんはなんでも知ってるんだよ」

　あくまで笑みを崩さないババア。

「そちらの女の子も初めまして。アタシ、古科学者のお七しちといいます」

『そのお七バーサンが、こんな所までなんの用だよ！』

「そりゃあ……決まってるでしょ？」

　にこやかに笑ったまま――お七と名乗ったババアは、懐に手を入れて花を取り出した。黄色い花だ。

『なんだ、その菊……』

　聞こうとしたが、答えはすぐにわかった。

　菊の花びらがぼぅっと燃え上がったのだ。しかし花びらの形は変わらない。花びらが燃えたのではなく、炎に変わったのだ。

「玄一ちゃんの尻ぬぐいをしなくちゃ。ガー助ちゃんの力も、ひかるちゃんの才能も、まったく報告を受けていないからね。その仕事をアタシが引ひき継ついでやるのさ」

　遠回しな宣せん戦せん布ふ告こくをして、お七ババアの手から花が飛んだ。

　花びらの炎が数倍にも膨ふくれあがって俺と千秋に襲いかかってくる。

『ちっ！』

　溜めておいた光線を吐き、炎の菊を凍こおらせる。花の形そのままに凍った花は下水に落ちると消えてなくなった。

『千秋！　下がってろ！』

「そうはいかないよ」

　お七の両手に、それぞれ二つの花が。

　今度はバラと撫子なでしこ。その二つが同時にお七の手を離れると、さっきの菊の数倍の――下水管を埋め尽くすほどの炎に変わる。

「ガー助！」

　後ろから千秋の声がする。

　振り向くと、今さっき通ってきた道に杉田が立ちふさがっていやがる。あれじゃ俺も千秋も逃げられない。

『どきやがれっ！　ヤサ男！』

　俺はクチバシを尖とがらせて杉田に突進する。回転の威い力りよくも加え、クチバシに光をまとわりつかせる。十メートルほどの距離だが、目標に達する頃には弾丸の初速と同じくらいのスピードになっていた。

「おおおおおおっ！」

　そんな俺の身体を杉田の野郎、受け止めやがった。

　両手でしっかりと俺の頭を捕らえ、回転する身体を押さえこむ。人間の反射神経じゃ絶対に不可能な芸当を、この古科学者は可能にしたのだ。

　メリメリという音がして、杉田の背広の袖そでが破ける。現れた筋肉質な腕は紫色に膨れあがっており、薬で強化されたことが外からでもわかった。

「ふんっ！」

　そして摑んだ俺の身体を、炎の花に向かってブン投げる。

　俺が突撃した時とほとんど同じ早さで投げ返されたのに、花の炎は生き物のように俺にまとわりつく。

「ガー助！　ガー助！」

　炎の花に真っ赤にいろどられ、壁に叩きつけられた。

　俺の身体は人形だから痛みはないが、それでも痛みと同じ、身体への危険信号はしっかり出る。それは俺がまともに動けなくなったと教えてくれた。

『千秋……そこのマンホールから……』

　逃げろと言いたかったが、すでに遅かった。

「離して！」

　杉田が千秋の腕を摑つかんでいた。

「お七さん。この子どもはどうしますか？」

「そうだねぇ……」

　お七は千秋の顔を見て、ニンマリと笑った。あのツラは絶対に良からぬことを企んでる。

「記憶を消すのもいいけど、その子、あの板垣の娘だからね。丁てい重ちようにもてなすのもアリかもしれないねぇ……」

　板垣のダンナを利用したのも、このお七だったのか。そういえば、花を操ってるじゃねーか。どう見たって花屋と繋がりがあるだろう。なんで今頃気づいたんだ。

『てめぇ！』

　倒れたまま口から光線を吐くが、杉田にもお七にも当たらない。

「彦左衛門！　その鳥を押さえておけ！」

　杉田が命令すると、俺の前に彦左衛門の顔が浮かんできた。彦左衛門は俺をくわえると、そのまま微び動どうだにしない。

『……許せ』

　短い声。

　スライムみたいな顔のくせに、歯だけはしっかりしてやがる。俺の身体をがっちりと摑んで離さない。そのまま一緒に下水に潜ろうとする。機械の鳥だから濡れても飛べるが、捕まったままじゃ千秋を助けられない。

「ガー助！　助けて！　ガー助！」

　千秋の悲鳴が響き渡る。

　悪い、千秋。

　今の俺じゃオメーを助けられそうにねぇ。

　だけど――

『ひかる！　頼む！』

「はいよっ！」

　俺の叫び声に呼応して、横から何かが飛来した。それは千秋を抱えて逃げようとした杉田の足下に命中すると、強烈な光を放はなった。

　――やっと、来やがった。

「閃せん光こう弾だんか！」

　杉田が目を背そむけている間に、誰かが杉田を殴り飛ばして千秋を回収する。そしてオマケのように彦左衛門の頭をブン殴り、俺を解放してくれた。

「世話を焼かせるな」

　俺の注し連め縄なわを握っているのは、軍服の若造。

『テメーに助けろなんて言ってねぇよ……！　あと注連縄に触るなっつってんだろ！』

「ふん」

　高原喜一郎は俺をひかるの方へ投げる。

　クソッ、完全にモノ扱いしやがって。そしてひかるの側そばには救出された千秋が座りこんでいる。これも喜一郎が助けてくれたのか。

　気に入らねぇ。俺がやろうとしてたこと、全部やりやがった。

　まあいい。こっからは俺達の出番だ。

「ガー助、平気？」

　ひかるが俺の顔をのぞきこんで、わかりきったことを聞く。

『平気だ。それよりも、あいつらだ』

　並んで立っている古科学者を指し示す。

　杉田、お七、そして彦左衛門。

「喜一郎くん。あの二人を捕まえるのが仕事なんだってね」

　ひかるはグローブと棒を取り出して、ニヤニヤと笑っている。俺もやる気満々のひかるの前に飛び出した。

「そうだ。おまえらは下がっていろ。ここからは俺の仕事だ」

　刀を構える古科学者、高原喜一郎にひかるはこんな提案をした。

「私達、雇やとわない？　今なら最高の仕事ができるわよ」

　唐突な発言に、面食らっている喜一郎。

「今なら？」

「ええ、そうよ。今までの私達は忘れて」

　ひかるは自信を持ってうなずく。

「私とガー助、ふたり揃った鳥屋は、誰にも負けないから――いや」

　ひかるは首を振って言い直す。




「誰に負けても、必ず仕事はこなしてみせるから」




　喜一郎は最初、鼻で笑うような仕し草ぐさを見せた。

　だがひかるの目に宿る、底知れぬ自信を感じたのか、

「夕食でどうだ？」

　満足したのか、ひかるは拳を打ち鳴らす。

「交渉成立。そんじゃガー助、張り切るわよ」

『俺はメシ食えねーんだよっ！　金ももらっとけ！』

　俺はひかるの頭上から光線を放ち、ひかるはムチのような武器を振るう。

　水飛沫が舞い、光線とムチが古科学者に襲いかかる。

「いただきますっ！」

　ひかるの絶叫とともに、ムチの先端に仕込まれた爆薬が破は裂れつして下水道が震え上がった。







　ムチの先に仕込んだ爆薬が生み出した水飛沫は大きく跳ね上がり、杉田とお七の視界を遮る。

　その間に私とガー助は千秋ちゃんの手を引いて、できる限り遠くに下がる。昨日使った「爆発ロープ」を板垣さんが改良した「爆発ムチ」ってところだ。

　作った時間で、とりあえずこの下水道で私達がやるべきことを考える。一番優先すべきは、千秋ちゃんの身の安全を確保すること。あの古科学者はその次だ。

「千秋ちゃん、ここから逃げられる？」

「松葉杖が……」

　千秋ちゃんの視線の先は、下水の中。さっきのドタバタで落としてしまったのか。拾おうにも彦左衛門が邪じや魔まするだろうし。

「それに、一人じゃマンホール上れないよ……」

『それなのに一人で潜ろうとしたのかよ！』

　ガー助のツッコミは至し極ごくまともだ。

「まったくもう……いい、千秋ちゃん。とりあえずこれ渡しとくから、危なくなったら自分で自分の身を守りなさい」

　私が小こ瓶びんを渡すと、千秋ちゃんは小さくうなずいた。

「わたし、なんとか足手まといにならないようにするね」

『おーし、いい返事だ』

　私もガー助もうなずくと、いつのまにか側にいた喜一郎くんは、

「ガーゴイルの名を冠かんするのなら、その娘くらい守ったらどうだ？」

『あん？』

「ガーゴイルは最強の守り手だ。おまえだって、そういう矜きよう持じがあるだろうに」

「それは本家の話でしょ」

　喜一郎くんに指を突きつける。

『そーいうこった。ウチじゃ甘やかしはしねーよ』

「ほう？」

　聞き返す喜一郎くんは、自分の言葉を否定されたのにどこかうれしそうだ。守り手じゃないほうが、彼にとって都合がいいのだろうか。

『オメー、なんかあっちのガーゴイルと因いん縁ねんでもあるんだろーが、俺は名前が一緒なだけの、ただの自動人形だ。別に守り手でもねーよ』

「守り手ではないのなら――おまえはなんなんだ？」

『フン』

　鼻で笑うガー助。なんだか喜一郎くんにしてやられた仕返しをしてるみたい。

　そうできるだけの自信が、今のガー助にはあるんだろう。

『俺は鳥屋のガーゴイル。ただの駆かけ出だしのヒーローだ』

　そしてガー助は大きく翼を広げると、その付け根から先端にまで光をみなぎらせる。それはガー助が羽ばたくたびに不死鳥フエニツクスの燐りん光こうのようにこぼれてゆく。

『つーことで喜一郎。彦左衛門頼むわ』

　あっけらかんと言うガー助。

「……承知した」

　光線も跳ね返す彦左衛門を相手にできるのは、この中では喜一郎くんだけである。適材適所ということで見えない鞘さやから刀を抜くが、

「殺しちゃダメ！」

「……いきなり難易度が跳ね上がったぞ」

　千秋ちゃんの悲痛な叫びに、非常に困った顔で刀を鞘に戻す喜一郎くんだった。ガー助いわく、説得に応じる相手だそうだから、なんとかなるだろう。

　だけど彦左衛門を殺したら、私とガー助も黙っていない。あの子も板垣さんと同じ、古科学の被害者なのだから。

「で、あなた達鳥屋さんは、アタシと玄一ちゃんのどっちを相手にするんだい？」

「っ！」

　いきなりお七が私達の会話に割りこめるくらいに近づいていた。

　手にはまた菊の花。

　白菊――だけど、それは白い炎の菊だ。













「どっちもよ！」

　グローブをはめ直して、お七に殴りかかる。

　もう老人だなんて思わない。でないとこっちが死ぬ。譲ゆずり合あいの精神は電車の中だけだ。戦場では通用しない。

「オホホホ。荒っぽい錬金術師さんだねぇ」

　私の拳をかわすお七。

　まるで瞬間移動のように、足を動かしもせずに私の背はい後ごに出現した。古科学の力か、お七そのものの身体能力か。

「たまにはおめかししないとね――」

　そして手に持っている菊の花をそっと私の髪かみに挿さした。炎は熱いのに、私の背せ筋すじには凍るものが通り抜ける。

『ひかる！』

　ガー助の光線が私の頭の菊を凍りつかせた。ついでにお七の足下の水も凍らせて、身動きを取れなくする。

「このっ！」

　手にした棒でお七を殴りつけようとしたが、足を凍らされていて、それでもお七は私の攻撃を避よけた。十メートルくらいの距離を置いて、相変わらず微笑ほほえんでいる。やっぱり瞬間移動だ。

「玄一ちゃん」

　お七がつぶやくと、ガー助の背後に杉田が出現した。こっちは正しよう真しん正しよう銘めい、自分の足を使った猛スピードだ。その杉田の膨れあがった手が、ガー助を捕らえようとする。

　とっさに殴ろうとした棒を杉田に向け、手元のスイッチを押した。すると如によ意い棒ぼうのように棒が伸び、尖った先端が杉田の右目を狙った。

「ちっ！」

　杉田が顔を背けている間に、ガー助はその場で急きゆう旋せん回かいして杉田の顔面に唾つばのようなモノを吐きかける。弾丸のような丸い光球が杉田をさらに襲うが、杉田は下水に転がって避けた。

　さらに追い打ちを仕掛けようとしたが、

「彦左衛門！」

　杉田の命令で、彦左衛門が攻撃を始める――と思ったのだが、それはなかった。最初の打ち合わせを律りち儀ぎに守って、喜一郎くんが彦左衛門の相手をしていた。

　スライム状の生き物なのに、首にしがみついている。人ごとながら、大変そうだと思った。

「いいわねぇ。上手な連携ね」

　はぁ、とお七がため息を漏らした。

「玄一ちゃんも、このくらいできたらねぇ……」

　その言葉に杉田が焦る。

「お、お七さん！　私は……！」

「あら、いいのよ。あなた本人はもともと戦うのに向いてないからねぇ。人間、自分の向き不向きを理解しないと」

　聞きようによっては馬鹿にしているみたいな言葉のお七に、杉田は完全に黙ってしまう。このおばあちゃんに絶対的な服従を強制されているみたいだ。

　実際、お七には底知れない恐怖を感じる。

　真っ暗な下水道に燃える花を持ったおばあちゃんがいれば、そりゃ誰だって怖がると思うけど。

「ひかるちゃん」

　そんなお七に和なごやかに呼ばれた私。

「な、何？」

「どうして、私達があなたを攻撃しているか、わかる？」

「そ、そりゃ……私達の力を計るんでしょ？」

「そうよ。でも、どうして力を計りたいと思ってるのかは、わかる？」

　それは考えていなかった。

　前からずっと思っていたのだが、古科学者が私にちょっかいを出す理由がないのである。何か悪事をしたければ、私のいないところでやるか、私に気づかれないようにやればいいのに。そのほうがずっと楽なのに。

『俺はなんとなくわかるぜ』

「おや、鳥さんの方が鋭いのね」

　鈍いガー助に負けた。なんだか悔くやしい。

『ババア。ひかるのプロフィール言ってみろ』

「東ひがし宮みやひかる。十八歳。東とう宮ぐうコンツェルンの次期会長、東宮天あま人との長女。――日本に五人いる錬金術師の一人だね。一番新しい錬金術師だ。中学から高校まで、成績トップの座を譲らなかったみたい。高校卒業後、猪いの崎さき市しで鳥屋を開業。仕事の依い頼らいは二週間に一人くらいかね。アザラシのぬいぐるみを集めるのが好きみたい。身長百七十一センチ。体重――」

「わー！　ストップ！」

　慌あわてて余計な発言を止める。

「なんでそこまで調べてんのよ！」

「そりゃあ――あんたをスカウトするためよ」

「スカウト？」

　今の話を聞いて、ようやく私も合が点てんがいった。

　つまり杉田を使って私を襲ったのは、私がスカウトに値する錬金術師か見み極きわめるためだったのね。

　その場合、杉田と彦左衛門は捨すて駒ごまということになるのか――。

「なんで錬金術師の私が古科学者に協力するのよ？」

「あら、ウチは古科学者だけしかダメなんて固いことは言わないわ」

　優しく笑うお七に、さらに疑問が生じる。

『オイ待てよ。ウチって……オメーラ、なんの集団なんだよ!?』

　古科学者の集まりだと思っていたし、だからこそ古科学者は敵だと思っていた。もしもそうじゃないのなら、彼女達は一体なんなのか。

　お七は杖を振り上げた。

　何をするのでもない、ただ、下水道の天てん井じようを指さしたのだ。




「私達はね――世界を救う集団よ」




　聞くんじゃなかった。

　古こ今こん東とう西ざい、そんな集団がまともな行動をするわけないじゃないか。

　――いや、私達だって人助けをするのがモットーだけど、いきなり世界を救うなんて大それたことは言わない。昔なら言ってたかもしれないけど。

　そうか。昔の私がそのまま成長したら、彼女みたいなことを言うんだ。うわぁイヤだ。板垣さんに助けてもらって本当に良かった。

「そいつの言うことに耳を貸すな！」

　彦左衛門に組みついている喜一郎くんが叫ぶが、心配することなど何もない。

「信じてないわね、ひかるちゃん」

　当たり前だ。信じてたまるか。

　しかしお七の目は本気だ。何か根こん拠きよでもあるのか。

「でもね――すぐにわかるわよ。彼の考えが正しいってね」

　天を指していたお七の杖が私の方を向いた。

　いや、私ではない。

　私の後ろにいる千秋ちゃんの方だ。

『千秋！』

　ガー助が光線を吐く。

　冷凍光線が千秋ちゃんの周りの床を凍らせる。下水道で助かった。ここなら足止めがしやすい。

　――と、思っていたのに。

「くっ！」

　喜一郎くんを摑んだまま、彦左衛門が千秋ちゃんに突進した。凍った下水もものともせずに、一直線にもっとも弱い人間を捕らえようとする。

「やれっ！　彦左衛門！」

「やめて！　彦左衛門！」

　杉田と千秋ちゃんが同時に叫んだ。

　結果、彦左衛門は後者に従った。

　凍った下水をバキバキと壊しながら千秋ちゃんの側でピタリと静止し、怯える顔を見上げている。

「彦左衛門！　やれ！　どうしたんだ!?」

　憤ふん慨がいする杉田。

　動物にまで嫌われるとは悲しい男である。

「あ、ありがとう……彦左衛門」

　おそるおそる千秋ちゃんが彦左衛門の頭に手を伸ばす。

「おやおや、どうしちゃったのかしらねぇ」

　暢のん気きな声で言いつつ、お七が千秋ちゃんに向けて燃える花を投げつけてきた。花の炎は千秋ちゃんに近づくにつれて大きくなり、投とう擲てきから数秒でチューブ状の下水道を埋め尽くす業ごう火かになった。

『やめろこのババア！』

　ガー助が冷凍光線を吐くが、炎の威い力りよくは止まらない。

　私も喜一郎くんも道具を取り出して炎を消そうとするが、それよりも速く行動した者がいた。

　彦左衛門の口から勢いよく水が吹き出て炎を消したのだ。消防車の放水のように激しい水は、花の炎を押し返して下水に波を作る。

『彦左衛門！　千秋を逃がせ！』

　一瞬で彦左衛門の立場を把は握あくしたガー助、すぐに命令を飛ばすと、彦左衛門はずっとしがみついていた喜一郎くんを振り落とすと、また下水に潜る。

「わっ」

　と、思ったら千秋ちゃんの股またの間から頭をのぞかせた。まるで浦うら島しま太た郎ろうのように変種ミドリガメにまたがった千秋ちゃんを乗せて、彦左衛門が狭い下水道を走り出した。元来たマンホールに向けて、まっすぐ進んでいる。

「おい！　いいのか!?」

　彦左衛門の走り去っていった方を見る喜一郎くん。

「今はね。彦左衛門は、あとで私がなんとかするから」

「なんとか？」

「錬れん丹たん術じゆつでなんとかする。あの程度だったら元のミドリガメに治せる。だから今はあのふたりに集中して！」

「治せるだと……？」

　聞きとがめたのは、お七の側にいる杉田。腕の服だけでなく、気がつけばズボンも破れていた。

　もう最初のオドオドした医者ではなく、筋肉隆りゆう々りゆうの変態にしか見えない。

「させるかっ！　あれは私の愛する彦左衛門だ！」

　飛沫しぶきをあげて杉田が走り出す。彦左衛門が泳いでいった方向だ。

　スプリンターのような早さに息を飲む。だけど、驚いている場合じゃない。追いかけないと。

「ウフフ。元気がいい子達だねぇ」

　そんな杉田を見て、お七は笑うだけ。止めたりもせず、援えん護ごもしない。

　目の前にいるお七と、杉田に追われている千秋ちゃん。

　どっちを取るかなんて考えるまでもない。

「ガー助！　行くわよ！」

　叫んだときには、ガー助はすでに翼に光をまとわせて飛んでいた。暗い下水道を照らしながら、一直線に杉田を追う。

「ごめん喜一郎くん、そっちのおばあちゃんよろしく！」

「おまえら！　……ったく！」

　舌打ちしながら、喜一郎くんが刀を抜く。

　何も言わずともお七の牽けん制せいをしてくれるようだ。ここまで私達のやりたいようにやらせてくれる子も珍しい。愚ぐ痴ちを垂たれながらも、彦左衛門より戦いやすい相手だから安心しているみたい。

　大きく一歩踏み出すと、水が跳ね上がった。

　鼻を突く匂においのする汚水が顔にかかるが、そんなこと気にしていられない。

　誓ったのだ。

　どんなに汚れても、私は誰かを助けると。

　人を助けるのに必要なのは、カッコではないのだ。

　それが私なりのヒーローなのだ。































　疲れと眠ねむ気けと悔くやしさで、ラーメンのドンブリに顔をつっこみそうになる。食べ物を粗そ末まつにしたらもったいないので、意地でかきこむ。おいしい。スープのダシが特に。

　だけど胸の奥の暗い気持ちは、いくらおいしい物を食べても消えない。

　このラーメン屋の隣のビルに間借りをして、もう一週間。

　興きよう味み本ほん位いで仕事をくれる物好きを相手にしてきたが、どれもうまくいかなかった。私の錬れん金きん術じゆつも、鳥の力も充分だったはずなのに、どうにもしっくりこない終わり方しかしないのだ。

「ここのラーメンはウチの娘は好きじゃないって言うんだ。なんでも匂においがきつすぎるそうでね。僕はこの匂いが好きなんだが……」

　隣でラーメンを食べているのは、一階の花屋さん。板いた垣がきさんとかいったか。引っ越して間もない私の世話を焼いてくれる。世間知らずなところだらけなのに、この人は私の事を笑ったりはしなかった。

　今日もこうして、仕事に失敗した私をなぐさめるためにラーメンを奢おごってくれる。

　なんでだろう。

　なんでこんなに優やさしくしてくれるんだろう。

「ひかるちゃん。今日はなんの仕事だったんだい？」

「…………ペット探しでした。どこかの富ふ豪ごうの元に届ける予定だったダチョウが、輸送トラックから逃げて、それで……」

「見つからなかったのかい？」

「見つかったんですけど、こいつが！」

　私の後ろにいる鳥は、つまらなさそうな顔でテレビを見ていた。

『こいつが、じゃねーだろ。テメーがチンタラ追いかけっこなんてやってるからいけねーんだろが』

「だからって、アンタあのダチョウを殺そうとしたじゃない！」

『バカが！　ダチョウの脚きやく力りよく知らねーのか！　人間くらい軽く殺せんだぞ！』

「依頼主のペットなのよ!?　殺したら報ほう酬しゆうもらえないじゃない！」

『だからどーした!?　テメェ俺がダチョウに踏ふみつぶされてもいいのかよ！　殺すしか止める方法ねーだろ！』

「殺さずになんとかしなさいってのよ！　報酬がもらえなくなったら意味がないの！」

　カウンターを叩たたくと、跳はねたラーメンのドンブリから汁が飛ぶ。手にかかってものすごく熱かった。

「ほらほら、落ち着きなさいふたりとも」

　台フキンでカウンターを拭ふきながら、板垣さんはそれでも優しい。

「君達は、本当に仲が悪いねぇ」

　見ればわかることを言う板垣さんに、私はそれでも反論した。

「この鳥が悪いんですよ。毎回毎回、私の邪魔ばかりするんだから。寄生虫みたいなくせに」

『んだとこのデカ女！』

　鳥の口が開かれ、光線を撃とうとする。

　だけどこの鳥が私に攻撃できないことは百も承知だ。そうなったら自分もタダではすまないのだから。

「そんなに仲が悪いのに、どうしてコンビを組んで仕事をしているんだい？」

　冷静に、あくまでも冷静に板垣さんは尋たずねてくる。

「それは……やっぱり、なんだかんだでこの鳥の力が必要なんですよ」

『よくわかってんじゃねーか。まぁ、俺もこのケツデカ女がいねーと生きられねーしな』

　正直に答える私達。この鳥も板垣さんに逆さからおうとは思っていないようだ。

「ああ、質問の仕方がちょっと悪かったね。僕が知りたいのは、どうして錬金術とやらを使って探偵のような仕事をしているのか、そっちの方に興味があるんだ」

「それは……」

　私が言いい淀よどんでいると、鳥の奴が私に代わって答えてくれた。

『そいつぁこの女の師し匠しようの影響だ。その師匠は人の役に立つ錬金術が使いたいんだとよ』

「人の役に立つ、ねぇ」

『俺が作られたのも、そのためらしいぜ。つっても、全然人の役になんか立ててないんだがな。この女が邪魔さえしなけりゃ、もっとマシにはなるんだろうが……』

「うるさいわね！」

　コップの水を鳥にぶっかけた。

　鳥も目を光らせて飛びかかってこようとしたが、すんでの所で思いとどまる。

『ケッ。図星じゃねーか。てめえの錬金術で、今まで誰だれが助けられたよ!?』

「それは、もっと勉強すればこれから私だって！」

「そこまでだ」

　板垣さんが私の腕を摑つかみ、鳥を睨にらんだ。

　それだけで鳥が喋しやべるのをやめた。死角になって見えないが、板垣さんはどんな怖い顔をしているんだろうか。

「――ひかるちゃん。鳥さん」

　いや、板垣さんの目は優しかった。

　そして、彼が発した質問は単純だけど難しいものだった。




「君達は人助けをしたいのかい？　それともヒーローになりたいのかい？」




　本当のことを言うと、言われた直後は違いがわからなかった。

　ヒーローっていうのは、つまり人助けをする人のことだろう。まったく同じ存在じゃないか。

　鳥を見た。あいつもワケがわからないといった顔をしている。

「そりゃね、この広い世界を探せば、全すべての犯罪や天災から人々を守ることができるヒーローがいるかもしれないよ。でも、君達はそうじゃない」

　板垣さんは世間話でもするかのように、大切なことを言った。

「背伸びをしなくてもいいんじゃないかな。ヒーローじゃなくても、偉大な錬金術師じゃなくても、君達には人を助けられる力があると思うんだが……あ、いや、僕が言えた義理じゃないんだけどね」

　取りつくろうようにラーメンを食べる板垣さん。

　板垣さんの言葉よりも、その優しい態度に私は何も言えなかった。いつも、大人に頭ごなしに怒ど鳴なられてきた私には、こんな風に優しく説教をする人が身近にいなかったのだ。普段は甘い師匠も、錬金術に関してはこんなに優しくない。

　また鳥と目が合った。

「あのさ、鳥――」

　何を話しかけようとしたのかわからない。ただ、間まが持ちそうになかったのだ。

　ところが鳥は椅い子すを蹴けって飛び上がると、

『オイ、近くで火事だ』

　と、誰の言葉も待たずに外へ飛び出していった。

　少しだけ迷ったが、私も鳥を追って外へ出る。







　ところが鳥が見つけたのは、火事なんてものじゃなかった。

　ラーメン屋の隣の隣にあるマンションの二階。そこでボヤにもならない小さな炎が上がっていただけなのである。

　すぐに窓から飛びこんだ鳥が、炎に冷凍光線を吐はいて鎮ちん火かする。私も自前の道具を使って、ベランダから家の中に入った。中には誰もいなかった。

　コンセントに綿わた埃ぼこりが詰まって、火花が散ったのだろう。鳥のヤツが気がつかなかったら、きっと一時間後には大火事だった。

『ったく、ちゃんと掃そう除じしろってんだ！』

　生活感あふれる家に毒づく鳥。

　たぶん二人以上の家族がここで暮らしているのだろう。

　そんな彼らが、帰ってきたときに燃えた家を見たらどう思うか。

「でも良かったよね。アンタが気づいてくれて」

『そりゃ、まぁな。いくら金にならなくても、ウチの事務所から見える範はん囲いで火事なんてあったら、寝ね覚ざめ悪わりィだろ』

　金にはならない仕事か。

　――ちょっと、板垣さんの言っている事がわかった。

　正義のヒーローなら、燃えさかる家からキレーな女性を助け出すんだろうな。でも私はボヤを食い止めるくらいしかできない。

　だけど、これも立派な人助け。

「あのさ、鳥」

『ん？』

「ごめんね、今までこき使って」

『…………!?』

　いきなり羽ばたいて、テレビの上に避ひ難なんする鳥。

『な、なんだ!?　テメーが謝あやまるなんて、この春に雪でも降るのか!?』

「死ねっ！」

　手近にあったティッシュの箱を投げつけるが、鳥は羽ではたき落とす。そしてまた私の頭の上に戻ってきた。

『――オイひかるよ。一つだけ言っていいか？』

「……ん？」

『オメー、気づいてねーかも知れないけどよ。俺が死んでもオメーが困るんだろ？』

「そうよ。困るわよ」

『だったら安全な仕事をもっと持ってこい。俺達でもこなせる仕事をな』

「んだねぇ……」

　師匠から錬金術師としてのお墨すみ付つきをもらったとき、私はもう一人前の錬金術師になったのだと思っていた。

　正直、それは私のちっぽけなプライドだった。学校での生活もパッとせず、社会的立場のある両親から過か剰じような期待を寄せられるのがイヤになった私の、最後の砦とりでが錬金術だったから。

　錬金術だけは誰にも負けたくなかった。負けていないと信じていた。

　だけど、ようやくわかった。

　まだ私達は錬金術師としてはレベル１なのだ。まともに人助けができるようになるまでは、まだまだレベルが足りないのだ。

『俺も、ちっと自分の力を過信してたからな――なんでだろうな、板垣のダンナの台詞せりふは妙にハマッてんだよな』

「そりゃあんた、渋いおじさまの一言には誰も逆らえないものよ」

『そーいうもんか……？』

　まだ私達は、ボヤを消すくらいの駆け出しの錬金術師だ。

　今、一番必要なのは、名めい誉よでもお金でもない。

　本当のヒーローになるための経験だ。







　その日から、私達は本当の意味でコンビを組むようになった。

　鳥のヤツは名前を欲しがってギャーギャー騒いでいたが、私との連携は崩くずさないようになった。

　逆に私も鳥の意見は素直に聞き入れることにした。どうすれば迅じん速そくに仕事をこなせるか、いつも一緒に考えるようになった。

　小さな依頼をこなしていくうちに、顧客がどうすれば一番喜んでくれるかもわかってきた。それには依頼をこなすだけではダメなのだ。

　お金よりも大切な報酬は、笑顔に形を変えて心のサイフに入ってくるのだ。

　どれもこれも、板垣さんの一言のおかげである。

　だから許せないのだ。恩人を誑たぶらかした古こ科か学がく者しやは。
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　気合いを入れて駆けだしたのはいいが、杉すぎ田たの脚きやく力りよくはオリンピック級を遙はるかに凌りよう駕がしており、私の足ではどうがんばっても追いつけっこなかった。先行しているガー助すけがどうにかしてくれるのを祈るのみ。

　私なりに全力で下水道を戻っていると、ふと、違和感を覚おぼえた。

「あれ……こんな道、通ったっけな」

　来たときは事務所の手前のマンホールから潜もぐって、不自然なほど広いトンネルを抜けたら、ガー助と千ち秋あきちゃんがいる広いチューブに出たのだ。

　ということは、あのトンネルが歪ゆがめられたのだ。

　私一人だけ古科学者の罠なわにはまったのだろうか、と考えていたのだが、それは杞き憂ゆうだった。いくつも曲がり角を曲がって直線に出たら、走っている杉田とガー助の姿が見えた。

「待ちなさい！」

　叫んで、気づいた。下水道と違って、あまり声が響かないのだ。そしてさらに気づいた。ここはもう下水道じゃない。踏んでいる地面が石だから気づかなかったけど、下水道じゃなくアスファルトの道路だった。

　そう思った瞬間、目が焼かれるような感覚に襲われた。

　下水道から外に出ていたのだ。マンホールも登らずに、歩いて。

　これも古科学か。下水道とここの空間が繋つなげられていたのだ。どこでも移動できるトンネルみたいなものがあるんだ――って、それは錬金術の道具でも存在していた。師匠も使ったことがあるそうな。

　走りながら振り返ると、家の塀へいに人一人が通れるほどのトンネルが空いていた。綺き麗れいな楕だ円えん型けいで、その奥には下水道が見える。こちら側に下水が流れてこないのは、下水道が下り坂になっているからだろう。

　と、がくんと身体からだが下に引っ張られた。

「わ、うわわわっ！」

　前方が土手だったのだ。

　石の土手をゴロゴロ転がると、田んぼだった。また頭を打った。誰かに襲われないかと身体を起こすが、杉田は彦ひこ左ざ衛え門もんを追うのに必死で、誰も私のことなど見ていなかった。ちょっと寂さびしい。

　周りを確認すると、右手に猪いの崎さき市しで有名なデパートが見えた。距離にして五キロくらいか。雑居ビルからかなり離れた場所である。

「彦左衛門！　どこだ！」

　あぜ道で杉田が叫んでいた。悲劇の俳優みたいにクルクル回っている。

　土手の下は見渡す限りの田んぼで、ちょうど収しゆう穫かくの季節だ。金色に輝く稲いな穂ほが綺麗だった。

　きっと千秋ちゃんも彦左衛門も、この田んぼのどこかに潜ひそんでいるのだろう。なるほど、下水と同じで濁った水は彦左衛門のテリトリーというわけか。

　ガー助は――いる。上空だ。杉田の頭上三十メートルほどの高さを飛んでいる。狭い下水道から出られて生き生きとしてるようだ。ここからなら杉田を狙そ撃げきできるだろう。

「杉田さん！　止まりなさい！」

　エプロンのポケットから、拳けん銃じゆうを取り出して構える。もちろん本物じゃない。モデルガンを錬金術を使って改造したものだ。板垣さんの銃工ガンスミスの腕は信頼できる。

　そして杉田は私の命令に初めて従った。

　だが、それは私の言うことを聞いたからではなかった。

「見つけたぞ……！」

　彼の筋肉は、もう人間の限界を超えて膨れていた。腕だけ見ても、私の胴くらいはあるんじゃないだろうか。

　そんな化け物みたいな杉田が、田んぼに住むカエルのような脚力で横っ飛びにジャンプした。

「きゃああっ！」

　田んぼの泥水と稲が吹き上がり、そこから千秋ちゃんと彦左衛門が放ほうり出だされた。彦左衛門は千秋ちゃんを守るように抱きかかえており、だからこそ杉田に捕まったのだ。幸さいわいその軟体のおかげで千秋ちゃんにケガはない。

　だけど、あぜ道の上に投げ出されていた彦左衛門は、下水にいた時より元気がないように見えた。喜一郎くんと戦っていて疲労したのだろうか。

「こいつか……このガキが彦左衛門、おまえをぉぉっ！」

　血走った目で杉田が彦左衛門から千秋を引きはがす。

「痛……ひかるちゃん！」

「千秋ちゃん！」

　千秋ちゃんの叫びに呼応するように、私は拳銃の引き金を引こうとする。だけどちょうど射線上に千秋ちゃんと彦左衛門がいる。これでは、この威い力りよくでは巻きこんでしまう。

『うおおおおっ！』

　私が撃てないとわかると、ガー助が真上から杉田に落下してきた。翼つばさに光をまとわりつかせ、口から光線を吐きながらきりもみ状に回転する。

　その口から吐いている光線が回転するガー助の身体に螺ら旋せん状じように巻きつき、さらに落下スピードが上がる。

『逝いけぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!』

　落下したガー助のボディが杉田の胸に突き刺さった。そして空いた穴から爆発が起こり、黒煙が上がる。

　杉田は千秋ちゃんから手を離し、ヨロヨロと後ろに下がる。

「ナイス、ガー助！」

　私がガッツポーズを取ると、ガー助はこちらを向いて――

「おおおおおおおっ！」

　そのガー助の注し連め縄なわを杉田の熊みたいな手が握り、力任せに振り回した。遠心力のついたガー助が何か反撃をする前に地面に叩きつけられた。なんの変哲もない純じゆん粋すいなパワーで、あぜ道が陥かん没ぼつするほどの強さを出したのである。

「ガー助！」

　ガー助に代わって悲鳴を上げたのは千秋ちゃん。

　正直、これはガー助も辛つらいだろう。ピンチだ。機能が停止しかけている。

　なんでそんなことがわかるのかというと――

　私の胸がさっきからズキズキと痛むのだ。

　立っていられないくらいに。

　手から拳銃が落ちた。指一本動かせない。

　心臓から全身に痛みが伝わり、見えない何かが私の身体を内部から食い破っているような感覚に見舞われて、意識が朦もう朧ろうとし始める。

　けど――

「錬金術師……おまえもだ！」

　杉田がその大きな体をこちらに向けた。

　ガー助を地面に叩きつけたことで、気持ちがさらに高こう揚ようしている。

「私の……私の彦左衛門を……よくも！」

「何言ってんのよ。もともと彦左衛門にひどいことしたのは、あんたで――」

　言い終える前に、顔面が土にめりこんだ。

　瞬間移動のような速度で杉田が私の後頭部を殴なぐったのだ。

「か――！」

　息を吸おうとするが、杉田に髪の毛を引っ張られて、身体が後ろに引き倒された。脇わき腹ばらを蹴け飛とばされて、呼吸がさらに難しくなる。

「ははは……はははは！　これなら彦左衛門の手を借りるまでもないじゃないか！」

　私の腹を踏ふみながら、杉田が何か笑っている。

　だけど体中がミキサーにかけられたように揺さぶられ、かき乱される。痛いとか、そういう次元の話じゃない。

「ひ、ひかるちゃん！」

　千秋ちゃんが駆け寄ってくる。

「おまえも……殺されたいのか？」

　杉田のターゲットが千秋ちゃんに移る。

　逃げて、と言いたかったが口が動かない。

　こんなに痛いのはアレ以来――そう、オーギュストに踏まれたとき――って、けっこう最近の話じゃないか。そんな一人ボケツッコミをしてるヒマがあったら、起きて千秋ちゃんを助けないと――

　と、頭で考えてはいるが、身体はそれに反比例してどんどん動かなくなってくる。

　そうしているうちに意識まで遠くなってきた。

　あ。こんな感じ、前にも一度体験した。

　そう、あれは――
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　意識が戻ると、まず最初に一番肝かん心じんなことをたしかめる。

「あ……生きてる」

　意識があるのだから当たり前だと思うだろうが、当事者の私にとってはとても大切なことだ。もしかしたら幽ゆう霊れいになっているのかもしれないし。

　身体を起こそうとしたが、ずいぶん頭が重かった。なんのことはない、デカいヘッドギアをつけていたからだ。ヘッドギアにはどこの国のものとも知れない文字が彫られており、その頭頂部から伸びたケーブルは、台座の上に鎮ちん座ざまします鳥の自動石像に繋つながれていた。

　そして私のベッドの下には、眠っている師匠が。

　――お願いした通りに、師匠がやってくれたんだ。

　良かった。私の一世一代の実験は成功したんだ。

　時計を見ると、お昼だった。

　私が倒れたのが朝だったから、それほど時間は経たっていないのか。と思ったら、卓上カレンダーの時間は三日ほど過ぎていた。そんなに寝ていたのか。そして師匠はそんなに長く私を診みていてくれたのか。

『んぁ？』

　間抜けな声が聞こえたので、何かと思ったら鳥の自動石像が目を覚ましていた。

「おはよ」

　私が鳥に向かって手を上げると、

『なんだオメー、その頭？　ウンコみてーなモンかぶってんな』

「う……」

　どこで失敗したんだ。なんでこの鳥、こんなに口が悪いんだ。

『それにどーしたそのツラは？』

「え、そんなにヘン？」

『真まっ青さおだぜ』

「あ、そうか」

　この実験をやる前のことを思い出す。と、いうことはこの鳥にも現状をわかってもらわねばなるまい。

「鳥さん、ちょっと聞いて。あのね――」

　私は言葉を切って、自動人形に含ふくませるように事実を伝えた。




「私、ゾンビなんだ」




　あの時の鳥の顔は、控ひかえめに言ってギャグ漫画のようだった。

　この自動人形が完成する直前まで、私は魂たましいの塩の在処ありかがわからなかった。というか、今でもわからない。たしかに錬金術の最さい秘ひ奥おうと呼ばれるだけはあった。

　ではどうしてこの鳥が、こうして生きているかのように喋っているのか。

　まぁ、それに至るまでの事情はすっごくマヌケなのだが。かいつまんで説明すると、この自動人形を作るためにずーっと地下室に籠こもっていたから、見えざる水銀中毒になってしまったのだ。

　光線なんかにも変化するほどの劇毒を体内に取りこんでしまった私。このままだと死ぬだけだったのだが、ふと閃ひらめいたのだ。

　見えざる水銀に蝕むしばまれた私の身体をほったらかして、命だけを別の器うつわに退たい避ひさせられないかと。そして倒れた私の目の前に器があるモンだから、文字通り死にもの狂いで公式を書いて師匠に渡した。

　死に侵おかされた私の身体から命を剝はく離りして、自動石像に移す。

　そして死んだ私の身体から毒素を取とり除のぞいた後、命を半分だけ戻す。そうして自動石像に半分だけ命を残し、魂の塩の代替品にしたのだ。

　理由は二つ。死にかけた私の命を預かってもらうためと、この鳥を動かしたい私の野望のため。

『するってーと、何か？』

　私の説明を聞いた鳥が、翼を指のようにして私に向ける。

『俺様の命は、オメーのもんなのか？』

「そういうこと」

『俺が死んだら、オメーも死ぬのか？』

「私が死んでも、あんた死ぬわよ」

　私の指の先にいる鳥は、しばらく下を向いて考えこんでいた。私の言ったことを反はん芻すうしているようだ。しかしその両方の翼を大きく振りかざすと、私に向かって飛びこんできた。

『フザけんなこのウンコ頭ッッッッッ!!』

　ドリルのような鳥の頭ず突つきで、私はまたベッドに倒れこむ。頭につけていた装置が重かったので、立ち上がりにくかった。

「いった！　何すんのよっ！」

　頭から装置を外はずして鳥をブン投げると、鳥も負けじと翼でビンタしてきた。

『テメー、二流の錬金術師か！　なんでテメーなんかと命を共有しなけりゃなんねーんだよ！　俺の自由はどこ行った！』

「二流で悪かったわね！　それにもともと自由になんかするはずないでしょ！」

『うるせぇ！　命は一番大事な権利じゃねーか！』

「そんなに欲しかったら――う」

　欲しかったらくれてやる、と思った瞬間に頭がクラッと来た。

　足の先から蠟ろうになったように、感覚がなくなっていく。

『お、おい……』

「あ……命、なくなってく」

『ちょっ！　おまえ、待て！　死ぬな！』

　鳥が私のほっぺたを往復ビンタする。

　どうやら私の命は、自由自在に鳥に注そそぎこめるようだ。しかし鳥に満タンまで注ぎこんだら、私の命がなくなって死ぬ。私が死んだら鳥も死ぬ。だってもともと私の命だし。

　命を注ぎこむのをやめると、身体に感覚が戻ってきた。

「これ……怖いね。危険な技だわ」

『やってから言うなボケ!!』

　意識は戻ったのに、また鳥にビンタされた。







　それから大おお喧げん嘩かの騒音で師匠が目覚め、とりあえずその場は収まった。そうして私と鳥とで命に関する約束事をいくつか決めた。なんたって命に関かかわることだ。真剣に決めないと後々ふたりともドジ踏んで自じ滅めつなんてこともありえる。

「よっ……と。これでいいのかい？」

　師匠が鳥の肩に大きな注連縄を巻く。

　黒い無ぶ骨こつな自動人形に紅白のアクセサリをつけると、なんだか狛こま犬いぬみたいに神聖な生き物に見えてくる。

『おい、これ解とけやすくないか？　大丈夫なのかよ？』

「大丈夫。解けない縛り方で結んでるから」

　生意気な口をきく鳥にも、師匠は相変わらず優やさしい口く調ちよう。まったく、スペックは高いんだから、こののんびりとした性格はどうにかならないものか。

　きっと将来、年上の女性の尻に敷しかれるだろう。もしくは現在進行形で敷かれているかのどちらかに違いない。

『この縄で、俺の命が制せい御ぎよできんのか？』

「そうだ。この注連縄は、いわば安全弁だ。ひかるの命が一定量以上流れこまないようにするんだ。命の量は常に半分ずつが望ましい」

『……別に、そんなこたぁしねーよ。人の命なんざ』

「あら、妙に殊しゆ勝しようね」

　ちょっと眉まゆを上げて感心していると、

『俺だってな、まともな命が欲しいんだよ。人様の命に間借りするなんざ、カッコつかねぇ。テメーみたいな天パー女の命なんて、マズくて食いたくもねーんだよ、ホントは』

「んですってぇ!?」

　またブン殴りたくなる衝しよう動どうにかられる。

「ひかる。君もだ」

　と、師匠が私にくれたのは、ペンダント。

　これでも錬金術師として師匠からお墨付きをもらっているのに、このペンダントの素材がわからなかった。

「君の命もこのペンダントが制御してくれる。肌はだ身み離はなさず持ってるんだよ」













「これもお兄ちゃんが作ったの？」

　私と鳥の命が共有されてから、まだ半日も経っていない。その短時間に師匠はどうやってこれを用意したのか。師匠くらいの錬金術師ならすぐに作れそうだけど。

「……半分はね」

　意い味み深しんなことを言う師匠だった。

　とにかく、これで命に関する問題は一つクリア。

「いいこと、鳥。あんた死にたくなかったら私の言うこと聞きなさいよ」

『ほー、そうかい。だったらこっちも言わせてもらうぜ』

「……何よ」

『いつか、俺の命を作れよ。ちゃんとした、俺だけの命をな！』

　高圧的な態度だが、コイツに半分しか命を与えられなかったのは、たしかに私の責任だ。さっきも言ったが、間借りという表現がぴったり来る。

「……わかったわよ。これでも錬金術師のはしくれだもんね」

「これから仲良くするんだよ。君達は運命共同体なんだから」

　私と鳥の手を、無理矢理つながせようとする師匠。小学校の先生か。

「ふんっ！」

『ケッ！』

　当然のようにその手をはたく私達。

　死亡と誕たん生じようの瞬間は――いま考えても最悪だったと思う。




　　　　　[image: ]




　目を覚ますと、腹の重みが消えていた。

　口の中で泥どろの味がした。今日は地面にめりこむことが多い日だ。杉田に殴られた後頭部からじくじくと血が流れている。

　そして杉田は――千秋ちゃんの首根っこを摑つかんで、持ち上げている。

「や――！」

　やめなさい、と叫ぼうとしたけど、声が出ない。

　だけど私の意識が戻ったのを悟ったのか、杉田が私の顔を見た。

　筋肉モリモリ、髪の毛ザンバラの杉田。その杉田の側そばで彦左衛門が倒れている。きっと千秋ちゃんを助けようとしてやられたのだ。そしてオマケ、陥かん没ぼつした地面で寝ているガー助。

「このガキには、彦左衛門を誑たぶらかした罪を償つぐなってもらわないとなぁ……！」

　そう言って杉田は千秋ちゃんの身体を乱暴に振り回して、地面に叩きつけようとする。中学生の女の子を、人形のように軽々と投げる様は、映画に出てくる怪獣のようだった。

『てめぇっ！』

　ガー助の光線が杉田の右手に当たった。

　いつのまにか起きていたのだ。

　だけどその光線は弱々しく、杉田が軽く手を上げるだけで避よけられてしまう。

「フン……ポンコツがぁっ！」

　杉田の手が振りかぶられ、ガー助に向かって千秋ちゃんが投げつけられた。

『うおおおおっ！』

　ガー助は光の障しよう壁へきを展開して、千秋ちゃんを受け止めようとする。

　だけど今のガー助は、千秋ちゃんの重みすら受け止められない。

　千秋ちゃんの身体は障壁ごとガー助にぶち当たった。ふたり揃そろって田んぼの中に転がる――

　寸前、私が飛び出してふたりの身体を受け止めた。だけどそれでも支えきれずに、みんな揃って田んぼの中に転落してしまう。

「ハハハハハハ！　何をやってるんだ！　自分から田んぼの中に入るなんて！」

「……っさい」

　指をさして笑う杉田を、私は睨にらみつける。

　この男は――やっちゃいけないことをやった。

　絶対に許さない。

「うああああっ！」

　月面体感機――特殊警棒のような武器を振りかざし、泥まみれになりながら杉田に斬きりかかる。

　剣客のように華か麗れいな立ち回りなんてできない。まっすぐに杉田に走る――いや、走る体力もなかった。ヨロヨロと歩きながら杉田に棒をぶつける。それだけしかできない。

　後頭部の痛みがまた蘇よみがえった。

「……フン」

　鼻で笑われながら、杉田に頭を摑まれ、また地面に叩きつけられた。頭の中で鐘かねをつかれたような衝撃が何度も何度もこだまする。

『のやろ……！』

　ガー助もゆっくりと羽根を動かして、杉田に向かって飛ぶ。その遅さを見て、さっきの私はあんなにノロノロと杉田に斬りかかっていたのだなぁ、と再確認した。

　そして私と同じように、ガー助は杉田に摑まれ、投げ捨てられた。まるで巨象に立ち向かうハエだ。

「ひかるちゃん！　もう動かないで！」

　泥だらけの身体を這はわせて、私に近寄ってくる千秋ちゃん。

「それ以上やったら死んじゃう！」

「ちあき……ちゃん」

　口の中に血が混じって、いよいよ喋れなくなる。

　なんで私は千秋ちゃんにかばわれているんだ。千秋ちゃんを守るつもりだったのに。

　やっぱり、まだまだヒーローレベル１なのかな、私。

「ごめんね、わたしのせいで……」

　私に泣きつく千秋ちゃんの言葉に、ふと冷静になる。

「……え？　これのどこが千秋ちゃんのせいなの？」

　全まったくわからない。千秋ちゃんがこの戦いを引き起こしたわけじゃないのに。だけど千秋ちゃんは泣きながら私にしがみついてきた。

「だって、だって……。ひかるちゃんもガー助も彦左衛門も、みんなわたしを助けるためにあんな風になって――わたし、歩けないから……だから、みんなの足手まといになって――」

「あのねぇ、千秋ちゃん」

　ハラが立ったから、その横よこっ面つらを思いっきり殴った。グーで。

　殴った腕から全身に痺しびれが来た。

　またブッ倒れそうになるが、根性で上体だけ起こす。

　千秋ちゃんの肩を摑み、気合いを入れるつもりで叫んだ。

「目ェ覚ましなさい！　なんでもかんでも不自由な足のせいにしない！」

「うう……」

　目から大おお粒つぶの涙を流す千秋ちゃん。やばい、ちょっと強く殴りすぎたかも。

　だけどこれだけは言っておかないといけない。千秋ちゃんのこれからのためにも。

「悪いのは誰!?　あの古科学者でしょ！　彦左衛門を利用したのも、ガー助をつぶしたのも、全部あいつのせい！　千秋ちゃんの足は、誰にも迷惑をかけてないでしょ」

「でも、お父さんも、わたしのために古科学を――」

「それはそれ！　子どもは親に迷惑かけて当然よ！　そういうふうにできてるの！」

「ひかるちゃんは――」

「私だって同じよ！　そんな迷惑、屁へでもないわ！　いくらでもかけなさい！」

　そこまで言って、ようやく千秋ちゃんは黙った。

　足が不自由なのをずっと気にしていたのは誰でも知っている。でも松葉杖で歩けるまで回復した根性があるのだ。劣等感をパワーに変換できるのは、立派な美点だと私は思う。

　その点では、私も似たようなものかもしれない。錬金術師として名を上げたいという欲求から生まれたのが、ガー助なのだから。

「でもね、本当は私達にも原因があるのよ」

「ひかるちゃんに？」

「どっかの町のガーゴイルはね、私達と違って、どんな敵が来てもババーッとみんなを守ってくれるんだって。千秋ちゃんも、そっちが良かった？」

　少し考えて、千秋ちゃんは首を振った。

「わたし、ひかるちゃんとガー助に守られたい」

　その言葉は、一番のエネルギーになる。

　とてもうれしかった。

　少し身体の痛みが和やわらぐ。

「私達じゃ未み熟じゆくよ。千秋ちゃんを守りきれないわよ」

「じゃあわたし、残りは自分で守る！」

　強い声で宣言してくれた。

　守ることだけじゃない。それが私達のやり方なんだ。

「んっ……！」

　身体を起こし、足を踏ん張って立ち上がった。

　こりゃ、どっかの骨がイカレてる。女の子になんてマネするんだ本当に。

　足がブルブル震えていた。

　痛みと恐怖と、身体が出す危険信号だ。

　杉田がブレて見える。ぐったりした彦左衛門の首を摑んで持ち上げようとしていた。その極悪な身体を見ていると、当初の私の目的を思い出す。




　――最初は私し怨えんだったのだ。

　私の大好きな人達を傷つけた恨みをぶつけたかった。古科学者を追う理由のほとんどはそれだ。

　だけど、今はなんとなく違う理由が生まれつつあった。

　あの連中を野放しにしたら、私の大切な人達だけじゃなく、もっといろんな人達が困ることになる。

　そういう事件が起きたら、ヒーローが駆けつけてくるだろう、でも私達はそんな立派なヒーローじゃない。

　だからボヤのうちに、未然に防がなくちゃ。




　私の気持ちに反応したのか、ガー助が陥没した地面から飛び上がってきた。そして一番収まりの良い場所――私の頭の上に飛び乗ろうとする。

　糸を解かれた注連縄が、ガー助の尾のようになびいていた。

　さっき杉田に叩きつけられたときに解かれたのだろう。

　――好都合だ。

「ガー助。彦左衛門を助けて」

『ああ……あいつ、身体が元に戻りかけてるんだ。だからあのヤローにあんなに痛めつけられてる』

　杉田はあんなに取り戻したがっていた彦左衛門の身体を、太い足で何度も踏みつけていた。我われを忘れているのだろう。

　そして彦左衛門はもうスライム状の身体ではなく、ただの巨大な爬は虫ちゆう類るいのような色になっていた。

「――60％まで持ってっていいわよ」

『フザけろ。80はよこせ』

「殺す気？　65」

『わーったよ。70。んですぐ返す。それならいいだろ？』

「……しょうがない。オッケー、70％ね。それ以上持ってかないでよ」

『オーケイ！』

　私もペンダントを外し、ポケットにいれる。

　解かれたガー助の注連縄の糸が、青白い光を帯おびる。私の命を吸っているのだ。同時に私の心臓が強く跳ね上がる。心臓のほかにもう一つポンプができたようだ。

　私の中の何かがガー助に流れこんでいくのが、気持ち悪いほどにわかる。固体でも液体でも気体でもない何かが移動しているのだ。気分がどんどん悪くなる。私の意識まで持っていかれそうになる。

「……まだ？」

　吐きそうになってきた。

『オーケー。もういいぜ』

　ガー助がそう言うと、私の身体の異変はピタリと止まった。危ないところだった。千秋ちゃんに抱かれたまま吐いてたかもしれない。

「じゃ……よろしく」

　なんとか姿勢を保って、あぜ道に座りこむ。あとはもう、ガー助に任せよう。

　ガー助は首を縦に振ると、急きゆう旋せん回かいして飛び上がった。力が溢あふれているのか、尾羽根から光の粒りゆう子しがキラキラとこぼれ落ちている。

「コラァ！　無む駄だ遣づかいするな、私の命！」

「ひかるちゃん、命って……？」

「見てて、千秋ちゃん」

　心配そうな顔の千秋ちゃんをよそに、私は空を飛ぶガー助を指さした。

「今のガー助はね、千秋ちゃんの劣等感なんて簡単に吹き飛ばすほど強いのよ。辛つらいことがあったら、ガー助に全部ぶつけなさい。まとめてカッ飛ばしてくれるわよ」

「ガー助……強いよね？」

「今は、ね」

　空に向かって伸びた光の橋が、突とつ如じよカクッと曲がった。そうかと思いきや、グルグルと螺旋を描いて落下していく。

「なんだ……？」

　ようやく杉田が異変に気づき、空を見上げた。

　その顔面にピンポイントでガー助の光弾が命中した。普通の人間なら顔面を貫通してもおかしくない速度で硬球ほどの大きさの光の弾をぶつけられても、杉田はよろめいただけだった。

　特殊な貴金属を集めて作ったガー助よりも固そうだ、あの筋肉は。

「こ、の鳥ィ！」

　顔を真っ赤にした杉田は、さっきまで痛めつけていた彦左衛門の尻尾しつぽを摑み、片手で振り回した。

　最初に見たときは全長二メートルくらいあった彦左衛門。今は一メートル――子どもよりちょっと大きいくらいにまで縮ちぢんでいた。

　その彦左衛門の身体を、ガー助に向かって投げつけたのだ。

「彦左衛門！」

　千秋ちゃんが口元を手で押さえるが、ガー助は速度をゆるめない。

『寝てな、彦左衛門』

　ガー助が口から丸いものを吐いた。

　それは巨大な水の塊かたまりになり、宙を舞う彦左衛門の全身を包んだ。包まれた彦左衛門が暴れ出すが、水でできた球体の中では何もできない。

　やがて水の重量で失速した彦左衛門は、田んぼの中に落っこちた。水なのでダメージもない。

『オラァ！』

　ガー助が杉田に光線を吐いた。

「むんっ！」

　だが杉田は胸きよう筋きんを膨らませて光線を弾はじいた。

　どれだけ強化すれば生身で光線を弾けるのだろう。そんな人間、初めて見た。ガー助の光線は、強化すれば銃弾よりも強いはずなのに。

「はは、はははははは！」

　杉田が両手を広げた。柔道のような構かまえで、ガー助を迎え撃つつもりだ。

「また叩きつぶしてやる！」

『やれるもんならな』

　光の帯をまき散らし、ガー助の身体が杉田に突進する。

　その身体はドリルのような光に包まれ、さきほど撃った光弾よりも速い速度で流星のように杉田に落下していく。

「捕まえた!!」

　杉田の手がガー助を捕らえた。

　――はずだった。ガー助の身体が残像を描いて杉田の周りを飛び回る。鳥でも戦闘機でもありえない軌道を描いて、杉田の背後に回る。

「うおおおおおおっ！」

　それでもついてきた杉田の腕が、ガー助に当たる。

　だが、ガー助は空中で静止したまま杉田の腕を受け止めた。

『ケッ。こんなもんかよ』

「な、なぜだ!?　さっきはあんなに弱かったのに……おまえ、何をした!?」

　唖あ然ぜんとする杉田。

『もらったんだよ。いろいろとな』

　杉田の腕を蹴り、そのまま後方へ飛び下がるガー助。

　空中で静止して狙いを定める。




　黒い鳥の身体に、矢印のような光が点ともった。

　見えざる水銀で作られた槍やりだ。

　その槍を触ふれざる硫い黄おうで加速させて――

『あばよ』

　魂の塩の代わりに、私の命を起爆剤にして、飛んだ。




　反動で後方に衝撃波が生まれ、ガー助のいた位置から円を描くように広がった。田んぼの稲が大きく揺れ、私達にも風が来る。

　目を開いた時には、全てが終わっていた。

「う、うおおおおおっ！」

　光の槍が杉田の胴どうを貫つらぬいていた。よく目をこらしてみると、ガー助の身体は杉田の胴に突き刺さっている。杉田は手を広げたままその場に立ちつくしていた。

　白目を剝むいている。立ったまま気絶しているようだ。あれで殺さないようにするには、ものすごい手加減が必要だったろうに。

　そんな杉田の胴から頭を抜き、

『くたばれっ！』

　トドメと言わんばかりに光弾を吐きつけるガー助。死人にムチ打つような真ま似ねだが、それでもガー助の怒りは収まらないようだ。倒れた杉田に、さらに光線を吐こうとする。

「はいはい、もう戻ってらっしゃい」

　手招きすると、ガー助は渋々戻ってきた。怒る気持ちはわからないでもないが、そろそろ私の命を返して欲しい。

『おうひかる、これでいいか』

「上出来。ホラ、さっさと命返す」

『わーったよ』

　ガー助の注連縄がまた青白く光った。私の体内のポンプがせわしなく動き、力が満ちてくる。空腹から満腹くらいの差である。

　命を元に戻すと、ガー助の注連縄が自動的に結ばれた。注連縄に組みこまれた制御装置が自動で働いたのだ。さすが師匠、いいものを作ってくれる。

「彦左衛門！　彦左衛門！」

　起きあがろうとして、立てない千秋ちゃん。

　手を貸そうと思ったけど、やめた。

　落ちていた棒を松葉杖代わりにして、必死に彦左衛門の元に行こうとする千秋ちゃんを見ていると、邪魔をしてはいけない気がしたのだ。

「ガー助」

『ん』

　私が命令せずとも、ガー助は彦左衛門の元に飛んでいた。目から赤い光線が出ると、彦左衛門の身体を包む。

　攻撃するだけがガー助の能力ではない。身体の不調をある程度取り除くことのできる、癒いやし光線である。

「彦左衛門――」

　千秋ちゃんは彦左衛門の身体に触れた。緑色になった身体が小さく震えると、そっと千秋ちゃんに身を預ける。信頼している証しよう拠こだ。

『心配すんな千秋。傷を癒すために休みたいって言ってるぜ。千秋の薬が効きいてる証拠だ』

「うん……ありがとう、彦左衛門」

　棒を置いて、彦左衛門の側に座る千秋ちゃん。私の力で元のミドリガメに治した暁あかつきには、板垣さん家ちかウチの事務所で飼うのもいいだろう。

　安心したら、力が抜けた。

「あぅ……」

　後ろ向きにブッ倒れた。マラソンを二連続でこなしたくらいの疲労感。

　これで杉田が起きあがったら、本当に打つ手なしだ。

　そんなことを考えていると、私の背後で足音がした。

「やれやれ……やっぱりやられちゃったかい」

　さっき私が転がり落ちた土手に、トンネルが生しようじていた。そこから杖をついて出てくるのは、古科学者お七しち。下水道で喜き一いち郎ろうくんと戦っていたはずなのに、着衣の乱れどころか汚れすらない。

　彼女が出てくるとトンネルは閉じ、元の土手になった。

「それにしても、あなた変わった身体してるわね」

　私に話しかけているのに、お七の目はガー助を見ていた。

「見て……たんですか？」

「少しだけね。なるほどねぇ、それがあの鳥さんが弱い理由であり、強い理由なのねぇ」

　お七は飄ひよう々ひようとした態度を崩さない。

　そして手に持っていたそれを私に向かって投げた。

　倒れていて受け取れないが、それは私の顔のすぐ側に落ちた。

「……！」

　人間の右手だった。

　肘ひじから先が消けし炭ずみのようになっている。

「あなた……！」

　誰の手なのか聞くまでもなかった。人間の死体を生で見せられるよりも、想像力が働くぶん、気持ち悪い。

「脅きよう迫はくめいたことはしたくなかったんだけどね――」

　クスクス笑うお七の目は、老婆というよりも邪気のない少女のように見えた。

　あんな風に簡単に、喜一郎くんを焼いたのだ。

「あなた達も、アタシ達の仲間にならないのなら――喜一郎ちゃんと同じ運命を辿たどってもらいましょうかね」

　お七が杖を振り上げ、空中に何か模様を描く。杖の軌き跡せきが赤く光り、それは光る絵になる。鳥の絵だった。平面だった赤く光る鳥は、屏びよう風ぶから抜け出たように実体化し、燃える鳥になって私に飛んできた。

「誰が……そんなワケのわからないモノにっ……！」

　上体だけでも起こせるか。

　起きた。もうこれが唯ゆい一いつのチャンス。

　エプロンのポケットから拳銃を取り出し、火の鳥に撃った。見えざる水銀をこめた、板垣さん特製の銃だ。さっきガー助が吐いた光弾と似たようなものである。光弾が火の鳥に当たると、大きく爆発する。

「この――！」

　立って追撃しようとしたが、身体に力が入らなかった。

　まだ命が本調子じゃないのだ。

　上体を起こして銃を撃てただけでも奇跡なのだ。

　そんな私の背後に、いきなりお七が来た。

　もうダメだ。完全に道具も体力も命も出し尽くした。

　万ばん事じ休きゆうすとはまさにこのこと。天使か誰かが舞い降りて、魔法か何かで助けてくれないかぎり私の死は免まぬがれないだろう。

『待て……コラァ！』

「ウフフ――」

　ガー助が絞り出すように光線を吐き、それに気づいたお七が優しい手つきで燃える花を投げる。ガー助が放ったのは細い冷凍光線だったが、お七の花はその冷凍光線をも燃やし尽くしてしまった。

『いっ!?』

　きっとさっきの調子で光線を吐いたのだろう。命を戻していなかったら、お七ごと凍りつかせていただろうが。うろたえるガー助の背後には、動けない彦左衛門と千秋ちゃんがいた。

　瞬時に計算するが、私のどの道具でも間に合わない。

『くっそぉ！』

　もう一度ガー助が光線を吐いたが、燃える花はさっきの五倍くらいの大きさになっていた。時間に比例して炎が強くなるみたいだ。

　このままだとガー助はともかく、彦左衛門と千秋ちゃんが――

　感覚の戻らない身体を奮ふるい立たたせ、ポケットを探っていたその時だった。

「――おや」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、お七だった。

　巨大な火の鳥が空中で静止していた。

　ガー助がやったのかと思ったが、あいつの仕し業わざという感じがしない。ガー助だったらもっと爆発させたり、消し飛ばしたりするはず。

　止まった火の鳥を観察して、その理由がわかった。

　火の鳥を摑んでいるのだ。腕が。

　消し炭になったはずの、喜一郎くんの腕だった。

『おいおい――マジかよ』

　あきれた声のガー助。私なんか、声にもならなかった。

　火の鳥を摑んだ腕から、肩かたが生はえていた。不死鳥のように炎から人間が生まれている感覚で、服を着た喜一郎くんが現れ始めた。

「ちょ……」

　なんていうズルだ。古科学はそんなこともできるのか。錬金術なんか相手にならないじゃないか。死し者しや蘇そ生せいを成なし遂とげた錬金術師なんて、まだ誰もいないのに。

　やがて肩にかけた軍服が翻ひるがえり、火の鳥を完全に消し飛ばした。

「…………」

　その軍服の端はしに火がついているのに気づき、慌ててはたく喜一郎くん。まるで今まで右手だけだったことなど忘れているかのようだ。

「こりゃあ、まぁ……まさか、あんたもゾンビだったなんてねぇ」

　お七も驚いてるんだか驚いていないんだか、のんびりとした態度で喜一郎くんを見ている。お七でも知らないということは、やっぱり古科学でも難しい技術なのだろうか。

「あんたも？」

　そしてその言葉を聞きとがめた喜一郎くんに、お七が杖で私を指した。

「は、はーい……ゾンビ仲間でーす……」

　なんとなく挨あい拶さつすべきかと思って、つい手を上げてしまった。

　とはいえ、私はゾンビといったって、一度死んで蘇っただけだ。彼のように右手だけになっても復活するなんてフザけた能力はない。

　喜一郎くんは私を一いち瞥べつしただけで、何があったのかわかったようだ。

「命が漏れているぞ。制御できるならしておけ」

「え、あ……」

　ガー助の注連縄は元に戻ったけど、私のペンダントはポケットにしまったままだった。慌てて首に戻して命の流出を防ぐ。ガソリンみたいだなぁ、私の命。

　でも、喜一郎くんは私の命が見えるのか――

「たしかに俺と似ているな。お互い、身体には気をつけないとな」

「笑えないよ……」

　と言いつつも、喜一郎くんの笑顔に笑ってしまいそうになる。

　ペンダントで命を制御したら、途端に私の足にも元気が戻ってきた。簡単に立てる。今までダダ漏れだった私の命、ちゃんとガー助が回収してくれることを願う。

「さて、おばあちゃん。どうするの？」

　私が拳銃を向け、喜一郎くんが刀を抜く。

　後ろではガー助が口の中に光線を溜めている。さすがに三対一なら、こっちも負ける気がしない。

　だけどお七は何事もなかったように微笑ほほえんでいるだけ。

　最大限までピンチになっても、同じ態度を崩さないんじゃないだろうか。

「そうねぇ。こんな時、ひかるちゃんならどうする？」

「そりゃあ――」

　あ、なるほど。彼女がどうするかわかってしまった。

　喜一郎くんも気づいた。私の指が引き金を引くと、ガー助のと同じ冷凍光線がお七の足下を狙う。同時にその光線を避けるように喜一郎くんの苦く無ないがお七の眉み間けんを狙っていた。

「バイバイ。またね」

　お七の真下に大きな黒い穴が空いた。

　落下したお七の上を、光線と苦無が通り過ぎていく。

「しまった！」

　喜一郎くんが走り、穴の中をのぞきこもうとするが、すでに穴は塞ふさがっていた。

　まさか杉田を置いて逃げるなんて――そう思っていたら、

「この子ももらっていくね。彦左衛門はこの女の子になついちゃってるから、好きに飼いなさいな」

　杉田の真下からお七の顔が出て、倒れた杉田を穴の中に引きずりこんでいた。

「アタシはまだあきらめていないからね。覚えておきなさいね、ひかるちゃん」

「それはこっちの台詞せりふだ！　奴に伝えておけ！」

　私に代わって喜一郎くんが返事した。

　お七は手を振って穴の中に消えていった。

　結局、喜一郎くんは誰一人として捕らえられなかった。私の方も、骨折り損のくたびれもうけといったところか。

「ふん」

　刀を鞘に収めて、帰ろうとする喜一郎くん。

『待てコラ』

　その襟えり首くびをガー助がしっかりとくわえた。

「……何をする」

　仕事がこなせなかったので、不機嫌そうな喜一郎くん。

『テメー、このまま帰れると思うなよ』

「そうよ」

　私も喜一郎くんの軍服を摑んで逃げられないようにした。

「報酬、忘れてないよね？」

「む……」

　たとえ仕事量に見合ってなくても報酬は報酬だ。

　夕食をおごってもらう約束だ。ついでにその時に古科学者についてもたっぷり聞かせてもらおう。これから知るべきことはもっと増えそうだから。

『それよりもひかるよ。アレどーするよ？』

　ガー助のクチバシの先には、ぐったりしている彦左衛門と、その上で泣き続けている千秋ちゃん。彼女も松葉杖をどこかへ落としたんだっけ。

　仕方なく携帯電話で板垣さんを呼び出す羽は目めになった。

　何度も場所を説明して、ようやく合流したのはそれから一時間後で、彦左衛門をワゴン車に乗せて事務所に帰るまで、さらに一時間を要した。

　その間、眠っていたかったけど、喜一郎くんが逃げようとするのを監視するために一いつ睡すいもできなかった。
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　いったい誰がどこに持っていたのか、子供用プールがあったので事務所に持ってきた。すでに彦左衛門はそのプールに入るくらいにまで小さくなっていた。水道水じゃまずいだろうと、千秋ちゃんが入ってきたマンホールから下水をくみ出した。

　ちなみにマンホールの周りには天てん成せい会かいの人達が今にも飛びこみそうな勢いで待機していた。みんなして千秋ちゃんが心配だったらしい。

「本当に元の亀に戻るのか？」

　事務所のソファには喜一郎くんがいた。夕飯を奢おごらせるまで帰さないつもりだが、約束という部分を強調するとおとなしくなった。義ぎ理り堅がたい性格なのだろう。

「平気よ。ヒッシャムさんの錬丹術は世界最高だから」

「イェース！　ワタシ、ひかるサンみたいにケンカ得意じゃないデスから、こーいうコトでお役に立ちマース！」

　背の高い身体をくねらせているヒッシャムさん。

　昨日の事件の後に、板垣さんの家に泊まったヒッシャムさん。車での帰り道に事情を説明して、Ｕターンしてもらったのだ。

「治せるよね、ヒッシャムさん？」

「モチロンデース！　チアキさんの頼みなら、引き受けマース！」

　そう言ってヒッシャムさんは何やら様々な薬草をすり鉢ばちで潰つぶし始めた。それだけで事務所に異様な匂いが立ちこめる。混ぜただけでこんなに異臭がする薬、飲んだらどんな味がするのか。

「喜一郎くん、飲んでみる？」

「死なないと思って無茶苦茶言ってるな……」

　私は喜一郎くんの隣に腰を下ろすと、一番聞きたかったことを尋ねた。

「その身体、古科学なの？」

「……そんなわけないだろ」

　よかった。さすがの私でも不死者の軍団とは戦えない。そんなものはラクーン市警に任せておけばいいのだ。

「それに、服まで元通りだね」

「どうも俺の周りの時間が、俺を覚えているらしい。仲間がそんなことを言っていた」

　でも、だとすると彼も私のように、特殊な技を使ったのだろうか。ちなみに私とガー助に使った技は、邪道中の邪道らしい。人間の命を使うのだから、当たり前と言えばそうか。それはもう錬金術じゃなくて、魔術の領域だもんね。だから師匠も私のことをみんなに黙っていてくれる。それはとてもありがたい。

「んで、結局あんた達とあのおばあちゃん達は何者なわけ？」

　聞きたかったこと、その二。

　同じ古科学者だっていうのに、なんで仲なか違たがいするのかがわからない。

「俺達は普通の古科学者達の同盟だ。といっても、もともと古科学をやっている人間自体が少ないからな。組織と呼べるほど大きくもない」

「あー、なんとなくわかるわ。錬金術師も数少ないから、それだけで同志みたいになっちゃうのよね」

「お七や杉田は、そんな古科学者の組合から抜けた人達だ。ただ単に思想の違いとかで抜けたんじゃない。ある男が、引き抜いていったんだ」

「それが、あいつらが言ってた親玉？」

「ああ。俺の先輩に弟で子し入いりしてからものの一ヶ月もかからずに古科学を覚え、そして行方ゆくえをくらました。俺はそいつを追っている」

　お七もかなり身分が高そうだったのだが、彼女の上にいるのはもっと手て強ごわい使い手なのだろう。それこそ、錬金術の最秘宝であるガーゴイルと同じくらい。

「喜一郎くんだけが追ってるの？」

「いや。言ってしまえば、古科学を正しく使おうとしている者達は、皆あいつらを追っている。世界中に通信網を広げて、連絡を取り合っているからな」

　意外と古科学も広いんだ。錬金術よりマイナーだと思っていたのに。

「ひかるサン！　なんとかなりソーデス！」

「え、もう!?」

　薬をプールに入れて様子を見ていたヒッシャムさん。まだ数分も経っていないのに、そんなことがわかるのだろうか。

「このカメサン、本当に元の身体はカメみたいデス！　元の姿がわかればワタシの薬で治せマースヨー！」

　そういうことか。治せるという確信が持てたのだ。

「さっすが！」

　両手の親指を立てて喜んでいるヒッシャムさんを見ていると、私まで楽しい気分になってくる。彼が言うには、植物の生長にもこういう楽しいノリは大切なのだそうだ。

「ひかるちゃーん！」

　事務所のドアが開き、千秋ちゃんが入ってきた。松葉杖を使って階段も上れるようになったのか。昨日の今日で、たいした成長だ。

　いや、彼女は目標があったからここまでがんばれたんだ。

「チアキさん！　いいところにキマシタ！」

　ヒッシャムさんがプールの中の彦左衛門を指さすと、千秋ちゃんは一生懸命歩いてそこまで近づいた。

「彦左衛門……」

　安あん堵どして彦左衛門の身体をなでる千秋ちゃん。

　そして、ヒッシャムさんに深く頭を下げた。

「ありがとうございます！」

「あとは、チアキさんの仕事デスヨ！　このコのセワは頼みマシタ！」

「はいっ！」

　明るい顔でうなずく千秋ちゃん。そんな彼女を見て、彦左衛門自身も喜んでいるようだ。元のミドリガメになっても、きっと良いコンビになるだろう。

「あ、あの……」

　そして千秋ちゃんは、喜一郎くんの方を向く。

「あ、ありがとうございました。彦左衛門を殺さないでくれて……」

　どこかよそよそしいが、真しん摯しな礼。

　最初の態度と違って、古科学者にも善よし悪あしがあるということをわかってくれたみたいだ。とはいえ、喜一郎くんが本当に良い古科学者の側にいるかは不明だ。ひょっとしたら例の集団こそが正義の味方、ということも――いや、それはないか。

　もしもそうだったら、喜一郎くんのような人間はとっくにそちらについている。操あやつられているのでない限り、自分の陣じん営えいの善悪くらい判別つくはず。

　そんな喜一郎くんは、千秋ちゃんにこう言った。

「――俺は、君の父親を誑たぶらかした古科学の使い手だ。だが刃物を使う人間が皆殺人鬼でないように、俺も古科学を正しいことに使うつもりでいる。だから……おこがましいかもしれないが、古科学そのものを悪く思わないで欲しい」

　年下の女の子に対しても、とても誠実。そんな彼の目を見て、千秋ちゃんの頰ほおがちょっと赤くなったのを私は見み逃のがさなかった。

「ど、努力します……」

「ありがとう」

　喜一郎くんが微笑むと、千秋ちゃんは照れながら外に出て行ってしまった。入ってきたときよりも素早い松葉杖さばきだった。

　閉まる扉を見て、

「……嫌われたか」

「なんでそーなるのよっ！」

　反射的に頭をひっぱたいてしまった。

「あのねぇ！　あの子はアンタのこと――」

「？」

　全部教えようと思ったけど、やめた。こーなったら自分で気づくまで教えないでおく。なんで私がこのエロ男にそこまでしなきゃならないんだ。

　頭に疑問符？を浮かべて考えこんでいる喜一郎くんから目をそらして笑っていると、窓の外のガー助と目が合った。

『おいひかる！　板垣のダンナが呼んでるぜ！』

「あ、もう修理終わった？　んじゃ行くね」

　スリッパを履き直して出て行こうとすると、

「ちょっと待て」

「何？」

　振り返ると、喜一郎くんは真剣な顔で私を見ていた。といっても、いつも真剣な顔をしている子だけど。

「……これから、どうするつもりだ？」

「さーね。お七さん達の素す性じようも知らないしね」

「知ったらどうするんだ」

「ブッつぶすわよ」

　笑顔で宣言してやった。

「金にならない仕事は嫌いだと思っていたが」

「嫌いよ。でもね――このまま放っておくわけにもいかないでしょ」

　ヒーロー見習いのプライドではない。

　あの連中をこのまま野放しにしていては、きっと板垣さんのような犠牲者がでる。板垣さんよりももっと不幸な人達が、必ず現れる。

　火消しの出番よりも早く、火の元を押さえるのだ。

　それができるのは、この町では私だけだと思うから。

「……錬金術師は皆、おせっかいなんだな」

　そうつぶやく喜一郎くんだが、不思議と悪い気はしなかった。

　きっとまたお七さん達とは会うことになるんだろうな。

　そうなる前にいろいろと準備が必要だが、当面の問題は我が鳥屋の財政状況だ。ガー助の身体を維い持じするのも大切だが、私がご飯を食べないと死ぬ。なにしろ一番の武器が命なもんだから、健康がもっとも重要視されるわけで。

　まだ日も暮れてないのに、おなかが減った。

「喜一郎くん、今日のごはんはスキヤキがいいな」

「待て、今日のってなんだ!?」

　立ち上がる喜一郎くんを笑って無視して、私は事務所を出た。







　その日の夜は、本当にスキヤキになった。喜一郎くんは材料を置いて帰ろうとしたのだが、千秋ちゃんが呼び止めて一緒の食卓につかせた。

　そして一番予想外だったのは、私よりもヒッシャムさんよりも喜一郎くんの食い意地が張っていたということだ。あの箸はしさばきを得られるのなら、古科学を修得してもいいとすら思ってしまった私がいた。

　とても楽しい夕食だったけど――

　喜一郎くんとこんなに近づけたのは、これが最後のような気がしていた。

　彼はとてもいい人だけど、錬金術師と古科学者は決定的に相あい容いれない何かがあると思った。それは科学者と占星術師くらいの隔へだたりで、どうがんばっても相容れない仲なのだ。

　まぁ、あのエロ男のことを気にかける必要は全まつたくないのだけれど――。

　そうだ、全く気にすることはないのだ！　そうに決まっている。





[image: ]










　杉すぎ田たとお七しちが鳥屋の事務所を襲しゆう撃げきしてから、一週間ほど時間が経たった。

　その間に彦ひこ左ざ衛え門もんも完治し、千ち秋あきちゃんもリハビリの生活に戻った。喜き一いち郎ろうくんは忽こつ然ぜんと姿を消したが、また何かあったら連絡してくるだろう。あれが今こん生じようの別れとはどうしても思えない。

　私とガー助すけは相変わらず来ない仕事を待ち続ける日々。そろそろマヨネーズも尽きて、明日の食事をどうするか真剣に考えることになる。

　古こ科か学がく者しやからコンタクトを取ってくることはなかった。向こうも組そ織しきなのだから、私に接触するにも報告やら調査やらで、ある程度のインターバルを置くのではと考えている。もしくは完全に興味がなくなったか。できれば後者だとありがたい。

　でもお七達が何を企たくらんでいるのかは興味がある。

　それが私達の生活を脅おびやかすものであれば、タダ働きも辞さない覚かく悟ごだ。もしかしたら、本当に世界を救うハメになるかもしれない。

　そんな小さな決心をしたある日のことだった。

『もしもし、ひかるか!?』

　バイブ機能にしていないのに携帯電話が震えた。

　青空を見上げながら通話ボタンを押す。

「もしもし、どうしたのお兄ちゃん、そんなに怒って？」

『どうしたのじゃない！　ヒッシャムさんに聞いたぞ！　古科学者と一戦やりあったんだって!?　なんでそんな危ないことするんだ!?』

　マンガ的表現をすれば、師し匠しようの声が私の右耳から左耳へツーンと抜けそうな感じ。速攻で電話を切りたかったが、そうもいかない。

「なんでって言われても……向こうが絡からんできたのよ」

『それで、ケガはしていないか？』

「した。命も使った。死ぬかと思った」

『なにっ！　誰だひかるをそんな目に遭あわせた奴は!?』

　取り乱している師匠をなんとかなだめると、師匠は古科学者についていろいろと聞いてきた。そういえば向こうでも古科学者が出たとか言ってたっけ。

　私がお七や杉田のことを伝えると、師匠は真剣な声で聞いてくれた。喜一郎くんのことも話した。

『なんだか――心当たりがありすぎる。僕の周りにはいろんな人がいるから』

　それが師匠の感想。

『しかも喜一郎くんは君の所にも来たのか。さらに協力したとは――』

「良い子だよね、喜一郎くん」

『ん、うん。まぁ、良い子なんだろうけど……』

　なんだか歯切れの悪い師匠。

『いいかいひかる。お七とかいう古科学者もそうだが、喜一郎くんにも充分気をつけるんだ。それから、ガー助とふたりでいれば大たい抵ていのことはできるだろうが、なんでもできるわけじゃない。門番のガーゴイルくんとはわけが違うんだから』

「はいはい。またいつものお説教？」

『違う。今日のは本気だ。今回だって、ヒッシャムさんの薬がなかったら何もできなかっただろう』

「うん――」

　悔くやしいが、その通り。やっぱり暖簾のれんを下ろしたばかりの新しん米まい錬れん金きん術じゆつ師しでは、スペシャリストには敵かなわなかった。

『次に古科学者に襲われたら、必ず僕に知らせてくれ。ヒッシャムさんもそうだが、協力して撃退しよう』

「ありがと、お兄ちゃん」

『ところでひかる』

「なーに？」

『さっきから君の後ろからすごい音が聞こえるんだけど、近くで道路工事でもしてるのかい？』

「うん。今は仕事中」

　芝生しばふの上に大の字になっている私。

　その横を何かが猛スピードで駆け抜けていった。

『てめ、ひ、ひかる！　何一人でサボッてんだボケッ！』

　私の視界の下から上に、黒い鳥の影が移動していった。

　その影を追いかけるように、巨大な鳥が走る。

　地響きが頭の傷をかきむしるようで、とても痛い。

「じゃあ、仕事に戻るね」

『な、なんだか知らないけど、そっちの仕事もがんばるんだぞ……』

　電話を切っても、しばらく立てなかった。

　頭から血がだくだくと流れている。私の頭の大きさに陥かん没ぼつした芝生は、ダチョウの足音で細かく揺れている。その振動はまるでマッサージ機のような気持ちよさを感じさせてくれていた。

　このまま寝てしまいたい――

『寝るなひかる！　寝たら死ぬぞ！』

　ガー助の光線が私の足に当たった。

「あっつ！　何すんの――」

　身を起こした私の目の前に、ダチョウのオーギュストがいた。

　まっすぐに私の元に走っている。

「きゃーっ！　きゃーっ！」

　頭から血を流したまま、とりあえず走った。オーギュストのターゲットが完全に私に移っている。その尻にガー助が光線を撃っているのだが、いっこうに止まる気配がない。

　いくら私でも、一ヶ月に二度、ダチョウに頭を踏まれるとは思わなかった。

　また逃げ出したのだ。鉄てつ格ごう子しのオリに入れると大親分が約束してくれたのに、エサを与えるスキに乗じて大脱走。ヤクザが束たばになっても止められなかったので、また私が駆り出されたのである。

　正直に言おう。古科学者から千秋ちゃんを助けにいった時よりも重装備でやってきたのだ。それでもオーギュストの勢いを止めることはできなかった。ガー助が喜一郎くんに質問したそうだが、あの喜一郎くんですらためらう仕事なのだ。

　そういえば、私が最初に挫ざ折せつしたのもダチョウがらみだったなぁ。

　あれ、待てよ。もしかしてあの時のダチョウって――

　って、そんなことを考えているヒマはない！

「止まれ―――っ！」

　ポケットから爆発ロープを取り出して、オーギュストに投げた。ところがあのダチョウ、学習しているのかロープを避よけた。さらに後ろ足でロープを蹴け飛とばして、後ろを飛んでいたガー助にブチ当てた。

『ぶおっ！』

　ロープに当たって失しつ墜ついするガー助を無視し、私はまた走る。

　また死ぬのなんてごめんだ。

「ひかるちゃん！　気をつけるんじゃ！」

　遠くから大親分の声がした。

「あなたもヤクザの大親分なら、なんとかできないんですか!?」

　金をもらっておいてなんだが、叫さけばずにはいられない。たしか麻ま酔すい銃じゆうを用意するとか言っていたじゃないか。

「すまん、ひかるちゃん！　今ちょっと争いごとはできんのじゃ！」

「え……？」

　大親分の姿を探すと、玄関に立っていた。黒塗りの車がそこで待機しており、周りにはガラの悪い人達がいっぱい。ていうか、そこの人達でなんとかすればいいじゃないか――と、思ったのだが、車の中にいるのはお客のようだ。なるほど、お客さんを全力で守るためか。納得。

　そしてそっちの方向を意識してしまうと、私の足も自然にそちらを向いてしまう。

「わー！　こっち来るな、ひかるちゃん！」

「え、え、わーっ！」

　蜘く蛛もの子を散らすようにヤクザの護ご衛えいが逃げていく。そりゃ誰だってダチョウが向かってきたら逃げるか。

　とにかく車の中のお客さんには迷惑をかけてはいけない。なんとか方向を変えて車から離れようとしたのだが――

　その車から、人が降りてきた。

「なっ!?」

　驚いたのは二重の意味でだ。まさかこんなサファリパーク状態で車から降りるなんて思わなかったし、そして降りてきたのが知っている人だったなんて。

「おやおや――元気がいいこと」

　杖つえをついてニッコリ笑っているのは――古科学者、お七だった。

　そのお七の杖がオーギュストに向けられると、いきなりオーギュストがその場に転んでしまった。みんなが歓声をあげるが、その足にツタのようなものが絡からみついているのが見えたのは私だけだろう。

　お七が杖を振って、また車に戻る。オーギュストの足のツタももう消滅していた。

「どうして、あんたが……」

「そんなことより、そのダチョウを捕まえるお仕事なんでしょ？」

「あ」

　そうだった。慌てて腰から普通のロープを取り出す。

「またね、ひかるちゃん」

　私がオーギュストを完全に拘こう束そくしている間に、お七を乗せた車は発車してしまった。もう、追いかける気力もない。

　なんで古科学者が大親分の邸てい宅たくに来てたんだろう。まさか手を組んでいるなんて――

「大丈夫かひかるちゃん！」

　遠くでずっと見ていた大親分が駆け寄ってきた。

　いろいろ言いたいことはあったが、とりあえずあの老婆の正体を聞くと、

「ん、江え戸ど屋やさんか？　ウチが先代からご贔ひい屓きにしてる呉ご服ふく屋やさんじゃ」

「呉服屋さん――」

　杉田が医者という表の顔を持っているのなら、お七だってあり得る話か。

　それにしても、世間は狭いものだ。彼女が商売でこの辺に住んでいるのならば、私が狙われた理由もちょっと理解できる。

　まぁ、お七もここでやり合うつもりはなかったようだし、ここはさっさと仕事を済ませますか。

「ガー助、生きてる？」

『おう……オメーのロープ、痛いぜ……』

　目玉に当たったのか、何度もまばたきをしているガー助。自動人形なんだから痛みはないでしょうが。

　などとブツクサ言っている間にヘッドホンを取り出して耳につける。

　ガー助がオーギュストに話しかけると、また同じ声が聞こえてきた。

『おいテメー、何また暴れてやがんだ』

『く、来る……また来る……！』

　オーギュストの怯おびえ方は、前とまったく同じだ。

『来るはずねーだろ。もう安心だって、俺こないだ言っただろ』

『う、ウソだ！　君、私にウソをついていたな！』

『んだと？』

　はて、どういうことか。オーギュストの悩みの原因は完全に取とり除のぞいたはずなのだが。もしかして違う動物に怯えていたのだろうか。

「ひかるちゃーん！」

　この場にそぐわない、明るく元気な声が聞こえた。

　広い邸宅の庭、その外から千秋ちゃんが手を振っているではないか。

「千秋ちゃん！」

　手を振り返して、そこでようやくオーギュストが怯えていた理由がわかった。

『おいオーギュスト』

　ガー助がオーギュストのお腹なかをつっついた。

『ひょっとして、決まった時間にソイツが来るんじゃねーか？』

『そ、そうだ！　毎日この時間になると、あの恐ろしい者が来る！』

「なるほどねー」

　広い庭を仕切っている壁まで走って、柵さくの向こうの千秋ちゃんに近づく。彼女は松葉杖で、ビルから徒歩で三十分くらいのこの邸宅まで歩けるようになっていた。ここは彼女のリハビリ用の道なのである。

「こんな遠くまで来てるの？」

「すごいでしょ！　少しずつ遠くまで歩けるようにがんばったんだよ！」

　すると千秋ちゃんの肩から、一匹の小さなミドリガメが顔を見せた。彼女を見守ってきた、小さなボディガードにも手を振る。

　ミドリガメは全すべて任せろ、と言わんばかりに首を振っていた。

「よろしくね、彦左衛門」

　柵越しにカメの頭をつつくと、鬱うつ陶とうしそうに甲こう羅らに頭を引っこめた。

　こんな素敵な相棒を千秋ちゃんにつけてくれたのだから、その点においてのみ古科学に感謝である。

　そんな微笑ほほえましい光景に顔をほころばせていると、

『ひかる！』

　ガー助の声に振り返れば、そこにオーギュストの足があった。

『き、来たな緑の悪魔め！　私を連れ去ろうとしてもそうはいかんぞ！』

「ぶっ！」

　思いっきり柵に叩たたきつけられた私の名前を誰かが呼ぶ。頭の中で鐘かねが鳴っているみたいで、聞こえないのだ。

『テメェ！　もっと頑丈に縛しばれよ！』

　ガー助がわーわー騒いでいるが、被害を被こうむったのは私だ。

「ひかるちゃん！　平気!?」

「へーきへーき。慣れてるから」

　柵の向こうで心配そうな顔をしている千秋ちゃんに親指を立てて強がる。

　たぶん私の顔は、縦たてに三本くらい線が引かれているのだろう。女の子をピエロみたいな顔にしてくれたお礼は、たっぷりくれてやる。

　千秋ちゃんに別れを告げて、私も気合いを入れ直した。

　爆発するムチを手にして、走り去るオーギュストを追いかけた。

　古科学者との戦いよりも、目の前のダチョウだ。私の一ヶ月分の家賃と食費のために、かならず捕まっていただく。

「待て――」

『コラァァァァッ!!』

　それから一時間ほど、私とガー助はダチョウとの鬼ごっこを続けた。

　その夜、大親分にごちそうしてもらった夕食は、口の中が切れていて味どころではなかったと追記しておく。







　こんな毎日だけど――

　私とガー助の命は、まだ燃え尽きることはなさそうだ。

　願わくば、明日もおいしいものが食べられますように。
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　登場人物

　仙……ごぞんじ原作者、田口仙年堂。

　日……イラストレーター、日向悠二。

　Ｏ……アソシエイトプロデューサー、

　　　　Ｏ胡オーゴさん。

　　　　アソシエイトって何？

　Ｍ……担当Ｍ女史。










　Ｍ　とりあえずテレコないんで、メモよろしく。

　仙　ちょっ！

　日　フツーそういうのは用意するだろ！

　Ｍ　今から用意するのも無理だし、あとで書き起こすのもめんどいじゃない。

　仙　はいはい、わかりましたよ。メモしますよ。たぶん、記憶は後からついてきますし。

　Ｏ　ところで先日、これを買ってきたのですよ。

　仙　お、それはガーゴイルと同時期に放映された某アニメのＣＤ……。

　Ｏ　僕が言うのもナンですが、いい商売しますよねぇ……。

　日　チッ、某アニメめ！

　仙　某アニメめ！　Ｏ胡さん、もっとガーゴイルも売ってください！

　Ｏ　売りますとも！

　仙　ところで現在、午前○時です。はっきり言って眠いです。アニメの打ち上げの後、エンターブレインの打合せ室に集まっています。

　Ｍ　日向センセ、四コマ漫画のネタできた？

　日　まだ……ていうか、四コマのネタ考えるために集まったの!?

　Ｍ　日向センセはね。

　Ｏ　いや、アニメを見ながらダラダラと話をすると聞いたんですが。

　Ｍ　そうそう、ちょっとビデオ持ってくるから待っててね。







　この後、ビデオを接続するためにクソ眠い中奮ふん闘とう。

　エンターブレインの打合せ室、テレビ台と真逆の壁かべにコンセントあるんだもんなぁ。

　そんなわけで、アニメ視し聴ちようスタート。







　日　双ふた葉ば可か愛わいいなー！

　仙　んだねぇ。斎さい藤とう千ち和わさんの声がいいねぇ。

　日　ていうか、千和が可愛いよ、千和が！

　仙　そっちかよ！

　Ｍ　もう何回見たかなー、第一話。十回くらい見てるかも。

　日　俺もそんくらいは見てますよ。いや、このガーゴイルは光の使いかたが（以下、光こう源げんに関するウンチクが一分ほど続く……）、つまり光らせりゃいいっつーもんじゃなくて――

　仙　おー、エイバリー少しよう尉い出てる！　かっこいー！

　Ｏ　少尉は人気ありますねぇ。

　日　まぁ少尉の声優さんは変ヘン態タイですがね。良い意味で。

　Ｏ　何を言ってるんですか、日向さんの変態っぷりには誰もかないませんよ。

　日　いやいや、Ｏ胡さんの方が変態です（※１イラスト参照）って。

　Ｏ　今更何言ってるんですか。

　日　いやね、ボクは萌もえなんてどーでもいいんですよ！

　仙　ほほう。

　日　（以下、日向悠二による萌え談だん義ぎが一分ほど続く）

　仙　いやー、でもこの盲もう導どう犬けんがいなかったら、ガーゴイル自体がどうなっていたかわかりませんでしたからねぇ。まさに忠犬ですわ。

　Ｍ　あれ、そもそもエイバリーってどうやって生まれたんだっけ？

　仙　今となってはうろ覚おぼえですが、ガーゴイルに対抗できる犬が欲しかったんじゃないかなぁと。

　日　お、この双葉の裸足はだしいいなぁ。

　Ｏ　やっぱり日向さんは変態です（※２イラスト参照）ね。







　一話が終わる頃にはテンションが戻ってきました。

　しかし時間は深夜一時過ぎ……。テンションが戻ったと言うよりは、眠くてハイテンションになっただけかも!?

　そして二話目開始！



















　Ｍ　（ガーゴイルｖｓケルプの場面を観みて）うーん、シュールだなぁ。

　仙　普通なら拳こぶしや剣を持って動き回ってるのに、微び動どうだにしませんからね。

　日　誰が作ったんだこんなもの。

　仙　元はといえば俺……いやでもホントに変なバトルだなー。

　日　いやでもこのメイドさん可愛い！　ウチに欲しいなー。

　Ｏ　やっぱり日向さんは変態ですねぇ。

　日　なんでそれだけで変態になるんですか!?

　Ｏ　日向さんは目のつけ所がほかと違うんですよ。

　日　シツレーな！　ボクはちゃんと観る所は観てますって！

　Ｍ　どうでもいいから、早く四コマのネタ考えてね。〆切朝までだから。

　日　あと五時間もないじゃん！







　そんなこんなで三話に突入。

　もうみんな眠気でハイになっております。







　仙　百ひやく色しき、字ぃ汚いなー！

　日　これ、誰が書いてるんでしょ？

　Ｍ　まさか監督？

　Ｏ　いや、それはないでしょー。

　日　おっ、双葉の裸足！　いいねー！

　仙　アンタそればっかだな！

　日　あのね田口さん、ボクがただの萌えキャラ好きと思ったら大間違いですよ。

　仙　間違ってない気もするが……。

　日　ボクが好きなのは、可愛い女の子が動くアニメなんじゃなくて、女の子が動くところが可愛いアニメなんですよ。あー、これどっかで一度言いたかったんだ。

　仙　もうこのページ、日向悠二の萌えについて語るコーナーに変える？

　日　いや、いいです。次行きましょう、次。







　話は進んで、六話。







　日　おっ、生なま足あし！　そしていい尻しり！

　Ｏ　ヒッシャムじゃないですか！

　仙　とうとうヒッシャムにまで萌えるようになったのか！







　そして八話。







　日　ガッデム！　この野郎ブチ殺してやる！

　Ｏ　なんでそんなに登場キャラにムキになってるんですか!?

　仙　日向さんアレだもんね。昨日もほとんど寝てない上に、今夜も〆切あるから眠れないこと確定してて、むっちゃハイになってるんだよね……。

　日　いやマジで寝たいんですけど。

　Ｍ　だから絵が終わったら寝ていいっていってるでしょ！

　仙　鬼か……いや、悪魔だな。







　そんなこんなで十一話。

　いよいよラストに近づいてきました。

　もうこの時点で空が白しらみ始めてます。俺も眠いです。

　誰だこんな企画（※３）考えやがったのは。



















　仙　桃もも！　桃！

　Ｍ　アニメの桃はカワイーねー。

　日　そうか！　今の我々に足りないものはコレだ！

　仙　よし、日向さん！　これからは俺も萌えキャラいっぱい書くよ！

　Ｏ　お、とうとうガーゴイルにも萌えキャラを!?

　日　よし！　俺もいっぱい描くよ！

　仙　アンタのキャラはもうなんか萌えキャラになってるじゃん！

　日　バッカ！　俺ほど三人娘の第二次性せい徴ちようについて考えてる人はいませんよ！　特にそろそろ彼女達もお年頃になるから、ふくらみ具合とか考こう慮りよしてるんですよ！

　仙　むやみやたらとふくらますなよ！

　日　ダメですか？

　仙　梨々はＯＫ、双葉はまだダメ、美森はダメだ！

　日　双葉はまだなんだ……。







　そんなこんなで、アニメの視聴終了。

　空からは完全に朝日が差しこんでおり、打合せ室の人間はゾンビのようでした。

　イヤホント、この企画考えたの誰？




　Ｍ　さて、とうとう全話観終わりましたが、皆さん一言ずつ感想を！

　仙　いやー、やっぱりいいですわ！　アニメ最高！　是ぜ非ひ二期目を！

　日　萌え最高！　是非二期目を！

　Ｏ　えーと、なんかよくわからないけど最高！　是非二期目を！

　仙　いやＯ胡さんは二期目出たら売ってください。

　Ｏ　はい、出たら売りますよー！　某アニメに負けないように！

　仙　そこでそっちの話に戻るのか！

　Ｍ　で、日向センセは四コマのネームできたの!?

　日　ちょっと待って、今田口さんが考える！

　仙　俺かよ！　んーと、じゃあガーゴイルがこうしてこうして、こういう感じでやってちょうだいよ。

　日　あ、それいいな。いただきます。

　Ｏ　はやっ！




　そんな感じでお開きになった今日の座談会。

　皆さん、クソ眠かったはずなのに、アニメだけはしっかりと観ておりました。

　次はいったいどんなことをやらされるのでしょうか……。
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文責／田口仙年堂　

協力／エイベックス　Ｏ胡様　










　あとがき




　どうも！

　田口仙年堂でございます！

　最初に言っておきますが、今回は長いですよ！

　ページたくさんもらった上に、俺も言いたいことが山ほどあるんですわ。







　とりあえず、アニメの放映が終わりました。この本が出るころにはＡＴ－Ｘでの放映が始まりますんで、地域の問題やらで観みられなかった方などは、是ぜ非ひこちらでご覧ください。

　あ、もちろんＤＶＤでもガーゴイルの活かつ躍やくは観られますんで！　すでに発売しているイントロダクションＤＶＤと、先日発売した第一巻、あわせてお買い求めを――

　……いつから俺は制作会社の回し者になったんだろう。

　そりゃハイテンションにもなりますよ。

　アニメは終わっちゃったけど、ＤＶＤが出ますしね。この余よ韻いんを途切れさせずに続けていけば、いつかは新しいシリーズも生まれるかもしれません。







　正直に言いますと、アニメの話が来た時にはそれほどイイ気持ちじゃなかったんですよ。半はん信しん半はん疑ぎという言葉がピッタリでして。原作つきのアニメで成功した例ってそんなにないですからね（少なくとも俺の中では）。

　でも毎週毎週、会議で鈴すず木き監督と脚きやく本ほんの吉よし岡おかさんに内容について意見を求められ、俺がそれに応こたえると、きちんとそれを実行してくれて。原作サイドが口だしするまでもなく、監督やスタッフの皆さんは原作を理解してくれていたんですな。

　おかげで「何かありますか？」って聞かれても「いや、特に――」としか答えられないことがしばしばでした。だって本当に不満がないんだもん！

　そうやって、毎週会議に出ていると、疑問がわいてきます。

　あまりにもスムーズに話が進んでいるので、どのアニメでもこんな感じなのかなぁ、と。こんなに会議が弾はずんでいるのに、ダメになることなんてあるんだろうか。

　実際は俺の見ていないところで、制作スタッフさん達の血の滲にじむような努力があったと思います。でも、基本はとてもやりやすい現場だったと伺うかがいまして、ホッとしましたよ。あとついでに、毎週会議に出席する原作者もなかなかいないそうです……。







　そんな制作現場も、年が開けるとアフレコが始まりまして。

　当然、我々原作者ズもお邪魔しましたよ。

　……うわぁ、生なまの声優だよ。もう俺と日向さんとＭ女史で震ふるえまくり。ガラスの向こうで若わか本もと規のり夫おさんが「ん、ん～……ゴホン」と咳せき払ばらいするだけでシビレましたわ。

　最初の頃は終しゆう始し緊きん張ちようしっぱなしの現場でした。ベテランの若本さんでさえ、「ん～、これは難しいな～……」と役について考えていらっしゃいましたし、もっと若い声優さんも真しん剣けんな顔で台本に取り組んでいました。

　最初はみんな手探りということもあり、非常にピリピリした現場だったのを覚おぼえています。

　ところが、回を重かさねるにつれて声優さん達も徐じよ々じよに役がつかめたのか、雰ふん囲い気きがどんどん丸くなってきました。現場がどんどん明るい空気に包まれて、色んなところでギャグが飛とび交かうようになりました。

　アフレコの後の飲みに若本さんが数回出席されたことがあったんですが、なんでもこれは珍しいことだそうで。ガーゴイルを気に入っていただけたとのことで、ありがたいことです。

　ほかの声優さん方とも、徐々に話すようになりました。ちょっとした事情でマイクの前に立つハメになった時、ケルプ役の岡おか野の浩こう介すけさんに懇切丁寧こんせつていねいに演えん技ぎ指し導どうなんてしていただきましたよ。あの時は本当にありがとうございました。

　だがその時の俺の声は絶対に聞かないで欲しい！　ＤＶＤ二巻に収録されているはずだが、絶対に買ってはイカンぞ！　なんかダチョウ倶ク楽ラ部ブの竜りゆうちゃんみたいだけど、絶対に買うなよ！

　どーでもいいんですが、日向悠二さんは、普段は声優さんに憎まれ口を叩たたきつつ、一方で「どうやったら田口さんのようにいい顔できるんですかねぇ」などとホザいておりました。

　別に顔作ってるわけじゃねぇよ！







　そのアニメ関係のスタッフで先日、温泉旅行なんぞへ行って参りました。

　旅館の入り口にはデカデカと「御ご色しき町ちよう商店街ご一行様」と書かれてました。んでもって仲なか居いさんに「御色町というのは、どちらにある町なんでしょう？」と聞かれたりもしましたよ。答えられるわけないんですがね……。

　宴えん会かいでは、「この声をやっている声優さんの口から、こんなネタが……」と思わせるような話が飛び交い、終始笑わせていただきました。

　とても楽しかった旅行でした。また行きましょう！

　……と、疲つかれて帰ってきた翌日がこのあとがきの〆切なわけですが。







　そういえばイベントにもいっぱい駆かり出だされた……。

　ラジオの収録にいったり、アニメフェスタでガーゴイルの声やったり、アニメ放映前夜祭に出て斎藤千和さん騙だましたりしました。いつもいつも言ってるんだけど、コレって原作者の仕事じゃないよね!?

　写真とか撮とる時も「ハイチーズ！　あ、そういえば田口さんって顔出しＯＫでしたっけ？」って、フツー撮る前に聞くだろう！　んで、なんで俺じゃなくてＭ女史が「大丈夫ですよー」って答えてんだよ！

　俺の肖しよう像ぞう権けんって誰が持ってるんだ――!!

　あ、でもテレビやラジオに出られたのは楽しかったです。

　すげぇ失礼に聞こえるかもしれないけど、ラジオやアニメの収録で声優さんとお会いして話をしていると、「ああ、声優さんも人間なんだなぁ」と思えてきました。

　今までブラウン管の中の存在だった方を身近に感じましたよ。まぁ友人にも声優はいるんですがね、なんつーか親しみを覚えるようになったというか。







　アニメの評判は良いそうで、安心しております。実はアニメが始まってからファンレターも増えました。うれしいです。お返事書けなくて申し訳ない。でもすべて読ませてもらって、我が血肉とさせてもらってます。うまうま。

　ちなみに俺の身近にいる友人にアニメの評判を聞いたところ、

「あれ、もう放映してるんだっけ!?」

「え、アニメって、なんのアニメ？」

「そういやオマエ、まだガーゴイル書いてんの？」

　てめぇら全員ブッた斬ぎってやろうか……！

「俺はちゃんとアニメ化知ってたぞ！」

　おお、我が心の友よ！　して、アニメの出来はどうだった？

「ごめん……ウチの地域、放映されてないんだ……田舎いなかだから……」

　うん、そんなこったろーと思ったよコンチクショー！

　なんで高校や大学の友人より、見ず知らずの方かたのほうが知ってるんだっつーの！







　まぁ、そんなこんなでドタバタが続いた日々でした。

　一言でいうなら「祭」なんでしょうね。全十三話のアニメのために、色んな人が作り上げて、盛り上げていく。ちなみにアニメに関しては原作者の立場といったら、もう祭りの隅すみっこのお茶くみ係と同じですから。

　でもね、それでも祭りが終わってしまうのは寂さびしいものですね。

　できればもう一回やりたいですね。俺だけじゃなくて、関かかわったスタッフみんなが楽しんでくれたアニメですから。こんなラッキーな出来事、逃のがしたらいけないような気がしますよ！

　というわけで、みなさんＤＶＤ買ってくだされ！　売れたら第二期ができるかもしれないよー！







　えー、アニメの話ばかりじゃアレなので、小説の話！

　今回はガーゴイルにしてガーゴイルじゃありません。「もうひとつのおるたなていぶ」ガーゴイルの話でございます。いや別に本編のネタに詰つまったとかそういうわけでもないんですがね。

　読み終わった方はわかると思いますが、この作品は『吉永さん家のガーゴイル』ではありません。何を当たり前なことを、とお思いの方もいるでしょうが、これがまた大きな違いでして。

『ガーゴイル』でやれなかったことを『ガーゴイル』でやる、というのが『おるたなてぃぶ』のコンセプトでございまして。いろいろと試ためしてみたかったことを試してみましたよ。とくにこちらでは、少年漫画的な熱さや笑い、涙を表現していければ。

　とはいえ、もともと御色町のキャラクターから発想していった話です。どれもこれも我が子のように可か愛わいがっている作品なので、どうか可愛がってやってくだされ。

　ほかにもいろいろ語りたいのですが、それはこの先の展開のネタバレになってしまうので語れない……。と、とにかく次も期待していてくださいっ！







　そして俺自身の近況っ！

　とうとう引ひっ越こしました！　古いアパートを捨て、いざ新天地へ！

　……いや、前の家から五十メートルも離れてない場所なんですがね。

　これもまた、ネタにするくらい沢山たくさんの出来事があったんですよ！

　もともとこの物件、第二希望だったわけです。家探しをしていて「これぞ！」という家に出会ったのですが、先約の人がいたそうで、あえなく断念。これはもう引っ越しあきらめるか……と思っていた時に見つけた物件でした。

　契約はスムーズに進みそうだったんだけど、契約に必要な書類を実家に送ったら、四日経たっても届かない。調べてみたら郵便事故。

　そして書類が戻ってきたころに「前に先約があった物件、キャンセル出たんですけど」という電話が。もうこっちのと契約しちゃったよ！

　前ぜん途と多た難なんな契約でしたが、引っ越しも済んで、いざ暮らそうという時。

　まず契約して元もと栓せんも開けてもらったガスが出ない。

　おまけに配線につないでもテレビが映うつらない。

　極きわめつけに無線ＬＡＮが動かない。

　一つ一つ解決していったんですが、もうね……この運のなさはなんだったんだろう。神様が「引っ越しするな！」と引き留めてたんでしょうかね。

　そうこうしているうちに、ようやく生活も落ち着いてきました。これからは新居でバリバリ仕事したいと思いまーす！







　身体からだのほうはますます太ってきましたよ。

　そろそろ本格的にダイエットを考えないといけませんな。

　しかし肥ひ満まんは物書きに限らず、デスクワークをしている人は全員可能性があるそうで。俺の場合、ネットゲームが生活のけっこうな割合を占めているのが原因なんでしょうな。

　そういえば、声優さんも身体作りには気をつけているそうです。体格も声の要素の一つですからねぇ。まぁ作家もそうです。太った身体で家に籠こもりきりじゃ、いいアイデアも出ないっつーもんでして。

　みんなも本ばかり読んでないで、外にでなきゃダメだぞー！

　家で勉強ばかりしていても頭が良くならないのと一緒で、ラノベばかり読み続けても、きっと楽しくないと思うんで。

　うん、まぁ、自分に言い聞かせるだけなんですけどね。







　おー……長かったあとがきマラソンも、終演に近づいてまいりましたよ。

　こんなに長いあとがき書いたの、生まれて初めてだー。ファミ通文庫の中でもかなり長いほうなんじゃないだろーか。

　しかも半分以上がアニメの話。アニメまだ見てない人には申し訳ないけど、やっぱりアニメのことはいろいろ語りたかったんで勘かん弁べんしてくだされ。







　お礼コーナー！

　毎度毎度、お礼も聞きき飽あきたでしょうが、担当Ｍ女史。とりあえずアニメの制作期間中はいろいろとお疲れさまでした。これからもっと疲れないことを祈りつつ……。

　イラスト日向さん。「このお礼コーナーでいつも身体とかメシの心配されてるってのはどーなのよ!?」とか言ってたけど、だったら一日に百キロカロリー以下の食生活をどうにかしなさい！　あと引っ越しおめでとう！

　あかほりさとるさん！　いろいろ走り回っていただいて、本当に感謝です！　アノ偶ぐう然ぜんがなければ、今頃アニメ化はありませんでした！

　鈴木監督！　貴方あなたの手しゆ腕わんがあればこそ、ガーゴイルのアニメはあのクオリティを保たもてました！　その腕を衰おとろえさせることなく、これからもがんばってください！

　吉岡たかをさん！　こんなにガーゴイルを理解した脚本を書いてくださって、うれしいと同時に俺がやることがなくなってしまいました！　機会があれば、是ぜ非ひまた脚本を書いてくださいっ！

　というか、今のスタッフ＆キャストでまたアニメがやりたいっ！　アニメ＆小説に関わってくれた人達、本当にありがとうございましたー！







　おそらく次は、ガーゴイル本編の続きになるでしょう。

　本編と一緒に『おるたなてぃぶ』も続けていきたいと思います。ここでガーゴイルの世界がある意味ふたつに分かれることになりますが、どちらもよろしくお願いします！







　では、また次巻でお会いしましょう！

　長いあとがきに付き合っていただいてありがとうございました！
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